
事業年度

工事種別

工事番号

工事名

当初 設計書

令和元年度

改修工事（機械設備工事）

地域工-1

川合地区センター空調・屋根防水他改修工事

◎注意事項

　この内訳書の工事項目及び数量は、積算する上での参考
資料です。
　積算の際は、設計図面にて工事項目及び数量を拾い出し
積算して下さい。

可児市 市民部 地域振興課



地域工-1 工事箇所

１． 一般事項
（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

工事番号 可児市 川合 地内 施設名 川合地区センター

工事名 川合地区センター空調・屋根防水他改修工事

理         由  工　　事　　概　　要 

川合地区センターは建設時より20年以上経過
しており、老朽化のため空調設備を更新す
る。また、上記機器が設けてある屋上につい
ても同様に劣化がみられるため合わせて防
水、屋根改修工事を実施する。

川合地区センター
延床面積：1529.3㎡

機械設備工事
・空調設備一式　(全室)

建築工事
・防水工事
　屋上ウレタン防水X-1、X-2工法

・屋根工事
　鋼板パネル破風板巻き
　軒、竪樋取り換え

金     額 円 内消費税相当額 円

特  記  仕  様  書

受注者は、工事請負契約書、可児市建設工事共通仕様書及び特記仕様書に基づき施工するものとする。なお、特
記仕様書は共通仕様書に優先する。

受注者は、本工事が「可児市工事品質証明実施要領」の対象となる場合、要領に基づき品質の証明を実施しなけれ
ばならない。

・油圧ユニット

受注者は、受注時、変更時、完成時の各時点において工事請負代金額が500 万円以上の工事について、工事実績
情報システム（コリンズ）に基づき、受注・変更・完成・訂正時に工事実績情報として「登録のための確認のお願い」を
提出し監督員の確認を受けた後に、受注時は契約後、土曜日、日曜日、祝日等を除き10 日以内に、登録内容の変
更時は変更があった日から、土曜日、日曜日、祝日等を除き10 日以内に、完了時は完成後、土曜日、日曜日、祝日
等を除き10 日以内に、訂正時は適宜登録機関に登録申請をしなければならない。変更登録時は、工期、技術者に
変更が生じた場合に行うものとし、工事請負代金のみの変更の場合は、原則として登録を必要としない。ただし、工事
請負代金500万円未満に変更する場合には変更時登録を行うものとする。なお、変更時と完成時の間が10日間に満
たない場合は、変更時の提示を省略できる。

提出・提示書類は別添「可児市建設工事における取扱い書類一覧表」に基づき実施するものとする。また、工事打合
簿（指示、協議、承諾は除く）、材料確認簿、夜間・休日作業届けの書類を提出する場合は、別添様式に基づき、電
子メールにて提出するものとし、書面には署名または押印する必要はないものとする。これらに定めのない事項につ
いては、監督員と協議する。

本工事において以下に示す建設機械を使用する場合は、「特定特殊自動車排出ガスの規制等に関する法律（平成
27年6月改正法律第50号）」に基づく技術基準に適合する機械、または、「排出ガス対策型建設機械の普及促進に関
する規定（最終改正平成24年3月23日付国土交通省告示第318号）」もしくは「第３次排出ガス対策型建設機械指定
要領（最終改定平成23年7月13日付国総環リ第1号）」に基づき指定された排出ガス対策型建設機械（以下「排出ガス
対策型建設機械等」という。）を使用しなければならない。
排出ガス対策型建設機械等を使用できないことを監督員が認めた場合は、平成７年度建設技術評価制度公募課題
「建設機械の排出ガス浄化装置の開発」、またはこれと同等の開発目標で実施された民間開発技術の技術審査・証
明事業もしくは、建設技術審査証明事業により評価された排出ガス浄化装置を装着した建設機械を使用することがで
きるが、これにより難い場合は、監督員と協議するものとする。
排出ガス対策型建設機械あるいは排出ガス浄化装置を装着した建設機械を使用する場合、現場代理人は施工現場
において使用する建設機械の写真撮影を行い、監督員に提出するものとする。

機　　　　　種 備　　　　　考

一般工事用建設機械

・バックホウ 　ティーゼルエンジン（エンジン出力7.5kｗ以上260ｋｗ
以下）を搭載した建設機械に限る。・トラックシャベル（車輪式）

・ブルドーザ

・発動発電機（可搬式）

・空気圧縮機（可搬式）

　（以下に示す基礎工事用機械のうちベースマシンとは別に、独
立したディーゼルエンジン駆動の油圧ユニットを搭載しているも
の：油圧ハンマ、パイプロハンマ、油圧式鋼管圧入・引抜機、油圧
式杭圧入引抜機、アースオーガ、オールケーシング掘削機、リ
バーサーキュレーションドリル、アースドリル、地下連続壁施工
機、全回転型オールケーシング掘削機）



２．

（1）

（2）

３．

（1）

（2）

（3）

４．

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

５．

６．

（1）

（2）

（3）

（4）
７．

８．

・ローラー類

　（ロードローラ、タイヤローラ、振動ローラ）

・ホイールクレーン

産業廃棄物の適正処理について

工事保険について

受注者は、産業廃棄物が搬出される工事にあたっては、監督員の指示に従い、産業廃棄物関連書類の提出及び確
認並びに処理施設の現地確認並びに建設廃棄物処理状況の管理を行い、産業廃棄物が最終処分に至るまで適正
に処理されていることを確認しなければならない。

建設発生土については、工事間流用とし、流用先は監督員が指示する。都合により工事間流用ができなくなった場
合は、別途協議する。ただし、建設発生土が100m3未満の場合はこの限りではない。また受注者の都合により処分場
を変更する時は監督員に報告するものとする。

使用材料

本工事において、発注者、受注者及び全下請人を被保険者として、工事着手から工事目的物の引渡しまでの期間につい
て、賠償責任保険（保険対象：第三者に与えた損害）及び工事保険（保険対象：工事目的物、工事材料及び仮設物等）に
加入するものとする。

ワンデーレスポンスの取組について

アスファルト再生合材について
本工事で使用するアスファルト再生合材には「ささゆりクリーンパーク溶融スラグ」を混入するものとし、使用にあたって
は、「溶融スラグの土木資材への利用に関するガイドライン（可児市）」によること。

コンクリート二次製品について
本工事に使用するコンクリート二次製品については、ささゆりクリーンパーク溶融スラグ混入資材を使用するものとし、
施工前に溶出試験結果等の品質を証明する書類を提出し、監督員の許可を得ること。

生コンクリートについて
本工事に使用する生コンクリート（均しコンクリートを除く）については、水セメント比60％以下とし、品質を証明する書
類を提出して、事前に監督員の許可を得ること。

工事施工について

契約書18条第1項第1号から5号に係る設計図書の照査を行い、監督員の確認を受けて施工を行うこと。

受注者は、工事着手に先立ち、現場付近の地元住民等に対する周知、説明、説得等を行い、トラブルの生じないよう
努めること。

実施にあたっては、可児市工事監督におけるワンデーレスポンス実施要領に基づき実施する。

受注者は工事施工中において、問題が発生した場合や計画工程と実施行程を比較照査し、差異が生じた場合は速
やかに監督員へ報告すること。

受注者は、施工計画書に基づいて適正な計画工程を作成し、工事の先々を予見しながら、施工するものとする。

(１) 受注者は、契約の履行に当たって、暴力団又は暴力団員等から、事実関係及び社会通念等に照らして合理的な理由
が認められない不当若しくは違法な要求又は契約の適正な履行を妨げる妨害を受けたときは、警察へ通報するとともに、
可児市が行う契約からの暴力団排除に関する措置要綱（平成２２年可児市訓令甲第４７号）に定める様式第９号により可児
市に報告しなければならない。なお、通報・報告がない場合は、可児市建設工事請負契約に係る指名停止措置要領に基
づき、指名停止等の措置を行うことがある。

工事による既設構造物の破損については、未然に防止するよう予め十分調査をし、また、支障を及ぼさないよう相当
の防護工を施工しなければならない。なお、誤って損傷を与えた場合は、請負人の責任において復旧しなければな
らない。調査に際しては、記録保存の必要を認めた場合は写真撮影、測量等を行わなければならない。

工事着手前に、可児市基準点（世界測地系）を用い、境界（座標）を確認すること。また、特に指示しない限り、構造物
を官民境界とするため、官民境界と構造物の位置を示した図面等にて施工した構造物が民地を侵していないことを
報告すること。

電子納品について

「岐阜県電子納品要領」等に基づき、電子納品を行うこと。なお、電子納品の内容については、監督員と事前に協議し、決
定すること。

施工区間と現道との取付については、交通の支障とならないよう充分留意すること。

必要に応じ交通誘導警備員を配置し、安全を期さなければならない。また、夜間の安全確保についても十分な対策
を施すこと。

(２) 受注者は、暴力団又は暴力団員等による不当介入を受けたことにより、履行期間内に工事等を完了することができな
いときは、発注者に履行期間の延長変更を請求することができる。

この工事は、ワンデーレスポンス実施対象工事です。
「ワンデーレスポンス」とは受注者からの質問、協議、報告、承諾願、立会願等への回答は、基本的に「その日のうち」
に回答するよう対応することです。ただし、即日回答が困難な場合は、いつまでに回答が必要なのかを受注者と協議
のうえ、回答期限を設けるなど、何らかの回答を「その日のうち」にすることとする。

暴力団等による不当介入における通報義務について
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(3)メーカー、施工者の連名で防水保証書（10年）を提出すること。

・ 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 公共建築改修工事標準仕様書（建築・機械設備工事編）平成28年度版
・ 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　公共建築工事標準仕様書（建築・機械設備工事編）平成28年度版

その他図面特記仕様書による。

この契約の締結後、法令の改正等により、消費税法（昭和６３年法律第１０８号）の規定による消費税及び地方税法（昭和２
５年法律第２２６号）の規定による地方消費税の額に変動が生じた場合は、発注者は、この契約を何ら変更することなく契約
金額に相当額を加減して支払うものとする。

主任技術者又は監理技術者の専任を要しない期間について

(4)この特記事項以外は下記に準拠する。但し、本工事に関係しない事項は適用しない。

(1)施設利用の予約受付を4ケ月前からとしているため、施設運営に影響のないよう事前協議を行うこと。
　　(契約後直ちに工事着手できない場合は、上記9.10.を適用する。)

 (2)工事期間中の仮設計画（安全管理区分等）を事前に作成し、工事着手前に監督員に提出し承諾を得ること。

請負契約の締結後、現場施工に着手するまでの期間（現場事務所の設置、資機材搬入、仮設工事等が開始されるまでの
期間）については主任技術者または監理技術者の工事現場への専任を要しない。なお、現場施工に着手する日について
は、請負契約締結後、監督職員と打ち合わせにおいて定める。
また、工事完成後、検査が終了し（発注者の都合により検査が遅延した場合は除く。）事務手続き、後片付け等のみが残っ
ている期間については、主任技術者または監理技術者の工事現場への専任を要しない。なお、検査が終了した日は発注
者が工事の完成を確認した旨、受注者に通知した日とする。

その他

現場代理人の兼務について

現場代理人は、工事請負契約約款第１０条第２項の規定により、契約工期内の現場常駐が義務付けられているが、契約締
結後、現場事務所の設置、資機材の搬入又は仮設工事等が開始されるまでの期間や、工事の全部の施工を一時中止し
ている期間については、監督員との連絡体制を確保した上で、常駐義務を緩和するものとする。
また、以下の条件を全て満たす場合に、他工事の現場代理人又は専任でない主任技術者を兼務することができる。
　１．他工事は、可児市発注の建設工事で、工事現場が市内であること。
　２．他工事においても、本工事と同様に現場代理人の兼務を認めていること。
　３．兼務を行う工事の総数が、本工事を含めて３件までであること。
　４．兼務を行う工事の請負代金額の合計が2，500万円未満であること。
　５．発注者又は監督員が求めた場合には、工事現場に速やかに向かう等の対応ができること。
なお、工事現場における運営、取締り及び権限の行使に支障がある場合、及び、発注者との連絡体制が確保されていな
いと監督員の認めた場合は、兼務を取り消すものとする。
現場代理人が兼務となった場合は、本工事の監督員及び他工事の監督員の双方に、現場代理人兼務届を提出しなけれ
ばならない。



川合地区センター空調・屋根防水他改修工事

Ａ 建築工事 1.0 式

Ｍ 機械設備工事 1.0 式

Ⅰ 直接工事費　　　計 1.0 式

Ⅱ 共通仮設費 1.0 式

　 純工事費　　　計 　 　

　
Ⅲ 現場管理費 1.0 式

工事原価　　　計

　 　 　
　

Ⅳ 一般管理費等負担額 1.0 式

工事価格　　計

　
Ⅴ 消費税相当額 1.0 式

総　　合　　計

金　　　　額 備　　　　　　　　　　考記号 工    事    名    称 摘　　　　　　　　　要 数　　量 単位 単　　　価

　　総　括 1 内訳書　　　



川合地区センター空調・屋根防水他改修工事

M 機械設備工事

Ⅰ 空調改修工事 1.0 式

計

A 建築工事

Ⅱ 屋上防水改修工事 1.0 式

Ⅲ 屋根改修工事 1.0 式

計

細目工事費　　計

単　位 単　価 金　額 備　　考名　　称 内　　容 数　量

2



名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価 金　額 備　　考

Ⅰ 空調改修工事

1 機器設備 1.0 式

2 配管設備 1.0 式

3 ダクト設備 1.0 式

4 換気設備 1.0 式

5 電気設備 1.0 式

6 付帯工事 1.0 式

7 廃材運搬処分費 1.0 式

細目工事費　　計

3



名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価 金　額 備　　考

1 機器設備
ACP-01　　10馬力相当

空冷ヒートポンプツインエアコン 天吊露出　　　 1.0 組
冷房能力　25.0KW
暖房能力　28.0KW
室内機　2台　
　　　（冷）12.5kw　（暖）14.0kw　　
ワイヤードリモコンx1個

同上搬入費 1.0 式

同上据付費 1.0 式
ACP-02

空冷ビルマルチエアコン　室外機 16馬力相当 1.0 台
冷暖切替リニュアルタイプ
消費電力　12.89Kw
冷房能力　45.0KW
暖房能力　50.0KW

同上搬入費 1.0 式 別紙明細03

同上据付費 1.0 式 別紙明細04
ACP-02

空冷ビルマルチエアコン　室内機 CK2-56 2.0 台
冷房能力　5.6KW
暖房能力　6.3KW
ワイヤードリモコンx1個

同上据付費 1.0 式 別紙明細05
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名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価 金　額 備　　考

ACP-02
空冷ビルマルチエアコン　室内機 CID-140 1.0 台

冷房能力　14.0KW
暖房能力　16.0KW
ワイヤードリモコンx1個

同上据付費 1.0 式 別紙明細06
ACP-02

空冷ビルマルチエアコン　室内機 CK2-71 2.0 台
冷房能力　7.1KW
暖房能力　8.0KW
ワイヤードリモコンx1個

同上据付費 1.0 式 別紙明細07
ACP-03　　10馬力相当　

空冷ヒートポンプツインエアコン 天井カセット2方向吹出形 2.0 台
冷房能力　25.0KW
暖房能力　28.0KW
室内機　2台　
　　　（冷）12.5kw　（暖）14.0kw　　

同上搬入費 1.0 式 別紙明細08

同上据付費 1.0 式 別紙明細09

ACP-03系統用ワイヤードリモコン 1.0 個
ACP-04　4馬力相当

空冷ヒートポンプペアエアコン 天井埋込ダクト吹出し 2.0 台
冷房能力　10.0KW
暖房能力　11.2KW
ワイヤードリモコンx2個
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名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価 金　額 備　　考

同上搬入費 1.0 式 別紙明細10

同上据付費 1.0 式 別紙明細11
ACP-05　10馬力相当

空冷ヒートポンプツインエアコン 天井カセット2方向吹き出し 1.0 台
冷房能力　25.0KW
暖房能力　28.0KW
室内機　2台　
　　　（冷）12.5kw　（暖）14.0kw　　
ワイヤードリモコンx1個

同上搬入費 1.0 式 別紙明細12

同上据付費 1.0 式 別紙明細13
ACP-06　4馬力相当

空冷ヒートポンプペアエアコン 天井埋込ダクト吹出し 2.0 台
冷房能力　10.0KW
暖房能力　11.2KW

同上搬入費 1.0 式 別紙明細10

同上据付費 1.0 式 別紙明細11

ACP-06系統用ワイヤードリモコン 1.0 個
ACP-07

空冷ビルマルチエアコン　室外機 6馬力相当 1.0 台
冷暖切替リニュアルタイプ
消費電力　4.43Kw
冷房能力　16.0KW
暖房能力　18.0KW

同上搬入費 1.0 式 別紙明細14
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名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価 金　額 備　　考

同上据付費 1.0 式 別紙明細15
ACP-07

空冷ビルマルチエアコン　室内機 CK2-80 2.0 台
冷房能力　8.0KW
暖房能力　9.0KW
ワイヤードリモコンx2個

同上据付費 1.0 式 別紙明細16
ACP-08

空冷ビルマルチエアコン　室外機 20馬力相当 1.0 台
冷暖切替リニュアルタイプ
消費電力　16.42Kw
冷房能力　56.0KW
暖房能力　63.0KW

同上搬入費 1.0 式 別紙明細17

同上据付費 1.0 式 別紙明細18
ACP-08

空冷ビルマルチエアコン　室内機 CID-140 4.0 台
冷房能力　14.0KW
暖房能力　16.0KW

同上据付費 1.0 式 別紙明細19

ACP用ワイヤードリモコン 2.0 個
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名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価 金　額 備　　考

ACP-09　　8馬力相当
空冷ヒートポンプツインエアコン 天井カセット2方向吹き出し 1.0 台

冷房能力　20.0KW
暖房能力　22.4KW
室内機　2台　
　　　（冷）10.0kw　（暖）11.2kw　　
ワイヤードリモコンx1個

同上搬入費 1.0 式 別紙明細20

同上据付費 1.0 式 別紙明細21
ACP-10

空冷ビルマルチエアコン　室外機 16馬力相当 2.0 台
冷暖切替リニュアルタイプ
消費電力　12.89Kw
冷房能力　45.0KW
暖房能力　50.0KW

同上搬入費 1.0 式 別紙明細22

同上据付費 1.0 式 別紙明細23
ACP-10

空冷ビルマルチエアコン　室内機 FIV-224 4.0 台
冷房能力　22.4KW
暖房能力　25.0KW

同上据付費 1.0 式 別紙明細24

ACP-10用ワイヤードリモコン 1.0 個

集中リモコン 2.0 個

既設機器撤去費 1.0 式 別紙明細25
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名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価 金　額 備　　考

既設媒ガス回収および破壊処理費 1.0 式 別紙明細26

小計

改め計
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名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価 金　額 備　　考

2 配管設備

冷媒配管（液管） 保温付銅管　　φ6.4　 1.0 ｍ

冷媒配管（液管） 保温付銅管　　φ9.5 17.0 ｍ

冷媒配管（液管） 保温付銅管　　φ12.7 4.0 ｍ

冷媒配管（ｶﾞｽ管） 保温付銅管　　φ12.7 1.0 ｍ

冷媒配管（ｶﾞｽ管） 保温付銅管　　φ15.9 14.0 ｍ

冷媒配管（ｶﾞｽ管） 保温付銅管　　φ19.1 2.0 ｍ

冷媒配管（ｶﾞｽ管） 保温付銅管　　φ22.2 1.0 ｍ

冷媒配管（ｶﾞｽ管） 保温付銅管　　φ25.4 3.0 ｍ

冷媒配管（ｶﾞｽ管） 保温付銅管　　φ31.8 2.0 ｍ

冷媒配管（ｶﾞｽ管） 保温付銅管　　φ38.1 1.0 ｍ
屋内一般

ドレン管 ＪＩＳ-Ｋ-6741　ＶＰ　　30Ａ 2.0 ｍ
屋内一般

ドレン管 ＪＩＳ-Ｋ-6741　ＶＰ　　30Ａ 13.0 ｍ
内部：GW保温筒、外部：SUS

保温工事 撤去共 1.0 式

既設管切断費 1.0 式

10



名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価 金　額 備　　考

小計

改め計
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名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価 金　額 備　　考

3 ダクト設備

天井吊ﾀﾞｸﾄ吹室内機接続ﾀﾞｸﾄ グラスウールﾀﾞｸﾄ（補強あり） 50.0 ｍ2

床置ダクト吹室内機接続継手 ｷｬﾝﾊﾞｽ継手 17.0 ｍ

既設ダクト類撤去費 1.0 式 別紙明細29

小計

改め計
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名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価 金　額 備　　考

4 換気設備
FE-1　　消音形　ストレートシロッコ

ホール　排風機 ＃13/4ｘ1420CMHｘ0.49kW 2.0 台 別紙明細30
FE-2　　消音形　ストレートシロッコ

料理教室　排風機 ＃13/4ｘ2890CMHｘ1.075kW 1.0 台 別紙明細31
FE-3　　消音形　ストレートシロッコ

排風機 ＃11/4ｘ　　350CMHｘ0.073kW 3.0 台 別紙明細32
FE-4　　消音形　ストレートシロッコ

考古資料館　排風機 ＃11/2ｘ　　800CMHｘ0.195kW 1.0 台 別紙明細33
FE-5　　壁付　換気扇

倉　庫　排風機 羽根径　200φ　　排気量　600CMH 1.0 台 別紙明細34
FE-6　　天井扇　　低騒音形

湯沸室　排風機 150φｘ510CMHｘ50W　VC（SUS）付 3.0 台 別紙明細35
FE-7　　天井扇　　低騒音形

器具庫　排風機 100φｘ170CMHｘ24W　VC（SUS）付 1.0 台 別紙明細36
FE-8　　天井扇　　低騒音形

女子便所　排風機 150φｘ450CMHｘ88W　VC（SUS）付 1.0 台 別紙明細37
FE-9　　天井扇　　低騒音形

男子便所　排風機 150φｘ450CMHｘ88W　VC（SUS）付 1.0 台 別紙明細38
FE-10　　天井扇　　低騒音形

身障者便所　排風機 150φｘ120CMHｘ46W　VC（SUS）付 1.0 台 別紙明細39
FE-11　　天井扇　　インテリア形

排風機 150φｘ350CMHｘ62W　VC（SUS）付 5.0 台 別紙明細40
FE-12　　天井扇　　低騒音形

倉　庫　排風機 100φｘ　30CMHｘ10W　VC（SUS）付 1.0 台 別紙明細41
FE-13　　天井扇　　低騒音形

和室水屋　排風機 150φｘ100CMHｘ28W　VC（SUS）付 1.0 台 別紙明細42

FE-15　　天井扇　　低騒音形
事務室　排風機 150φｘ200CMHｘ28W　VC（SUS）付 1.0 台 別紙明細44

FＳ-1　　消音形　ストレートシロッコ
料理教室　給気用送風機 ＃13/4ｘ3000CMHｘ1.075kW 1.0 台 別紙明細45
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名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価 金　額 備　　考

送風機接続用ｷｬﾝﾊﾞｽ継手 保温なし　たわみ継手 1.0 式 別紙明細46

既設機器類撤去費 1.0 式 別紙明細47

小計

改め計

14



名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価 金　額 備　　考

5 電気設備

動力制御盤 屋外自立型　　ＳＵＳ　　Ｐ-10 1.0 面 別紙明細48

動力制御盤 屋外自立型　　ＳＵＳ　　Ｐ-11 1.0 面 別紙明細49

動力制御盤 屋外自立型　　ＳＵＳ　　Ｐ-20 1.0 面 別紙明細50

ケ－ブル EM-CEＴ 100°       管内 18.0 m

ケ－ブル EM-CEＴ 38°         管内 12.0 m

ケ－ブル EM-CEＴ 22°         管内 12.0 m

ケ－ブル EM-CEＴ 14°         管内 40.0 m

ケ－ブル EM-CE 8°-3C        管内 6.0 m

ケ－ブル EM-CE 5.5°-3C      管内 57.0 m

ケ－ブル EM-CEE-S 1.25°-3C  天井ｺﾛｶﾞｼ 233.0 m

ケ－ブル EM-CEE-S 1.25°-3C  PF内 23.0 m

電線 EM-IE 38° 18.0 m

電線 EM-IE 14° 23.0 m

電線 EM-IE 8° 32.0 m

電線 EM-IE 5.5° 6.0 m

電線 EM-IE 2° 32.0 m
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名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価 金　額 備　　考

電線管 ＰE(70)          屋外露出 35.0 m

電線管 ＰE(42)          屋外露出 4.0 m

電線管 ＰE(36)          屋外露出 3.0 m

電線管 ＰE(28)          屋外露出 16.0 m

電線管 ＰE(22)          屋外露出 32.0 m

金属製可とう電線管 ビニル被覆あり　　F(38) 4.0 個

金属製可とう電線管 ビニル被覆あり　　F(30) 5.0 個

金属製可とう電線管 ビニル被覆あり　　F(24) 5.0 個

プルボックス 防水　　SUS　500ｘ500ｘ300 1.0 個

プルボックス 防水　　SUS　400ｘ400ｘ200 1.0 個

プルボックス SS　　500ｘ500ｘ300 1.0 個

器具取付費 空調リモコンｽｲｯﾁ 1.0 式 別紙明細51

既設器材撤去費 1.0 式 別紙明細52

室内機、送排風機等結線費 改修 1.0 式 別紙明細55

小計

改め計
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名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価 金　額 備　　考

6 付帯工事

軽量鉄骨天井下地　撤去 78.0 ｍ2

軽量鉄骨天井下地　新設 78.0 ｍ2
せっこうボード9.5ｔ

天井ボード張り　-1 +ロックウール吸音板12ｔ 40.0 ｍ2

天井ボード張り　-2 クロス貼下地せっこうボード9.5ｔ 22.0 ｍ2

天井ボード張り　-3 化粧せっこうボード化粧9.5ｔ 8.0 ｍ2

天井ボード張り　-4 けい酸カルシューム板 6ｔ 貼 8.0 ｍ2

ﾋﾞﾆﾙクロス 張替え 238.0 ｍ2

既設天井仕上材撤去 照明器具、吸込・吹出口類 78.0 ｍ2

作業足場 1.0 式 別紙明細54

器材搬入開口改修 屋根裏 1.0 式 別紙明細53

床等養生費 屋内：294ｍ2、屋上：(75.0+8.0)㎡ 377.0 ｍ2

天井器具取外し再取付 照明器具、吸込・吹出口類 1.0 式 別紙明細56

小計

改め計
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名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価 金　額 備　　考

7 廃材運搬処分費

廃材積込運搬費 31.3 ｍ3

廃材処分費 31.3 ｍ3

電線ケーブル類 157.2 ｋｇ

小計

改め計
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Ⅱ 屋上防水改修工事

1 防水箇所① 1.0 式

2 防水箇所② 1.0 式

3 防水箇所③ 1.0 式

4 防水箇所④ 1.0 式

細目工事費　　計

名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価 金　額 備　　考
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名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価 金　額 備　　考

1 防水箇所①
切開・炙り戻し

既存アスファルト防水不具合部補修 高圧洗浄含む 1.0 式

アスファルト活性剤塗布 平場のみ 7.9 ㎡
X-1工法　DPワンガード・ゼロTVJ-OZ3F

ウレタン塗膜防水　 遮熱仕上　同等仕様 7.9 ㎡

改修用ドレン設置　 縦φ100 1.0 箇所

脱気筒設置 SUS 1.0 箇所

既存アルミ笠木撤去・復旧 巾350㎜ 6.5 ｍ

立上がり端部　押え金物撤去 処分含む 6.5 ｍ

立上がり既存防水層撤去 処分含む 5.9 ㎡

樹脂モルタル塗り エポキシ系樹脂モルタル 5.9 ㎡
X-2工法　DPワンガード・ゼロ　OZW-2CF

ウレタン塗膜防水　 遮熱仕上　同等仕様 5.9 ㎡

小計

改め計
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名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価 金　額 備　　考

2 防水箇所②
切開・炙り戻し

既存アスファルト防水不具合部補修 高圧洗浄含む 1.0 式

アスファルト活性剤塗布 平場のみ 7.7 ㎡
X-1工法　DPワンガード・ゼロTVJ-OZ3F

ウレタン塗膜防水　 遮熱仕上　同等仕様 7.7 ㎡

改修用ドレン設置　 縦φ100 1.0 箇所

脱気筒設置 SUS 1.0 箇所

既存アルミ笠木撤去・復旧 巾350㎜ 6.3 ｍ

立上がり端部　押え金物撤去 処分含む 6.3 ｍ

立上がり既存防水層撤去 処分含む 5.7 ㎡

樹脂モルタル塗り エポキシ系樹脂モルタル 5.7 ㎡
X-2工法　DPワンガード・ゼロ　OZW-2CF

ウレタン塗膜防水　 遮熱仕上　同等仕様 5.7 ㎡

小計

改め計
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名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価 金　額 備　　考

3 防水箇所③
切開・炙り戻し

既存アスファルト防水不具合部補修 高圧洗浄含む 1.0 式

アスファルト活性剤塗布 平場のみ 70.2 ㎡
X-1工法　DPワンガード・ゼロTVJ-OZ3F

ウレタン塗膜防水　 遮熱仕上　同等仕様 70.2 ㎡

改修用ドレン設置　 縦φ100 2.0 箇所

脱気筒設置 SUS 1.0 箇所

既存瓦、アルミ笠木撤去・復旧 巾350㎜ 37.4 ｍ

立上がり端部　押え金物撤去 処分含む 37.4 ｍ

立上がり既存防水層撤去 処分含む 24.3 ㎡

樹脂モルタル塗り エポキシ系樹脂モルタル 24.3 ㎡
X-2工法　DPワンガード・ゼロ　OZW-2CF

ウレタン塗膜防水　 遮熱仕上　同等仕様 24.3 ㎡

小計

改め計
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名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価 金　額 備　　考

4 防水箇所④
切開・炙り戻し

既存アスファルト防水不具合部補修 高圧洗浄含む 1.0 式

アスファルト活性剤塗布 平場のみ 238.3 ㎡
X-1工法　DPワンガード・ゼロTVJ-OZ3F

ウレタン塗膜防水　 遮熱仕上　同等仕様 238.3 ㎡

改修用ドレン設置　 縦φ100 4.0 箇所

脱気筒設置 SUS 4.0 箇所

既存瓦、アルミ笠木撤去・復旧 巾350㎜ 22.6 ｍ

立上がり端部　押え金物撤去 処分含む 22.6 ｍ

立上がり既存防水層撤去 処分含む 22.6 ｍ

樹脂モルタル塗り エポキシ系樹脂モルタル　２回塗り 69.4 ㎡
X-2工法　DPワンガード・ゼロ　OZW-2CF

ウレタン塗膜防水　 遮熱仕上　同等仕様 69.4 ㎡

防水層端部シーリング処理 MS-1、処分費含む 93.3 m

配管用ブロック取外し・再取付け 1.0 式

小計

改め計
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Ⅲ 屋根改修工事
平側　角納め含む

破風鋼板巻き GLカラーｔ0.4 1.0 式 別紙明細57
妻側　角納め含む

破風鋼板巻き GLカラーｔ0.4 1.0 式 別紙明細58

軒樋 前高130　角 1.0 式 別紙明細59

軒金物 ピッチ800　SUS 440.0 ケ

落とし口 100φ　塩ビ 24.0 ケ

落とし口 75φ　塩ビ 7.0 ケ
105φ　SUS

竪樋 エルボ、ソケット含む 1.0 式 別紙明細60
VU100φ

竪樋 エルボ含む 1.0 式 別紙明細61
VU75φ

竪樋 エルボ含む 1.0 式 別紙明細62
80φ　SUS

竪樋 エルボ、ソケット含む 1.0 式 別紙明細63
VU75φ

竪樋 エルボ、スライドエルボ含む 1.0 式 別紙明細64

竪樋金物 3.0 ケ

既設樋撤去 1.0 式

荷揚げ費 1.0 式

枠組足場 建地幅600㎜　　高さ12m未満 1,052.2 ㎡

処分費 1.0 式

名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価 金　額 備　　考

24



名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価 金　額 備　　考

小計

改め計
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Ⅰ 空調改修工事

別紙01 ACP-1　室外機搬入費
寸法：1.338x1.05x0.355（0.498m3）

搬入費 質量：140kg　　容積比：281kg/m3 0.14 ton

別紙02 ACP-1　据付費

室外機 25.0kW 1.0 台

室内機 天吊　14kW 2.0 台

計

別紙03 ACP-2　室外機搬入費
寸法：1.65x0.92x0.74（1.12m3）x2

搬入費 質量：180kg　　容積比：161kg/m3 0.36 ton

名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価 金　額 備　　考



名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価 金　額 備　　考

別紙04 ACP-2　室外機据付費

室外機 45.0kW 1.0 台

別紙05 ACP-2　室内機据付費 天井ｶｾｯﾄ形

室内機 5.6kW 2.0 台

別紙06 ACP-2　室内機据付費 天井埋ﾀ込ﾞｸﾄ吹形

室内機 14.0kW 1.0 台



名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価 金　額 備　　考

別紙07 ACP-2　室内機据付費 天井ｶｾｯﾄ形

室内機 7.1kW 2.0 台

別紙08 ACP-3　室外機搬入費
寸法：1.338x1.05x0.355（0.498m3）

搬入費 質量：140kg　　容積比：281kg/m3 0.28 ton

別紙09 ACP-3　据付費

室外機 25.0kW 2.0 台

室内機 天井ｶｾｯﾄ形　12.5kW 4.0 台



名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価 金　額 備　　考

別紙10 ACP-4　室外機搬入費
寸法：1.338x1.05x0.355（0.498m3）

搬入費 質量：110kg　　容積比：221kg/m3 0.11 ton

別紙11 ACP-4　据付費

室外機 10.0kW 2.0 台

室内機 天井埋込形　10.0kW 2.0 台

別紙12 ACP-5　室外機搬入費
寸法：1.338x1.05x0.355（0.498m3）

搬入費 質量：140kg　　容積比：281kg/m3 0.14 ton



名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価 金　額 備　　考

別紙13 ACP-5　据付費

室外機 25.0kW 1.0 台

室内機 天井埋込形　12.5kW 2.0 台

別紙14 ACP-7　室外機搬入費
寸法：1.65x0.92x0.74（1.123m3）

搬入費 質量：175kg　　容積比：156kg/m3 0.175 ton

別紙15 ACP-7　据付費

室外機 25.0kW 1.0 台



名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価 金　額 備　　考

別紙16 ACP-7　室内機据付費 天井ｶｾｯﾄ形

室内機 8.0kW 2.0 台

別紙17 ACP-8　室外機搬入費
寸法：1.65x0.92x0.74（1.123m3）x2

搬入費 質量：189kg　　容積比：168kg/m3 0.378 ton

別紙18 ACP-8　据付費

室外機 56.0kW 1.0 台



名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価 金　額 備　　考

別紙19 ACP-8　室内機据付費 天井埋込ﾀﾞｸﾄ吹形

室内機 14.0kW 4.0 台

別紙20 ACP-9　室外機搬入費
寸法：1.338x1.05x0.355（0.498m3）

搬入費 質量：131kg　　容積比：263kg/m3 0.131 ton

別紙21 ACP-9　室内機据付費 天井ｶｾｯﾄ形

室内機 10.0kW 2.0 台



名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価 金　額 備　　考

別紙22 ACP-10　室外機搬入費
寸法：1.65x1.87x0.74（2.28m3）

搬入費 質量：360kg　　容積比：158kg/m3 0.720 ton

別紙23 ACP-10　据付費

室外機 45.0kW 2.0 台

別紙24 ACP-10　室内機据付費 床置ﾀﾞｸﾄ吹形

室内機 22.4kW 4.0 台



名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価 金　額 備　　考

別紙25 既設機器撤去費
ACP-1 25.0kW
空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ　室外機（25.0KW）搬出 容積：1.55m3　質量：240kg　 0.24 ton
ACP-1
空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ　室外機　　撤去 25.0kW 1.0 台
ACP-1
空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ　室内機　　撤去 天井吊形　　12.5kW 2.0 台
ACP-2 45.0kW
空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ　室外機（45.0KW）搬出 容積：3.27m3　質量：530kg 0.53 ton
ACP-2
空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ　室外機　　撤去 45.0kW 1.0 台
ACP-2
空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ　室内機　　撤去 天吊ｶｾｯﾄ形　　5.6kW 2.0 台
ACP-2
空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ　室内機　　撤去 天井埋込ﾀﾞｸﾄ吹形　　14.0kW 1.0 台
ACP-2
空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ　室内機　　撤去 天吊ｶｾｯﾄ形　　7.1kW 2.0 台
ACP-3 25.0kW　　　　　　　　　　　　　　2台
空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ　室外機（25.0KW）搬出 容積：1.55m3　質量：240kg　 0.48 ton
ACP-3
空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ　室外機　　撤去 25.0kW 2.0 台
ACP-3
空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ　室内機　　撤去 天吊ｶｾｯﾄ形　12.5kW 4.0 台
ACP-4 10.0kW
空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ　室外機　　撤去 質量：　96kg 2.0 台
ACP-4
空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ　室内機　　撤去 天井埋込ﾀﾞｸﾄ吹形　　10.0kW 2.0 台
ACP-5 25.0kW
空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ　室外機（25.0KW）搬出 容積：1.55m3　質量：240kg　 0.24 ton
ACP-5
空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ　室外機　　撤去 25.0kW 1.0 台
ACP-5
空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ　室内機　　撤去 天吊ｶｾｯﾄ形　12.5kW 4.0 台



名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価 金　額 備　　考

ACP-6 10.0kW
空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ　室外機　　撤去 質量：　96kg 2.0 台
ACP-6
空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ　室内機　　撤去 天井埋込ﾀﾞｸﾄ吹形　　10.0kW 2.0 台
ACP-7 16.0kW
空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ　室外機（16.0KW）搬出 容積：0.67m3　質量：100kg　 0.10 ton
ACP-7
空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ　室外機　　撤去 16.0kW 1.0 台
ACP-7
空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ　室内機　　撤去 天吊ｶｾｯﾄ形　8.0kW 2.0 台
ACP-8 56.0kW
空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ　室外機（16.0KW）搬出 容積：3.27m3　質量：560kg　 0.56 ton
ACP-8
空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ　室外機　　撤去 56.0kW 1.0 台
ACP-8
空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ　室内機　　撤去 天井埋込ﾀﾞｸﾄ吹形　　14.0kW 4.0 台
ACP-9 20.0kW
空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ　室外機（20.0KW）搬出 容積：1.43m3　質量：200kg　 0.20 ton
ACP-9
空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ　室外機　　撤去 20.0kW 1.0 台
ACP-9
空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ　室内機　　撤去 天吊ｶｾｯﾄ形　10.0kW 4.0 台
ACP-10 45.0kW　　　　　　　　　　　　　　2台
空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ　室外機（16.0KW）搬出 容積：3.27m3　質量：530kg 1.06 ton
ACP-8
空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ　室外機　　撤去 45.0kW 2.0 台
ACP-8
空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ　室内機　　撤去 床置ﾀﾞｸﾄ吹形　　22.5kW 4.0 台

計



名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価 金　額 備　　考

別紙26 ﾌﾛﾝｶﾞｽ回収および破壊処理費

回収機セットアップ 3.0 ｾｯﾄ

回収技術料 141.0 kg

回収機器損料 3.0 ｾｯﾄ

回収機器運搬費 1.0 式

回収冷媒破壊処理費 141.0 kg

諸経費 1.0 式

計



名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価 金　額 備　　考

別紙27 保温工事

冷媒配管屋外露出部（外装ＳＵＳ） 給水管保温適用　　125Ａ 10.4 ｍ

冷媒配管屋外露出部（外装ＳＵＳ） 給水管保温適用　　100Ａ 55.7 ｍ

ドレン配管 屋内隠蔽　　　　30Ａ 2.0 ｍ

ドレン配管 屋内隠蔽　　　　25Ａ 13.0 ｍ

計

別紙28 既設配管切断費

冷媒配管 φ6.4～φ31.8　 85.0 箇所

冷媒配管 φ38.1 1.0 箇所

ドレン管 VP　　25Ａ，30A 27.0 箇所

計



名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価 金　額 備　　考

別紙29 既設ダクト類撤去

天井吊ダクト吹室内機接続ダクト グラスウｰルダクト 50.4 ｍ2

床置ダクト吹室内機接続継手 ｷｬﾝﾊﾞｽ継手 17.0 ｍ

計

別紙30 ﾎｰﾙ排風機
FE-1　　消音形　ストレートシロッコ

ﾎｰﾙ排風機本体 ＃13/4ｘ1420CMHｘ0.49kW 1.0 台

同上据付費 1.0 式

計



名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価 金　額 備　　考

別紙31 料理教室排風機
FE-2　　消音形　ストレートシロッコ

料理教室排風機本体 ＃13/4ｘ2890CMHｘ1.075kW 1.0 台

同上据付費 1.0 式

計

別紙32 排風機
FE-3　　消音形　ストレートシロッコ

排風機本体 ＃11/4ｘ　　350CMHｘ0.073kW 1.0 台

同上据付費 1.0 式

計



名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価 金　額 備　　考

別紙33 考古資料室排風機
FE-4　　消音形　ストレートシロッコ

考古資料室排風機本体 ＃11/2ｘ　　800CMHｘ0.195kW 1.0 台

同上据付費 1.0 式

計

別紙34 倉庫室排風機
FE-5　　壁付　換気扇

倉庫排風機本体 羽根径　200φ　　排気量　600CMH 1.0 台

同上据付費 1.0 式

計



名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価 金　額 備　　考

別紙35 湯沸室排風機
FE-6　　天井扇　　低騒音形

湯沸室排風機本体 150φｘ510CMHｘ50W　VC（SUS）付 1.0 台

同上据付費 1.0 式

計

別紙36 器具庫排風機
FE-7　　天井扇　　低騒音形

器具庫排風機本体 100φｘ170CMHｘ24W　VC（SUS）付 1.0 台

同上据付費 1.0 式

計



名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価 金　額 備　　考

別紙37 女子便所排風機
FE-8　　天井扇　　低騒音形

女子便所排風機本体 150φｘ450CMHｘ88W　VC（SUS）付 1.0 台

同上据付費 1.0 式

計

別紙38 男子便所排風機
FE-9　　天井扇　　低騒音形

男子便所排風機本体 150φｘ450CMHｘ88W　VC（SUS）付 1.0 台

同上据付費 1.0 式

計



名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価 金　額 備　　考

別紙39 身障者便所排風機
FE-10　　天井扇　　低騒音形

身障者便所排風機本体 150φｘ120CMHｘ46W　VC（SUS）付 1.0 台

同上据付費 1.0 式

計

別紙40 排風機
FE-11　　天井扇　　インテリア形

排風機本体 150φｘ350CMHｘ62W　VC（SUS）付 1.0 台

同上据付費 1.0 式

計



名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価 金　額 備　　考

別紙41 倉庫排風機
FE-12　　天井扇　　低騒音形

倉庫排風機本体 100φｘ　30CMHｘ10W　VC（SUS）付 1.0 台

同上据付費 1.0 式

計

別紙42 和室水屋排風機
FE-13　　天井扇　　低騒音形

和室水屋排風機本体 150φｘ100CMHｘ28W　VC（SUS）付 1.0 台

同上据付費 1.0 式

計



名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価 金　額 備　　考

別紙43 書庫排風機
FE-14　　天井扇　　低騒音形

書庫排風機本体 100φｘ　40CMHｘ16W　VC（SUS）付 1.0 台

同上据付費 1.0 式

計

別紙44 事務室排風機
FE-15　　天井扇　　低騒音形

事務室排風機本体 150φｘ200CMHｘ28W　VC（SUS）付 1.0 台

同上据付費 1.0 式

計



名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価 金　額 備　　考

別紙45 料理教室給気用送風機
FＳ-1　　消音形　ストレートシロッコ

料理教室送風機本体 ＃13/4ｘ3000CMHｘ1.075kW 1.0 台

同上据付費 1.0 式

計

別紙46 送風機接続ｷｬﾝﾊﾞｽ継手
FE-１,2,4　FS-1

たわみ継手 シロッコＳＳ　#2以下 5.0 台
FE-3

フレキシブルダクト 保温なし　200Aｘ1ｍ　　ファン接続 3.0 本
ＦＥ-6,8,9,10,15

フレキシブルダクト 保温なし　150Aｘ1ｍ　　天井扇接続 4.0 本
ＦＥ-7,11,12,13,14

フレキシブルダクト 保温なし　100Aｘ1ｍ　　天井扇接続 5.0 本

計



名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価 金　額 備　　考

別紙47 既設機器類撤去

ｽﾄﾚｰﾄシロッコファン類 ＦＥ-1,2,3,4　FS-1 8.0 台

換気扇 FE-5 1.0 台

天井換気扇 FE-6～15 16.0 台

たわみ継手 シロッコＳＳ　#2以下 5.0 台

フレキシブルダクト 保温なし　200Aｘ1ｍ　　ファン接続 3.0 本

フレキシブルダクト 保温なし　150Aｘ1ｍ　　天井扇接続 3.5 本

フレキシブルダクト 保温なし　100Aｘ1ｍ　　天井扇接続 4.5 本

計



名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価 金　額 備　　考

別紙48 動力制御盤　　P-10

盤本体 屋外自立型　　ＳＵＳ　　Ｐ-10 1.0 面

雑材料 0.01 式

電工 5.0 人

その他 0.18 式

計

別紙49 動力制御盤　　P-11

盤本体 屋外自立型　　ＳＵＳ　　Ｐ-11 1.0 面

雑材料 0.01 式

電工 5.0 人

その他 0.18 式

計



名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価 金　額 備　　考

別紙50 動力制御盤　　P-11

盤本体 屋外自立型　　ＳＵＳ　　Ｐ-20 1.0 面

雑材料 0.01 式

電工 14.0 人

その他 0.18 式

計

別紙51 空調リモコンｽｲｯﾁ取付費

ワイヤードリモコン取付費 15.0 個

集中リモコン取付費 2.0 個

計



名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価 金　額 備　　考

別紙52 既設器材撤去費
動力負荷

既設動力盤　　　　P10 1.0 式
動力負荷

既設動力盤　　　　P11 1.0 式
動力負荷

既設動力盤　　　　P11 1.0 式

ケーブル CVT100°　　　　　　　管内 9.0 ｍ

ケーブル CV　38°－3C　　　　管内 20.4 ｍ

ケーブル CV　14°－3C　　　　管内 54.6 ｍ

ケーブル CV　8°－3C　　　　　管内 7.6 ｍ

ケーブル CV　5.5°－3C　　　 管内 61.2 ｍ

ケーブル CVV-S 1.25°－3Ｃ　　天井ｺﾛｶﾞｼ 233.1 ｍ

ケーブル CVV-S 1.25°－3Ｃ　　PF管内 23.0 ｍ

電線 ＩV　38°　　　　　　　管内 9.0 ｍ

電線 ＩV　14°　　　　　　　管内 20.4 ｍ

電線 ＩV　8°　　　　　　　 管内 42.1 ｍ

電線 ＩV　5.5°　　　　　　　管内 7.6 ｍ

電線 ＩV　2°　　　　　　　管内 23.7 ｍ

電線管 VE(70) 31.0 ｍ



名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価 金　額 備　　考

電線管 HIVE(42) 7.9 ｍ

電線管 HIVE(36) 61.9 ｍ

金属製可とう電線管 ビニル被覆あり　　F(38) 9.0 個

金属製可とう電線管 ビニル被覆あり　　F(30) 6.0 個

プルボックス VE　防水　　350ｘ350ｘ200 1.0 個

リモコンｽｲｯﾁ等 17.0 個

計



名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価 金　額 備　　考

別紙53 屋上器材搬入口改修

排気ガラリ　　取付 2.0ｍＬｘ0.8ｍH（1.6m2） 2.0 人

その他 0.18 式

排気ガラリ　　取外し 2.0ｍＬｘ0.8ｍH（1.6m2） 0.8 人

その他 0.2 式

排気ガラリ取付ﾁｬﾝﾊﾞｰ 2.0x0.8x0.4（1.0t） 3.24 ｍ2

既設ﾁｬﾝﾊﾞｰ撤去 3.24 ｍ2

接続ダクト 500ｘ300ｘ1.0ｍ（0.6ｔ） 1.6 ｍ2

同上既設ダクト撤去 1.6 ｍ2

接続ｽﾊﾟｲﾗﾙダクト撤去改修 φ200 2.0 ｍ

接続ｽﾊﾟｲﾗﾙダクト撤去改修 φ150 1.0 ｍ

接続ｽﾊﾟｲﾗﾙダクト撤去改修 φ100 1.0 ｍ

計



名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価 金　額 備　　考

別紙54 作業足場

内部足場 脚立　　H=1.8m 238.0 ｍ2

移動足場 ﾛｰﾘﾝｸﾞﾀﾜｰ　Ｗ=1.5　Ｈ=2.0ｍ 1.0 台

計

別紙55 室内機、送排風機類　電線結線費

電動機　　7.5ＫＷ以下 50.0 台



名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価 金　額 備　　考

別紙56 天井取付器具取外し再取付 考古室、会議室等

天井埋込照明器具 900Ｘ900　（FPL96Wx3） 3.0 個

ダウンライト 27.0 個

非常照明 5.0 個

火災感知器 差動ｽﾎﾟｯﾄ 5.0 個

放送スピーカー 天井埋込 3.0 個

吹出口 VHS-600x200　　　　　　(0.12m2） 11.00 個

吹出口 VHS-600x300　　　　　　(0.18m2） 1.00 個

吹出口 CL-#5　1,500L　　　　　　(0.15m2） 3.0 個

吸込口 HS-300x300　　　　　　　(0.09m2） 2.0 個
　　　　　　　　　　　　　　　(0.45m2）

吸込口 HS-1,500x300（フィルター付） 1.0 個

アルミルーﾊﾞｰ 2,500x300　　　　　　　　(0.75m2） 2.0 個

計



Ⅲ 屋根改修工事

平側
別紙57 破風鋼板巻き GLカラーｔ0.4 330.3 ｍ

　角納め 19.00 ケ

妻側
別紙58 破風鋼板巻き GLカラーｔ0.4 127.1 ｍ

　角納め 13.00 ケ

別紙59 軒樋 前高130　角 330.3 ｍ

曲がり 7.00 ケ

金　額 備　　考名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価



金　額 備　　考名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価

別紙60 竪樋 105φ　SUS 15.0 m

エルボ 105φ　SUS 15.0 ケ

竪ソケット 105φ　SUS 15.0 ケ

別紙61 竪樋 VU100φ 9.0 m

エルボ VU100φ 9.0 ケ

別紙62 竪樋 VU75φ 4.0 m

エルボ VU75φ 4.0 ケ



金　額 備　　考名　　称 内　　容 数　量 単　位 単　価

別紙63 竪樋 80φ　SUS 2.0 m

エルボ 80φ　SUS 2.0 ケ

竪ソケット 80φ　SUS 2.0 ケ

別紙64 竪樋 VU75φ 13.5 m

エルボ VU75φ 9.00 ケ

スライドエルボ VU75φ 3.0 ケ



工事名 明示項目 明示事項 制約条件等

Ａ．運搬距離（ Ｋｍ
１．発生土砂等の有効利用、適正処理あり Ｂ．投棄料計上あり

施工条件 ［場所が未確定］ Ｃ．整地（押土、敷均、締固等）必要

明示項目 明示事項 制約条件等 Ｄ．整地（押土）必要

工 程 Ａ．工種（ ） Ａ．盛土、埋戻

Ｂ．期間（ ～ ） ２．発生土砂等の有効利用、適正処理あり Ｂ．ストックヤード利用あり（ ）

Ａ．工種（ ） ［自工事へ流用］ Ｃ．仮置場必要（ ）

Ｂ．期間（ ～ ） Ｄ．運搬距離（ Ｋｍ ）

Ａ．協議済機関及び内容（ ） Ｅ．仮置場の用地借上費計上あり

Ｂ．未協議機関及び内容（ ） Ａ．場所（

Ａ．許可済 Ｂ．盛土、埋戻

Ｂ．申請中　　 Ｃ．整地（押土、敷き均し、転圧）あり

Ａ．許可済 ３．発生土砂等の有効利用、適正処理あり Ｄ．ストックヤード利用あり（ ）

Ｂ．申請中　 ［他工事へ流用、または処分地指定］ Ｅ．仮置場必要（ ）

Ａ．許可済 Ｆ．運搬距離（ Ｋｍ ）

Ｂ．申請中　 Ｇ．仮置場の用地借上費計上あり

Ａ．協議済内容（ ） Ｈ．処分料計上あり

Ｂ．未協議内容（ ） Ａ．他工事名（

８．その他 Ａ．その他（ ） Ｂ．請負者運搬あり（運搬距離

用 地 １．用地補償物件撤去まで着工制限あり Ａ．区間（ＮＯ． ～ＮＯ． ） ４．発生土砂等の有効利用、適正処理あり Ｃ．盛土、埋め戻し

Ｂ．着工見込時期（ ） 建 設 発 生 土 ［他工事からの流用］ Ｄ．ストックヤード利用あり（ ）

Ｃ．内容（ ） 建設（産業）廃棄物 Ｅ．仮置場必要（ ）

２．工事用地の未買収 Ａ．場所（ ） 関 係 Ｆ．仮置場の用地借上費計上あり

Ｂ．処理の見込み時期（ ） Ａ．種類（ ）

Ｃ．未買収地への立ち入り可否（ ） ５．産業廃棄物の処理条件あり Ｂ．場所（ ）

３．仮設ヤードの有無 Ａ．官有地 [特別管理産業廃棄物］ Ｃ．中間処理施設までの運搬距離（ Ｋｍ ）

Ｂ．民有地 Ｄ．処理費計上あり

Ｃ．その他（ ） Ａ．槽内洗浄必要

Ｄ．別途協議 Ｂ．可児市環境課と打合せの必要あり

４．その他 Ａ．その他（ ） Ａ．産業廃棄物管理票（マニフェスト）

公 害 対 策 １．施工方法の制限あり Ａ．騒音（ ） Ｂ．建設発生土処理地の関係図書

Ｂ．振動（ ） Ｃ．コブリス

Ｃ．水質（ ） Ｄ．フロンガス

Ｄ．その他（ ） Ａ．移設時期（Ｈ 年 月頃）
２．事業損失防止に関する調査あり Ａ．調査の項目（ ） Ｂ．移設時期（別途協議）

３．環境影響調査あり Ａ．生物・植物調査あり Ａ．移設時期（Ｈ 年 月頃）
Ａ．アスベスト含有材あり Ｂ．移設時期（別途協議）

４．その他 Ｂ．フロン回収あり Ａ．移設時期（Ｈ 年 月頃）
Ｃ．その他（ ） Ｂ．移設時期（別途協議）

安 全 対 策 １．交通規制あり Ａ．全面通行止め Ａ．移設時期（Ｈ 年 月頃）
Ｂ．片側通行止め 工 事 支 障 物 件 Ｂ．移設時期（別途協議）

Ｃ．時間制限あり（ ） Ａ．移設時期（Ｈ 年 月頃）
２．通学路あり Ａ．迂回路あり Ｂ．移設時期（別途協議）

Ｂ．仮設歩道必要 Ａ．管理者による高さ調整 （ ）
２．交通整理員 Ａ．区間（ＮＯ． ～ ）配置人員 人/日 Ｂ．請負者による高さ調整 （ ）

Ｂ．区間（ ）配置人員 人/日 Ａ．移設時期 （ ）
Ｃ．区間（ＮＯ， ～ ）配置人員 人/日 Ｂ．移設時期 （別途協議）
Ｄ．交替要員あり ８．その他 Ａ．その他（ ）

３．鉄道等の近接作業制限あり Ａ．工法制限あり（ ） １．濁水、湧水処理条件あり Ａ．方法（ ）

Ｂ．作業時間制限あり（ ） ２．その他 Ａ．その他（ ）

４．バス路線（運行者との協議） Ａ．協議済内容（ ） Ａ．ＲＣ

Ｂ．未協議内容（ ） Ｂ．アスファルト再生合材（30％再生）

５．その他 Ａ．その他（ ） Ｃ．アスファルト再生合材（100％再生）

工 事 用 道 路 １．一般道路（搬入路）の使用制限 Ａ．搬入経路指定あり Ｄ．溶融スラグ使用あり（ ）

Ｂ．時間帯制限あり Ｅ．再生材を使用できない場合別途協議

２．仮設道路の設置条件あり Ａ．一般交通供用あり ２．その他 Ａ．その他（ ）

Ｂ．安全施設必要（ ） Ａ．品名（ ）

Ｃ．路面工（ ） Ｂ．納入場所（ ）

Ｄ．工事完了後存続又は撤去（ ） Ａ．品名（ ）

Ｅ．構造（ ） Ｂ．引渡し場所（ ）

Ｆ．用地（借地） Ａ．仮設費（ ）

Ｇ．用地（公用地） Ｂ．安全費（ ）

Ｈ．用地（その他） Ｃ．営繕費（ ）

３．その他 Ａ．その他（ ） Ｄ．特別なイメージアップ（ ）

指 定 仮 設 備 １．仮設物の指定又は一部指定あり Ａ．工種（ ） ４．「可児市工事品質証明実施要領」該当あり Ａ．品質証明員の配置あり

２．仮設構造物の転用、兼用あり Ａ．工種（ ） ５．その他 Ａ．その他（ ）

Ｂ．内容（ ）

３．その他 Ａ．その他（ ）

利用者に支障がないよう配慮すること
利用者に支障がないよう配慮すること

再生材使用及び溶融スラ
グ

そ の 他

２．支給材あり

１．現場発生材あり

１．再生材使用指定あり

７．占用支障物件あり（その他）

川合地区センター空調・屋根防水他改修工事

４．占用支承物件あり（下水道）

３．イメージアップあり

１．占用支障物件あり（電気）

２．占用支障物件あり（電話）

排 水 工 関 係

３．占用支障物件あり（水道）

５．占用支障物件あり（ガス）

６．占用支障物件あり（ﾏﾝﾎｰﾙ蓋、仕切り弁蓋等）

６．浄化槽、汲み取り便槽の取壊し処分あり

７．「可児市が発注する公共工事から発生する産
業廃棄物適正処理について」に基づく提出・提示
書類あり

下記項目、事項のうちレ印該当欄は、工事施工にあたって制約等をうけることになるので明示する。

なお、明示事項に変更が生じた場合及び明示されていない制約等が発生したときは、市と協議し適切な処置を講ずる
ものとする。

２．他機関協議による工程条件あり

６．河川区域、保全区域内作業あり

３．他機関との協議状況

特記仕様書
（条件明示）

４．占用許可状況（　　　　　　　　）

５．建築確認

７．文化財協議（教育文化財課）

１．関連する別途発注工事あり

施工日時は施設管理者と協議すること
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配置図



川合地区センター空調・屋根防水他改修工事

図面番号 図　 　 面　 　 名　 　 称 縮　 尺

図　 　  面　 　  リ　 　  ス　 　  ト

１ ／２０ ０

機　 器　 表　 （ １）

１ ５

　 １

　 ２

　 ３

　 ４

　 ５

　 ６

　 ７

　 ８

　 ９

１ ０

１ １

１ ２

１ ３

１ ４

配置図、 凡例

特記仕様書（ １ ） －

特記仕様書（ ２ ） －

１ ／３０ ０

１ ／２０ ０

１ ８

１ ７

１ ６

－

機　 器　 表　 （ ２）

機　 器　 表　 （ 撤去）

１ 階平面図（ 機器・ 配管）

１ 階平面図（ 換気・ ダクト ）

屋根伏図（ 機器・ 配管）

系統図（ 配管・ ダクト ・ 換気）

１ 階ホール機械室詳細図

屋根裏平面詳細図

屋根伏、 屋上平面詳細図（ 機器・ 配管）

屋外　 室外機置場平面詳細図（ 機器・ 配管・ 動力）

屋根伏、 屋上平面詳細図（ 動力）

動力盤改修図

－

－

－

１ ／１０ ０

１ ／５０

１ ／１０ ０

１ ／１０ ０

１ ／１０ ０

１ ／１０ ０

－

１ 階平面図（ 計装） １ ／２０ ０

１ 階天井伏図 １ ／２０ ０

空調改修工事

防水改修工事

１ ９

２ ０

２ １ 改修屋上断面図、 設備基礎

現況屋上断面図、 設備基礎

２ ３

２ ２

屋根改修工事

２ ４

屋根伏せ図(屋根改修)

屋根伏せ図(防水改修)

南・ 西立面図

北・ 東立面図

－

－

－

－

1/30、 60

1/30、 60



ａ  （ ロ）

項　 　 目 特　 　 　 　 　 記　 　 　 　 　 事　 　 　 　 　 項

・ 　 機械室　・ 　 ポンプ室　・ 　 屋外露出

３ ） 次の金属電線管は塗装を行う。

グラスウール保温材ロックウール保温材

ポリスチレンフォーム保温材

１ ） 保温材の種類は、

２ ） 保温の種別（ 下記の他は、 標準仕様書による）

・ 　 スリーブ形・ 　 ベローズ形

図示の箇所に取付ける。

ステンレス鋼管に使用する呼び径６ ５ 以上の弁は、 ステンレス製とする。

水道直結給水管系に使用する弁は、 １ ０Ｋとする。

油系に使用する弁は、 １０ Ｋ（ マレアブル弁等） とする。

特記のない弁は、 １ ０ Ｋとする。

・ 　 ネジ

・ 　 ネジ ・ 　 フランジ ・ 　 溶接

・ 　 ・ 　

・ 　 ネジ ・ 　 フランジ ・ 　 溶接１ ２５ Ａ以上

１ ００ Ａ

８ ０Ａ以下

（ ３） 外面被覆鋼管

・ 　 ネジ８ ０Ａ以下

（ ２） ライニング鋼管

・ 　・ 　

（ １） 鋼　 管

（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ 　 山砂の類　 （ 配管上部１ ００ ｍｍ・ 配管下部１０ ０ ｍｍ）

・ 　 場外搬入土・ 　 根切り土の中の良質土

３ ） 埋戻し土及び盛土

・ 　 不要・ 　 要２ ） 地中埋設テープ

・ 　 不要・ 　 要（ 分岐及び曲りの箇所）１ ） 地中埋設票

（ １ ） 地中埋設管（ 排水管を除く ）

・ 　 構外搬出適切処理とする。

・ 　 監督職員が指示する場所に敷きならしとする。

・ 　 飲料水の水質測定・ 　 初期運転状態の測定

・ 　 室内空気流塵埃の測定・ 　 振動調整・ 　 騒音測定

・ 　 室内外空気の温湿度測定・ 　 水量調整・ 　 風量調整

本工事として下記の測定表を提出する。

不凍水抜き栓の長さは、 呼び長さ　 　 　 　 mmとする。

姿図の形状及び寸法は、 概略をしめす。

塗装（ 木工塗装・ 建築塗装・ 金属塗装・ 噴霧塗装作業） 　 　 　 　

できない

一　 般　 共　 通　 事　 項

項　 　 目

できる

配管（ 建築配管作業） 　 　 　 　 　 　

冷凍空気調和機器施工　 　 　 　 　 　

構内につく ることが

但し、 全て請負者の負担とする。

特　 　 　 　 　 記　 　 　 　 　 事　 　 　 　 　 項

熱絶縁施工

ダクト 板金（ ダクト 板金作業）

１ ） 技能士の適用は、 次の職種による。

屋外

プロパンガス設備

可児市川合北地内

（ 　印のあるものを適用する。 ）４ ． 工 事 種 目

工事種目

Ａ

機器設備

換気設備

配管設備

ダクト 設備

建物及び屋外

Ｂ

給水設備

衛生器具設備

電気設備

給湯設備

排水通気設備

消火設備

工　 事　 種　 別

Ｂ． 工 事 仕 様

公民館

可　 　 児　 　 市　 　 役　 　 所

特記仕様書（ １） 図面番号種　 別

縮　 尺

工事名

０ １

改　 修　 関　 係　 事　 項

施工計画調査

調査項目　 　

調査範囲　 方法 ・ 　 図示　 　 ・ 　

・ 　 図示　 　 ・ 　調査範囲　 方法

調査項目　 　

事前調査

既存部分の養生は、 下記によるほか「 改修標仕」 第１編３ 章による。

養生範囲（ 　 ・ 　 図示　 　 ・ 　 　 　 　 　 ） 　 　 養生方法（ 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 ） 　

工　 事　 内　 容

特　 　 　 　 　 記　 　 　 　 　 事　 　 　 　 　 項項　 　 目

１ ． 空　 調　 設　 備 １ ． 本工事は公民館施設の空調設備機器（ 冷暖房、 換気） の更新を行う。

（ 株） 　 岐　 阜　 建　 築　 設　 備　 計　 画

都市ガス設備

２ ． 既設空調機、 冷媒管内冷媒ｶ゙ ｽの回収および破壊処理を行うこと。

３ ． 既設冷媒配管は再利用を原則とします。

４ ． 送排風機等換気装置の更新を行う。 ダクト 系は原則再利用とする。

下記のものを原板（ ネガ） とも監督職員に提出する。

分類

カラー

規　 　 格

　 キャビネ板

　 四ッ切パネル

　 全紙パネル

　 スライド

箇所

２ ０

部数

２

備　 　 考

１

１

航空写真 カラーキャビネ版のうち　 　 　 箇所を航空写真とする。

電子データ※ カラーキャビネ版の電子データを提出する。

（ 注） 撮影位置及び提出物は監督職員の承諾を受ける。

撮影業者 ※ 監督職員の承諾する建築写真専門撮影業者

１ １．

ｂ  （ ロ）

２ｃ  （ ロ）

ａ  （ ロ）１

ドレン管

（ 仕上記号は、 標準仕様書による）

天井・ ＰＳ内

空　調　 設　 備

機械室

施工区分

屋内露出

Ｂ（ ロ）

Ｃ （ ロ）１

種　 別
冷温水管

Ａ （ ロ）１

Ｂ（ ロ）

空気抜き管 煙　 　 道

（ 仕上記号は、 標準仕様書による）

（ 仕上記号は、 標準仕様書による）

天井・ ＰＳ内

空　調　 設　 備

屋内露出

屋外露出

施工区分

屋外露出

ｅ  （ ロ）

ｃ  （ ロ）

冷媒管（ 保温付）
種　 別

＋外装材

衛　生　 設　 備

天井・ ＰＳ内

床下・ 暗渠内

屋内露出

施工区分
給水管

種　 別
排水管

ａ  （ ロ）

ｅ  （ ロ）

ｃ  （ ロ）

ドレン管

給湯管 消火管

１ ． 工 事 名 称

２ ． 工 事 場 所

３ ． 建 物 概 要

Ａ． 工 事 概 要

機 械 設 備 工 事 特 記 仕 様 書

建 物 名 称 構 　 造 階 数 延 面 積 消防法施工令別表第一

２ＲＣ 1, 529. 33 ㎡

空 調 設 備 工 事

衛 生 設 備 工 事

１） 図面及び特記仕様に記載されていない事項は、 すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　 　 工事標準図」 （ 機械設備工事編） （ 平成２８ 年版） による。

２） 電気設備工事及び建築工事を本工事に含む場合は、 それぞれの工事仕様書を適用する。

　 　 の「 公共建築工事標準仕様書」 （ 機械設備工事編） （ 平成２８年版） 及び「 公共建築設備

３） 機器類の仕様は、 製造者標準仕様とする。

１） 項目は○印のついたものを適用する。

２） 特記事項は、 無印あるいは　 　 印のものを適用する。

１ ．共 通 仕 様

２ ．特 記 仕 様

設計図書間に相異がある場合の優先順位は、 次の(1)～(4)のとおりとする。

　 （ １ ） 現場説明書　 　 　 　 　 　 　 　 （ ２ ） 特記仕様

　 （ ３ ） 図面　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ４ ） 標準仕様書及び標準図

　 （ ５ ） 可児市建設工事共通仕様書

請負金額が５００ 万円以上の元請人は、 工事実績情報を（ 財） 日本建設情報総合センターに

登録するものとし、 工事請負代金が２， ５００ 万円未満の工事の登録は、 工事受注時にのみ

行うものとする。

なお、 登録内容を訂正する必要が生じた場合は、 標準仕様書に記載された登録の手順に準じ

変更契約時の登録を省略することができるものとする。

て訂正するものとする。 また、 変更契約日と工事完了日の間が、 １ ０日に満たない場合は、

１ ． 機器及び材料は設計図書に定める品質及び性能を有する新品とし、 監督職員

　 　 の検査を受けて合格したものとする。

２ ． 主要材料については、 契約後、 速やかに主要材料の製作所名等一覧表を提出し、

　 　 監督職員の確認をうける。

３ ． 設計図書に記載してあるもの及び監督職員の指示する材料、 仕上げの程度、

　 　 色合い等については、 あらかじめ見本を提出して指示をうける。

国土交通大臣官房官庁営繕部監修「 工事写真の撮り方(建築設備編)」 による他、

監督職員の指示により撮影し提出する。

施工図等の著作権にかかる使用権は、 発注者に移譲するものとする。

２ ． 工事実績情報の登録

１ ． 適用基準等

３ ． 機材等

４ ． 機器姿図

５ ． 技能士

６ ． 施工図等

７ ． 工事写真

１ ００ｘ １ ２ ５

２ ４ｘ ３６ スライドファイル

フリーアルバム

（ 300mmｘ 300mm）

原板の大きさ(㎜)

完成図ＣＡＤデータ（ ＣＤ－Ｒ） （ 作成方法は「 営繕工事電子納品要領（ 案） 」 による。 ）

施工図及び施工計画書

保全に関する資料

完成図（ 施工図、 施工計画書を除く ）９． 完成時の提出書類

８． 完成写真

工事着手前に次の図書を作成し監督員に提出する。

契約図のＡ３ 版　 ２ッ折り製本　 　２ 部

本工事に必要な工事用電力・ 水等及び諸手続などに要する費用はすべて請負者の負担とする。

　 　 　 　　 水・ その他

工事の総合的な計画をまとめた総合計画書を工事の着手に先立ち作成し監督職員に提出する。

工種別施工計画書

総合施工計画書

該当する工種別に作成し監督職員に提出する。

保険（ 保険対象： 工事建物） に加入すること。

本工事において、 発注者、請負者及び全下請人を被保険者として、 工事着手から工事目的の引

き渡しまでの期間について、 賠償責任保険（ 保険対象　 第３ 者に与えた被害） 及び、 火災保険

（ 保険対象　 工事建物） 、建設工事保険等（ 保険対象　 一般的損害） に加入するものとする。

また、 工事着手前に保険証書の写しを提出すること。

加入方法等

１４ ． 火災保険等

１３ ． 施工計画書

１２ ． 工事用仮設物

１０ ． 着手時の提出書類

　 　 工事用電力

現場の納まり、 取り合いなどの関係による協議の中で、 設計図書によることが困難又は、

不都合な場合の軽微な変更は、 監督職員の指示による。 この場合請負金額の変更は行わない。

１５ ． 軽微な変更

１６ ． 総合調整

１７ ． 残土処分

１８ ． 地中埋設工事等

不燃材料以外の配管が防火区画を貫通する場合は、 建築基準法令に適合する工法、 又は、

（ 財） 日本建築センター防災評定委員会の評定済工法とする。

さらに、消防法令による防火区画を貫通する場合は、消防法令に適合する工法、 又は、

（ 財） 日本消防設備安全センター評定済工法による。

１９ ． 貫通部の処理

２０ ． 発生材の処理

２１ ． 産業廃棄物

　　 　 　 　 の適正処理

産業廃棄物が搬出される工事にあたっては、 監督職員の指示に従い、 産業廃棄物関連書類の

提出及び確認並びに処理施設の現地確認並びに建設廃棄物処理状況の管理を行い、 産業廃棄

物が最終処理に至るまで適正に処理されていることを確認する。

建設工事における建設副産物管理マニュアルに従い適切に処理する。

（ ２） 電動機出力、 燃料消費量、 圧力損失は、 原則として表示された数値以下とする。

（ １） 機器類の能力、 容量等は表示された数値以上とする。

機器等の取扱方法及び重要な定期点検項目を記載した案内板を設備機械室に設ける。

１ ） 材　質　 　

２ ） 寸　法　

・ 　 アクリル樹脂製

約 ㎡

・ 　 市販パネル

２２ ． 容量等の表示

２３ ． 案内板

・ 　 上記以外の発生材の処分地

・ 　 特別換算業廃棄物

・ 　 引き渡しを要するもの

・ 　 再生資源化を図るもの

・ 　 撤去する配管、 ダクト 等の保温材は分離する

・ 　 配管ダクト 等の支持金物、 吊りボルト 等は本工事にて撤去する

表紙に工事名称を記載

２４． 配　 　 管

２５． 管の接合

・ 　 変位を吸収できるようにスリークッショ ンとする。・ 　 図示による

（ ３） 溶接部の非破壊検査

（ ２） 建物導入部の配管

メカニカル継手　 （ 　 ・ 　拡管式　 　 　 ・ 　 プレス式）

（ １） 呼び径６５ ＳＵ以下のステンレス鋼管の継手は、 下記による。

・ 　 不要 ・ 　 要（ 　 　 　 　 　 　 　）

　 　 　 の２層管とし７５ Ａ以上の管は、 Ｊ ＷＷＡ１ １ ４による。

（ ４） 給水に使用するポリエチレン管は、 呼び径５ ０ Ａ以下は、 （ 　 ・ 　 １種　 　 ・ 　 ２種）

（ ５） 呼び径４０ Ａ以下のポリエチレン管の継手は、 金属継手（ Ｊ ＷＷＡ－Ｂ－１１４ ） とする。

・ 　 フランジ

・ 　 フランジ

・ 　 溶接

・ 　 溶接

・ 　 ネジ

・ 　 ネジ

・ 　 ネジ８ ０Ａ以下

１ ００Ａ

１ ２５Ａ以上

※排水通気管の場合は、 ネジ接合とする。

１ ００Ａ以上

※止むを得ず現場でフランジを取付ける場合は、 監督職員の承諾を受け、 標準図

・ 　 フランジ ・ 　 ネジ（ 　 ・ 　 内外面ライニング管　 　 ・ 　 その他） 　

　 （ 施行２ ） による。

既存のコンクリート の床・ 壁などの配管貫通部の穴明けは、 図面に特記のない場合は

ダイヤモンドカッターによる。

２８． 伸縮継手

２６． 弁　 　 類　 　

２９． 斫　 り

３１． 電　 線　 類

３２． 施工条件

３３． 保温及び塗装

図面に特記なき場合は、 別表「 工事区分表」 による。

電線及びケーブルの規格は、 標準仕様書による。

設計図書に施工時間が定められていない場合で、官公庁の休日又は夜間に工事の施工を行う

・ 　 電線類は、 ＥＭケーブルを使用する。 （ 機器・ 盤類を除いてもよい。 ）

場合は、 あらかじめ理由を付した書面によって監督職員に通知する。

３０ ． 他工事との工事区分

２７ ． 絶縁フランジ・ 継手　

機械室等(ポンプ室)

１

２

２ ２

２

１

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「 公共建築改修工事標準仕様書（ 機械設備工事編）

（ 平成２８ 年度版） 」 を使用する。 （ 以下改修標仕という）

取外し再使用の機器は、 清掃の上取付ける。 又、 電気使用機器は絶縁抵抗を測定の上取付ける。

本工事施工に伴う既設設備の軽微な加工改造は、 本工事とする。

下記によるほか、 「 改修標仕」 第１ 編１ ． ５． １　 及び　 １． ５． ２　 による。

１ ． 改修共通仕様書

３ ． 既設との取合い

２ ． 再使用機器

４ ． 施工調査

５ ． 養　生

６ ． 試　験

作製年月日 平成 　 　 年 　 　 月 　 　 日

川合地区センター空調・ 屋根防水他改修工事

川合地区センター空調・ 屋根防水他改修工事

地区センター

４ ００

撤去する配管、 ダクト 等の支持金物、 吊ボルト 等は本工事にて撤去する。

石綿含有分析調査　 　 　 ・ 　 本工事　 　 　 　 ・ 　 別途工事

石綿撤去方法　 　 　 　 　 ・ 　 図示による

冷凍機等の撤去に伴う冷媒回収方法は、 以下による。

冷媒回収費用は　 （ 　 ・ 　 本工事　 　 　 ・ 　 別途　 ）

９ ． 仮　 設　 備 仮設備項目　 （ 　 ・ 　 ） 　

仮設備期間　 （ 　 ・ 　 ） 　

（ １） 冷媒の回収は、 「 特定製品に係るフロン類の回収及び破壊の実施の確保等に関する法律

　　 　 なっているものは、 同法に従ってリサイクルを行い監督員に次の書類を提出すること。

（ ２ ） 家庭用エアコン等で「 特定家庭用機器再商品化法（ 家電リサイクル法） 」 の対象と

　　 　 　 　 撤去する前に、 フロンを屋外ユニット に集める作業（ ポンプダウン） を行う。

（ ３ ） パッケージ形空気調和機の移設等により、 冷媒の回収が必要となる場合においても

　　 （ ア） 「 特定家庭用機器廃棄物管理標（ 家電リサイクル券） 」

　　 　 上記に準じて冷媒の大気中への放出を防止する措置を講じること。

　 （ イ） フロン類回収に携わる者の知見に関する説明書

　 （ ア） 第一種フロン類回収業者登録通知書

　 （ ウ） 回収量等に関する報告書

　 （ フロン回収破壊法） 」 にしたがって行い、 監督員に次の書類の写しを提出すること。

　 　 　 　　 　 　 　 の回収

８ ． 冷媒（ フロン系）

７ ． 撤去工事 撤去する配管、 ダクト 等の保温は分離する。

（ ２） 新設配管は、 既設配管との接続前に試験を行う。

（ １） 各種配管の試験は、 原則として新設配管に適用するが監督員と

別途協議の上決定すること



ステンレス鋼鈑製（ ＳＵＳ３ ０ ４又は４ ３０ ） とし、 厚さは１ ． ０ mm以上、

夏　 期

・

取付位置

特　 　 　 　 　 記　 　 　 　 　 事　 　 　 　 　 項

設けない

設ける

設ける（ 口径８０ Ａ以上）

設けない

・

（ １ ） 空 気 調 和 設 備

項　 　 目

外　 　 　 　 　 気 室内(調整目標値)

一般系統

冬　 期

・ ・

・ 　 図示した位置 ・ 　

１ ） 風量調整ダンパーは、 角形、 丸形ともウォームギア式ハンドルとする。

ガード付Ｌ 形温度計

水ポンプの吐出管及び冷凍機等の冷却水の還管と冷水の往管とする。 その他

固定式　 　 とし、 取付は冷温水ポンプ、 冷却

遠隔式

　 但し、 防火ダンパーと共用する場合は除く 。

バイメタル式（ １ ００ ｍｍ）

は図示による。

流量計は、

設ける（ 図示による）

２ ） 防煙ダンパーの復帰方式は

着脱式

手元式

アルミ ニウム製 鋼製

　 ・ 　 スパイラルダクト

空気調和設備の当該項目による。

板の継ぎ目は溶接とし、 必要に応じ補強材を入れる。

ガラス管式（ 流出防止形）ゲージ式（ 側圧式）

（ ３） 排煙設備

（ ４ ） 自 動 制 御 設 備

項　 　 目

項　 　 目

特　 　 　 　 　 記　 　 　 　 　 事　 　 　 　 　 項

特　 　 　 　 　 記　 　 　 　 　 事　 　 　 　 　 項

４ ） ポンプ廻りの逆止弁はスモーレンスキー型を使用する。

　 品を使用のこと。

３ ） ポンプ廻りの各弁類は、 ポンプ附属品を使用してもよいが、 Ｊ Ｉ Ｓ相当

２ ） 油用は、

冷媒管の屋内露出部分は、

冷媒管の屋外露出部分は、

６ ） 空調用排水管

４ ） 蒸気管（ 還）

３ ） 蒸気管（ 往）

　 　 空気抜き管

　 　 膨張管

５ ） 冷媒管

２ ） 冷却水管

１ ） 冷温水管

（ ２） 換気設備

項　 　 目

１ ）

４ ） 油管

特　 　 　 　 　 記　 　 　 　 　 事　 　 　 　 　 項

　 　  ６ ５ Ａ以上は鋳鉄製ナイロンライニング弁

Ｊ Ｉ Ｓ１０

保温化粧ケース

保温化粧ケース

Ｊ Ｉ Ｓ５

仕切弁（ マレアブル鉄）

　 　  ５０ Ａ以下は青銅製管端コア付弁

ステンレス鋼鈑

ステンレス鋼鈑

コック（ 青銅弁）

着色亜鉛鉄板

着色亜鉛鉄板

断熱材被覆銅管　 （ 原管はＪ Ｉ Ｓ　 Ｈ　 ３３ ００ ）

外面ライニング鋼管（ 土中埋設）

圧力配管用炭素鋼鋼管（ 黒Ｓｃ ｈ ４ ０）

外面ライニング鋼管（ 土中埋設）

配管用炭素鋼鋼管（ 白）

保温筒は製造者標準

配管用炭素鋼鋼管（ 黒）

配管用炭素鋼鋼管（ 黒）

配管用炭素鋼鋼管（ 白）

配管用炭素鋼鋼管（ 白）

塩ビライニング鋼管

塩ビライニング鋼管

硬質塩化ビニール管（ ＶＰ） ・ 屋外はカラーＶＰ

・ ・／c・
２ ２

c・／・ ・

低圧ダクト　 ・ 　 アングルフランジ工法　

　 ・ 　 共板フランジ工法

　 ・ 　 スライドオンフランジ工法

取付位置 ・ 　 図示した位置 ・ 　

シールする排気ダクト の系統 ・ 　 厨房系統 ・ 　 浴室系統 ・ 　

空気調和設備の当該項目による。

空気調和設備の当該項目による。

０２

工事名

縮　 尺

種　 別 図面番号特記仕様書（ ２）

可　 　 児　 　 市　 　 役　 　 所

保温付被覆銅管（ Ｍタイプ）

特　 　 　 　 　 記　 　 　 　 　 事　 　 　 　 　 項

特　 　 　 　 　 記　 　 　 　 　 事　 　 　 　 　 項

水道用耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管（ ＳＧＰ－ＨＶＡ）

一般配管用ステンレス鋼管

（ ８ ） 給湯設備

項　 　 目

１ ． 配管材料

要（

１ ）

別途工事 ）

項　 　 目

水道用耐衝撃性硬質塩化ビニル管（ ＨＩ ＶＰ）

標準図（ ＭＣ形）

Ｊ Ｉ Ｓ１ ０ kg／cm

水道用耐衝撃性硬質塩化ビニル管（ ＨＩ ＶＰ）

特　 　 　 　 　 記　 　 　 　 　 事　 　 　 　 　 項

和風大便器の防火区画貫通処理は、 標準図（ 施工６６ (b)） による。

特　 　 　 　 　 記　 　 　 　 　 事　 　 　 　 　 項

　 　  ６ ５ Ａ以上は鋳鉄製ナイロンライニング弁

水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管（

水道事業者の規格品

要（

　 　  ５ ０Ａ以下は青銅製管端コア付弁

Ｊ Ｉ Ｓ５ kg／cm

３ ． 引込み納付金

（ ７ ） 排水通気設備

４ ． 量水器

２ ． 弁類

別途工事 ）本工事

水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管（

３ ） 屋外土中埋設部

水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管（

２ ） 屋内土中埋設部

１ ） 一般配管

（ ６ ） 給水設備

項　 　 目

１ ． 配管材料

ユニット

洗面化粧台

洗面器

一般地仕様

４ ． 大便器耐火カバー

３ ． 水　 栓

（ ５ ） 衛生器具設備

項　 　 目

１ ． 衛生器具

２ ． 衛生器具種類

キッチン

大便器（ 和風

手洗器 小便器（

寒冷地仕様

不要

Ｆ ＶＢ ）ＶＢ

Ｆ ＶＤ ）

Ｆ ＶＤ ）

ＶＤ

ＶＤ

腰掛式 ） 浴槽

床置 ）壁掛

水道用ポリエチレン二層管（ ＰＰ）

６ ． 管の埋設深さ 埋設深さは原則として管の上端までとする。

寒冷地仕様（ 一部一般地仕様）一般地仕様

ステンレス鋼鋼管

４ ） 水道直結配管

量水器以降は、 ３） による。

引込管は、 水道事業者の指定による。

２２

親メーター（ 　 ・ 　 貸与品　 　 ・ 　 　 　 　 　 　 ）子メーター（ ・ 　 買取り　 ）

５ ． 量水器箱 （ 　 ・ 　 貸与品　 　 ・ 　 買取り）

一般敷地内（ 　 ・ 　 ３０ ０mm　 　 ・ 　 　 　 　 　 mm）

（ 　 ・ 　 ６０ ０mm　 　 ・ 　 　 　 　 　 mm）構内道路

（ 詳細は凡例参照）

２ ． 保　 温 下記によるほか、 標準仕様書による。

給湯器の給排気筒（ 二重管を含む） の隠蔽箇所は保温（ 断熱） を行う。

特　 　 　 　 　 記　 　 　 　 　 事　 　 　 　 　 項項　 　 目

（ １） 地質標本（ １ 組み） 　 　 　 （ ２ ） 地質柱状図（ ３部）

（ １） 電気検層　 　 　 　 （ ２ ） 揚水試験　 　 　 　 （ ３ ） 水質試験

ケーシングに使用する管材は、

掘削の前に、 （

２ ． ケーシング

４ ． 報告書

３ ． 試験

１ ． 事前調査

硬質塩化ビニル管（ ＶＰ）

配管用炭素鋼鋼管（ 黒）

既設井分布調査 地表探査　 ） を行う。

自然流下

躯体工事に関する特記事項は、 図示による。

製造者標準品

ユニット 形

処理対象人員

合併処理（

ガスボンベ置場のコンクリート 基礎

ガスボンベ転倒防止装置

（ 12） さく 井設備

４ ． マンホール蓋

６ ． 排水方法

５ ． 躯体工事

２ ． 処理能力

３ ． 形式

（ 11） し尿浄化槽設備

項　 　 目

１ ． 処理方法

８ ． その他

分離接触ばっき方式 ）回転板ばっき方式

　 　 　 　 　  ｍ3／日

ＭＨＢ

ポンプ排水

ＭＨＡ

　 　 人

現場施工形

処理水量

ＭＨＤ

長時間ばっき方式

特　 　 　 　 　 記　 　 　 　 　 事　 　 　 　 　 項

接触ばっき方式

本工事

本工事

別途工事

別途工事（ 建築工事）

設ける（ 外部出力端子　 ・ 　 有り　 　 ・ 　 無し　 ）

貸与品

塩化ビニル被覆鋼管

ポリエチレン被覆鋼管

配管用炭素鋼鋼管（ 白）

１ ） 一般配管及びコンクリート 埋設配管

都市ガス１３ Ａ　 （ １１ ， ００ ０kcal ／Ｎm　 ）

液化石油ガス　 　 （ １２ ， ００ ０kcal ／Ｎm　 ）

５ ． ガス漏れ警報機

６ ． ガス遮断弁

４ ． ガスメーター

２ ． 配管材料

項　 　 目

１ ． ガスの種類

（ 10） ガス設備

ポリエチレン管

ナイロン被覆鋼管

本工事

別途電気工事設けない

特　 　 　 　 　 記　 　 　 　 　 事　 　 　 　 　 項

箱内に別途機器（ 発信機及び電鈴） 取付用の板を取付ける。

２ ） 埋設配管

消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管（ ＶＳ）

１ ） 一般配管

２ ． 屋内消火栓箱

１ ． 配管材料

項　 　 目

（ ９） 消火設備

圧力用配管用炭素鋼鋼管（ sch－４ ０）

特　 　 　 　 　 記　 　 　 　 　 事　 　 　 　 　 項

ポリエチレン被覆鋼管

Ｌ ＰＧ容器収納庫 本工事 別途工事

別途工事本工事Ｌ ＰＧ集合装置（ ４ 本交互８ 本立）

（ １） 屋内消火栓用配管

配管用炭素鋼鋼管（ 白）

配管用炭素鋼鋼管（ 白）

圧力用配管用炭素鋼鋼管（ sch－４ ０）

消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管（ ＶＳ）

消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管（ ＶＳ）

圧力用配管用炭素鋼鋼管（ sch－４ ０）

配管用炭素鋼鋼管（ 白）２ ） その他（ 　 　 　 　 　 ） 　

（ 詳細は凡例参照）

３ ． 管の埋設深さ 屋外埋設の消火管の埋設深さは、 給水設備の項に準ずる。

４ ． 保　 温 屋外露出の消火管は、 標準仕様書の給水設備の項による。

３

３

（ １） 都市ガスガス供給事業者の供給規程による。

（ ２） 液化石油ガス

２ ） 土中埋設配管

３ ． ガス充填容器 貸与品 本工事

７ ． 機密試験 保持時間は、 ２５ 分以上とし記録計による測定表を提出する。

本工事 貸与品

（ 詳細は凡例参照）

（ 株） 　 岐　 阜　 建　 築　 設　 備　 計　 画

・ 　 既設調整

温度(ＤＢ) 湿度(ＲＨ) 温度(ＤＢ) 湿度(ＲＨ) 温度(ＤＢ) 湿度(ＲＨ) 温度(ＤＢ) 湿度(ＲＨ)

３ ６ ． ６

　 ０ ． ５

５ １ ． ８

５ ６ ． ５

２ ６ ． ０

２ ２ ． ０

℃

℃

％

％

℃

℃

％

％

℃

℃

％

％

℃

℃

％

％

液化石油ガスヒート ポンプ方式 ・ 　 ガス焚き吸収式冷温水発生機（ 都市ガス）

空冷ヒート ポンプ方式

４ ． 煤塵量測定口

３ ． 煤煙濃度計

２ ． 熱源方式

５ ． ダクト

６ ． チャンバー

１ ． 設計温湿度

　 ・ 　 グラスウールダクト 　　 ・ 　 アングルフランジ工法　

　 ・ 　 スライドオンフランジ工法

低圧ダクト

　 ・ 　 共板フランジ工法

５ ） 吹出口チャンバーは図示により取付けること。 （ 寸法・ 内貼りは図示による。 ）

４ ） チャンバーの点検口は図示により取付けること。 （ 寸法は図示による。 ）

２ ） 図示されたチャンバーには点検口を設け、 寸法は図示による。

３ ） 外壁に面するガラリに取付けるチャンバー及びホッパーは、 雨水の滞留のないように

　 　施工する。

　 　以上とする。 なお、 製作及び取付は、 アングル工法ダクト の当該事項による。     

２ ） 空気調和機の吸込み側及び吐出し側に接続するチャンバーの板厚は、 １ ．２ 　 　 　

１ ） 内貼りを施すチャンバーの表寸法は、 外法を示す。

７ ． 風量測定口

　 ８． 吹出口、 吸込口

　 ９． ダンパー

１０． 温度計

１１． 圧力計

１２． 瞬間流量計

１３． 油面計

１４． 配管材料

１５． 弁及び継ぎ手類

１． ダクト

２． 風量測定口

３． ダンパー

４． ダクト のシール

６． 排気フード

５． チャンバー

５． 吹出口、 吸込口

・ 　 厨房系統の排気ダクト は、 標準仕様書より一番手厚いものを使用する。

建築設備定期検査業務指導者（ 日本建築設備安全センター） の排煙風量の点検方法に準ずる。

空気調和設備の当該項目による。

５ ． 排煙風量測定

４ ． チャンバー

３ ． 排煙口解放装置

２ ． 排煙口の形式

１ ． ダクト

１ ． 中央監視装置

２ ． 中央監視装置の機能

３ ． 配管配線サイズ

４ ． 計装工事の配線 屋外・ 屋内の露出配線は、 図面に特記のない限り金属管配線とする。

標準仕様とする。

配管配線の種類、 太さ、 本数及び盤類等の寸法で図示されていないものは、 製造業者等の

図示による。

　 ・ 　 有り（ 空調機器用） 　 ・ 　 無し

電気式（ 遠隔復帰　 ・ 　 要　 　 ・ 　 不要）

壁取付　 （ 　 ・ 　 スリット 形　 ・ 　 　 　 　 　 　 　）

亜鉛鉄板製

手動式

普通鋼鈑製（ 厚１ . ６ mm以上）

天井取付（ 　 ・ 　 スリット 形　 ・ 　 スイング形　）

リサイクル硬質塩化ビニル管

遠心力鉄筋コンクリート 管

（ 　・ 　 ＲＥＰ－ＶＵ　 ・ 　 ＲＦ －ＶＰ　 ・ 　 ＲＳ－ＶＵ）

１ ） 屋内排水管

硬質ポリ塩化ビニル管（ ＶＰ）

排水用塩化ビニルライニング鋼管

排水用鉛管

メカニカル形鋳鉄管

配管用炭素鋼鋼管（ 白）

硬質塩化ビニル耐火二層管（ ＶＰ）

２ ） 通気管

硬質ポリ塩化ビニル管（ ＶＰ）

硬質塩化ビニル耐火二層管（ ＶＰ）

配管用炭素鋼鋼管（ 白）

３ ） 屋外排水管

ＶＰ ＶＵ ）硬質ポリ塩化ビニル管（

（ 　・ 　 外圧管１種のＢ　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

4） ポンプアップ排水管

排水用タールエポキシ塗装鋼管

（ 詳細は凡例参照）

１ ． 配管材料

２ ． 洗面器等の排水管 １ ） 洗面器及び手洗器に直結する排水管は、 器具ト ラップより１サイズアップとする。

２ ） 公団形流し等の床上部分の配管は、 硬質塩化ビニル管（ ＶＰ） を使用してもよい。

屋外土中埋設配管の廻りには、 その保護用に山砂を入れて配管を保護すること。

樹脂製排水桝

２ ） 　 桝蓋の仕様は図示による。

鉄筋コンクリート 製（ 現場打 工場製品 ）

※　 下水道管理者により指定品があればそれを優先して使用する。

衛生器具等の取付完了後に行う試験は（  ・  満水試験  ・  煙試験 ・  通水試験） とする。

本工事 不要５ ． 放流納付金

３ ． 桝

４ ． 試験

作製年月日 平成 　 　年 　 　 月 　 　 日

川合地区センター空調・ 屋根防水他改修工事



１

可　 　 児　 　 市　 　 役　 　 所

（ 株） 　 岐　 阜　 建　 築　 設　 備　 計　 画

印印印

図面番号種　 別

縮　 尺

工事名

１ ／３ ００

１ ５ １ ０ １ １

配置図、 凡例

１ ／３ ０ ０

Ｊ

Ｉ

Ｅ

Ａ

設備スペース 自転車置場

次郎兵衛塚１ 号墳

配置図

備　 　 　 　 考

窓サッシ取付形

記　 号

自然給気グリル

自然給気グリル 天井取付形

有圧・ 一般換気扇

天井換気扇

名　 称

Ｄ

Ｒ＊

記　 号 名　 称 仕　 　 　 　 様　 ・ 　 備　 　 　 　 　 考

凡例 ―２

０ ３

一般配管　 　 冷媒用被覆銅管（ Ｊ Ｉ Ｓ－Ｈ－３３ ０ ０　 製造者標準品）

屋内一般　 　 硬質塩化ビニル管（ ＶＰ）（ 屋外露出は、 カラーＶＰ）

　 　 　 　　 　 スパイラルダクト （ Ｊ Ｉ Ｓ－Ｇ－３ ３ ００）換気ダクト

空調用ドレン管

冷媒配管

作製年月日 平成 　 　年 　 　 月 　 　 日

20, 000

49, 200

24, 200 5, 400

15, 300

5,
40

0

4,
00

0
46

,8
00

23
,0

00
18

,4
00
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機　 器　 表　 （ １ ）１

記　 　 号 名　 　 　 　 　 称 仕　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 様
電　 気　 容　 量

電　 　 源 容　 　 量
台数 取　 付　 場　 所 備　 　 　 　 考

Ａ　 Ｃ　 Ｐ 空冷ヒート ポンプ式エアコン

３ φ２ ００ Ｖ
１ 陸屋根

＜共通事項＞ １． 能力表示

２ ． 室外機型式

３ ． 冷媒ガス

４ ． 室外機付属品

５ ． 室内機型式

６ ． 室内機付属品

７ ． 電　 　 源

Ｊ Ｉ Ｓ条件時　 　 （ 冷房　 ２ ７． ０℃（ ＤＢ） ・ １９ ． ０ ℃（ ＷＢ） ・ ３ ５． ０ ℃（ 外気） ） 　 　 （ 暖房　 ２０ ． ０ ℃（ ＤＢ） ・ ７ ． ０ ℃（ 外気） ）

インバーター対応

新冷媒　

冷媒分岐ユニット 　 ・ 　 既製コンクリート 架台

ＣＫ２ 　 ： 　 天井埋込カセット 形２方向吹出タイプ（ 化粧パネル付）

ＣＲ　 　 ： 　 天井吊タイプ

メーカー標準ロングライフフィ ルター・ ドレンアップ機構・ リモコンスイッチ

室外機への１ 次側電源供給は動力盤より供給、 但し壁掛形は室内機に電源供給とする。

室外機・ 室内機の連絡配線は冷媒配管共巻とする。 （ 室内機及び室内機の電源線を含む）

８ ． そ　 の　 他

ＡＣＰ－０ １ 空冷ヒート ポンプ式ツインエアコン

（ ホールステージ系統） 室外機 冷房能力　 ２ ５． ０ ＫＷ　 　 暖房能力　 ２８ ． ０ ＫＷ　 　 冷媒配管　 液管１ ２． ７　 　 　 　 ガス管　 ２５ ． ４

室内機 ＣＲ型（ ＣＲ－１４ ０ ） 　 冷房能力　 １ ２． ５ ＫＷ　 　 暖房能力　 １ ４ ． ０ ＫＷ　 　 冷媒配管　 液管　 ９． ５ 　 　 　 　 ガス管　 １５ ． ９ ２ ホール・ ステージ

参考品番

可　 　 児　 　 市　 　 役　 　 所

（ 株） 　 岐　 阜　 建　 築　 設　 備　 計　 画

機器表（ １ ） 図面番号種　 別

縮　 尺

工事名

０４

ＣＩ Ｄ　 ： 　 天井埋込ダクト タイプ

型　 式 天吊形　 同時運転タイプ（ １ ０馬力相当） 　 　 消費電力　 １０ ． ４ＫＷ　 　 　

φ

１ セット

ＡＣＰ－０ ２ 冷媒配管１ 系統タイプ（ １ ６馬力相当） 　 　 冷房暖房切替標準タイプ　 　 消費電力　 １ ２ ． ８ ９ＫＷ　 　 　型　 式

ＣＫ２型（ ＣＫ２－５ ６ ） 　 冷房能力　 ５． ６ ＫＷ　 　 暖房能力　 ６ ． ３ＫＷ　 　 冷媒配管　 液管　 ６ ． ４ 　 　 　 　 ガス管　 １ ２． ７室内機

冷房能力　 ４５ ． ０ ＫＷ　 　 暖房能力　 ５０ ． ０ＫＷ　 　 消費電力　 １ ２． ８９ ＫＷ　 冷媒配管　 液管　 １ ５ ． ９ 　 　 　 ガス管　 ３ １． ８室外機（ 研修室・ 会議室系統） ３ φ２ ００ Ｖ

１ セット 参考品番

研修室２２

１

空冷ヒート ポンプ式マルチエアコン

φ

（ エント ランス系統）

天井埋込カセット 形２ 方向吹出同時運転タイプ（ １ ０馬力相当） 　 　 消費電力　 ８ ． ４４ ＫＷ　 　 　型　 式

ＣＫ２型（ ＣＫ２－１ ４ ０） 　 冷房能力　 １ ２ ． ５ ＫＷ　 　 暖房能力　 １４ ． ０ ＫＷ　 　 冷媒配管　 液管　 ９ ． ５ 　 　 　 　 ガス管　 １５ ． ９室内機

冷房能力　 ２５ ． ０ ＫＷ　 　 暖房能力　 ２８ ． ０ＫＷ　 　 冷媒配管　 液管　 １２ ． ７ 　 　 　 　 ガス管　 ２５ ． ４室外機

ＡＣＰ－０ ３ 空冷ヒート ポンプ式ツインエアコン

３ φ２ ００ Ｖ

２ セット 参考品番

４

２

空冷ヒート ポンプ式ペアエアコンＡＣＰ－０ ４

室外機 冷房能力　 １０ ． ０ ＫＷ　 　 暖房能力　 １１ ． ２ＫＷ　 　 冷媒配管　 液管　 ９． ５ 　 　 　 　 ガス管　 １ ５． ９

室内機 ＣＩ Ｄ型（ ＣＩ Ｄ－１ １ ２） 　 冷房能力　 １ ０ ． ０ ＫＷ　 　 暖房能力　 １１ ． ２ ＫＷ　 　 冷媒配管　 液管　 ９ ． ５ 　 　 　 　 ガス管　 １５ ． ９

型　 式 天井埋込ダクト 吹出タイプ（ 　 ４ 馬力相当） 　 　 消費電力　 ２ ． ６３ ＫＷ　 　 　

（ 和室系統） ２

２ 和　 室

２ セット

３ φ２ ００ Ｖ

参考品番

（ 料理教室室系統）

型　 式

室内機

室外機

ＡＣＰ－０ ５ 空冷ヒート ポンプ式ツインエアコン

空冷ヒート ポンプ式ペアエアコンＡＣＰ－０ ６

室外機

室内機

型　 式

（ ロビー系統）

（ 事務室系統）

型　 式

室内機

冷房能力　 １６ ． ０ ＫＷ　 　 暖房能力　 １８ ． ０ＫＷ　 　 冷媒配管　 液管　 ９． ５ 　 　 　 　 ガス管　 ２ ２． ２室外機

ＡＣＰ－０ ７ 空冷ヒート ポンプ式マルチエアコン １ セット

２

１

参考品番

室内機 ＣＩ Ｄ型（ ＣＩ Ｄ－１ ４ ０） 　 冷房能力　 １ ４ ． ０ ＫＷ　 　 暖房能力　 １６ ． ０ ＫＷ　 　 冷媒配管　 液管　 ９ ． ５ 　 　 　 　 ガス管　 １５ ． ９

室内機

Ｆ Ｉ Ｖ　 ： 　 床置（ 隠ぺい） 立型ダクト タイプ　 　 ビルト イン

ＣＫ２型（ ＣＫ２－７ １ ） 　 冷房能力　 ７． １ ＫＷ　 　 暖房能力　 ８ ． ０ＫＷ　 　 冷媒配管　 液管　 ９ ． ５ 　 　 　 　 ガス管　 １ ５． ９

陸屋根

１ φ２ ００ Ｖ

１ φ２ ００ Ｖ １ 会議室

研修室１２１ φ２ ００ Ｖ

陸屋根

エント ランス， 廊　 下

陸屋根

天井埋込カセット 形２ 方向吹出同時運転タイプ（ １ ０馬力相当） 　 　 消費電力　 ８ ． ４４ ＫＷ　 　 　

冷房能力　 ２５ ． ０ ＫＷ　 　 暖房能力　 ２８ ． ０ＫＷ　 　 冷媒配管　 液管　 １２ ． ７ 　 　 　 　 ガス管　 ２５ ． ４

ＣＫ２型（ ＣＫ２－１ ４ ０） 　 冷房能力　 １ ２ ． ５ ＫＷ　 　 暖房能力　 １４ ． ０ ＫＷ　 　 冷媒配管　 液管　 ９ ． ５ 　 　 　 　 ガス管　 １５ ． ９

１ セット

３ φ２ ００ Ｖ
２

１

料理教室

陸屋根

ＣＩ Ｄ型（ ＣＩ Ｄ－１ １ ２） 　 冷房能力　 １ ０ ． ０ ＫＷ　 　 暖房能力　 １１ ． ２ ＫＷ　 　 冷媒配管　 液管　 ９ ． ５ 　 　 　 　 ガス管　 １５ ． ９

天井埋込ダクト 吹出タイプ（ 　 ４ 馬力相当） 　 　 消費電力　 ２ ． ６３ ＫＷ　 　 　

冷房能力　 １０ ． ０ ＫＷ　 　 暖房能力　 １１ ． ２ＫＷ　 　 冷媒配管　 液管　 ９． ５ 　 　 　 　 ガス管　 １ ５． ９

３ φ２ ００ Ｖ
２

２

陸屋根

ロビー

２ セット 参考品番

冷媒配管１ 系統タイプ（ 　 ６ 馬力相当） 　 　 冷房暖房切替標準タイプ　 　 消費電力　 ４． ４ ３ＫＷ　 　 　

ＣＫ２型（ ＣＫ２－８ ０ ） 　 冷房能力　 ８． ０ ＫＷ　 　 暖房能力　 ９ ． ０ＫＷ　 　 冷媒配管　 液管　 ９ ． ５ 　 　 　 　 ガス管　 １ ５． ９

３ φ２ ００ Ｖ

１ φ２ ００ Ｖ

陸屋根

事務室， 応接室

参考品番

個別リモコン（ ワイヤード） ｘ １５ 個、 集中りモコンｘ ２ 取付 取付場所は、 計装図参照

作製年月日 平成 　 　 年 　 　 月 　 　 日

ＰＵＨＹ -ＲＰ４ ５０ＳＤＭＧ５

ＰＦ Ｌ Ｙ -Ｐ５６ Ｌ ＭＧ５

ＰＥＦ Ｙ -Ｐ１４ ０ＭＧ５

ＰＦ Ｌ Ｙ -Ｐ７１ Ｌ ＭＧ５

ＰＣＺ Ｘ -Ｚ ＲＰ２８０ ＫＭ

ＰＬ Ｚ Ｄ-Ｚ ＲＰ２８０ Ｌ Ｍ

ＰＥＺ -Ｚ ＲＭＰ１ １２ＤＭ

ＰＬ Ｚ Ｄ-Ｚ ＲＰ２８０ Ｌ Ｍ

ＰＥＺ -Ｚ ＲＭＰ１ １２ＤＭ

ＰＵＨＹ -ＲＰ１ ６０ＤＭＧ５

ＰＦ Ｌ Ｙ -Ｐ８０ Ｌ ＭＧ５

Ｆ ： ０ ．１ ６ ＫＷ

Ｃ： ５ ．７ ＫＷ・ Ｆ ： ０ ．２ ｘ ２ 　 ＫＷ

Ｆ ： ０ ．０ ５ 　 ＫＷ

Ｆ ： ０ ．３ ７ 　 ＫＷ

Ｆ ： ０ ．０ ５ 　 ＫＷ

Ｃ： ２ ．４ ０ ＫＷ・ Ｆ ： ０． ２３ ＫＷ

Ｆ ： ０ ．１ ０ ６ＫＷ

Ｆ ： ０ ．１ ０ ６ＫＷ

Ｃ： ２ ．０ ３ ＫＷ・ Ｆ ： ０． ２３ ＫＷ

Ｃ： ２ ．４ ０ ＫＷ・ Ｆ ： ０． ２３ ＫＷ

Ｆ ： ０ ．１ ０ ６ＫＷ

Ｃ： ２ ．０ ３ ＫＷ・ Ｆ ： ０． ２３ ＫＷ

Ｆ ： ０ ．１ ０ ６ＫＷ

Ｃ： ３ ．０ 　 ＫＷ・ Ｆ ： ０． ３５ ＫＷ

Ｆ ： ０ ．０ ５ ｘ ２　 ＫＷ

Ｃ： 4. 0ｘ ２ＫＷ・ Ｆ ： 0. 35ｘ ２ＫＷ

川合地区センター空調・ 屋根防水他改修工事

φ φ

φ

φ

φ φ

φ

φφ

φ

φ

φ φ

φ

φ φ

φ φ

φ φ

φ φ

φ φ

φ φ

φ

φ φ

φ



機　 器　 表　 （ ２ ）１

記　 　 号 名　 　 　 　 　 称 仕　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 様
電　 気　 容　 量

電　 　 源 容　 　 量
台数 取　 付　 場　 所 備　 　 　 　 考

可　 　 児　 　 市　 　 役　 　 所

（ 株） 　 岐　 阜　 建　 築　 設　 備　 計　 画

機器表（ ２ ） 図面番号種　 別

縮　 尺

工事名

０ ５

参考品番

Ｆ ： ０ ． ３ ７ＫＷ

１ 屋外北側　 室外機置場

４ 考古資料室

１ セット

１ φ２ ００ Ｖ

空冷ヒート ポンプ式マルチエアコンＡＣＰ－０ ８

室外機 冷房能力　 　 ５ ６． ０ ＫＷ　 　 暖房能力　 　 ６ ３． ０ ＫＷ　 　 消費電力　 １ ６． ４ ２ＫＷ　 冷媒配管　 液管　 １ ５ ． ９　 　 　 　 ガス管　 　 ３８ ． １

室内機 ＣＩ Ｄ型（ ＣＩ Ｄ－１ ４０ ） 　 冷房能力　 　 １ ４． ０ ＫＷ　 　 暖房能力　 　 １６ ． ０ＫＷ　 　 冷媒配管　 液管　 ９ ． ５　 　 　 　 ガス管　 　 １５ ． ９

型　 式 冷媒配管１ 系統タイプ（ ２ ０馬力相当） 　 冷房暖房切替標準タイプ　 　 消費電力　 １６ ． ４ ２ＫＷ

（ 考古資料室系統）

（ 収蔵庫系統）

型　 式

ＣＫ２ 型（ ＣＫ２－１ １２ ） 　 冷房能力　 １ ０ ． ０ ＫＷ　 　 暖房能力　 　 １ １． ２ ＫＷ　 　 冷媒配管　 液管　 ９ ． ５ 　 　 　 　 ガス管　 　 １ ５． ９室内機

冷房能力　 　 ２ ０． ０ ＫＷ　 　 暖房能力　 　 ２ ２． ４ ＫＷ　 　 冷媒配管　 液管　 ９ ． ５ 　 　 　 　 ガス管　 　 ２５ ． ４室外機

ＡＣＰ－０ ９ 空冷ヒート ポンプ式ツインエアコン １セット

収蔵庫２

１

Ｆ ： ０ ． ０ ５ｘ ４ＫＷ

参考品番

３ φ２ ００ Ｖ

２

４ ホール

２ セット 参考品番空冷ヒート ポンプ式マルチエアコンＡＣＰ－１ ０

室外機 冷房能力　 　 ４ ５． ０ ＫＷ　 　 暖房能力　 　 ５ ０． ０ ＫＷ　 　 消費電力　 １ ２． ８ ９ＫＷ　 　 冷媒配管　 液管　 １ ５ ． ９ 　 　 　 　 ガス管　 　 ３ １． ８

室内機 Ｆ Ｉ Ｖ型（ Ｆ Ｉ Ｖ－２ ２４ ） 　 冷房能力　 　 ２ ２． ４ ＫＷ　 　 暖房能力　 　 ２５ ． ０ＫＷ　 　 冷媒配管　 液管　 ９ ． ５　 　 　 　 ガス管　 １ ９． １

型　 式

（ ホール　 系統）

３ φ２ ００ Ｖ

天井埋込カセット 形２ 方向吹出同時運転タイプ（ 　 ８ 馬力相当） 　 　 消費電力　 ６ ． ３ ３ＫＷ　 　 　

屋外北側　 室外機置場

冷媒配管１ 系統タイプ（ １ ６馬力相当） 　 冷房暖房切替標準タイプ　 　 消費電力　 １２ ． ８ ９ＫＷ

屋外西側　 室外機置場

１ φ２ ００ Ｖ

３ φ２ ００ Ｖ

Ｆ ： ０ ． ４ ０ＫＷ送風機電動機用インバーター組込

１ ５０ φｘ ２０ ０ＣＭＨｘ 　 ５ ｍｍＡｑ

Ｆ Ｓ－１

Ｆ Ｅ－１５

料理教室　 　 　 送風機

書庫　 　 　 　 　 排風機

スト レート シロッコファン

低騒音形天井扇

消費電力： １ ． ０ ７ ５ ＫＷ

消費電力： ０ ． ０ ２ ８ ＫＷ

３ φ２ ００ Ｖ

１ φ１ ００ Ｖ

１

１

ロビー天井

書庫

１ ５０ φｘ １０ ０ＣＭＨｘ １０ ｍｍＡｑ

１ ００ φｘ 　 ３ ０ＣＭＨｘ １０ ｍｍＡｑ

１ ５０ φｘ １２ ０ＣＭＨｘ １０ ｍｍＡｑ

１ ５０ φｘ ４５ ０ＣＭＨｘ １０ ｍｍＡｑ

１ ５０ φｘ ４５ ０ＣＭＨｘ ８ｍｍＡｑ

１ ００ φｘ １７ ０ＣＭＨｘ ５ｍｍＡｑ

１ ５０ φｘ ５１ ０ＣＭＨｘ ８ｍｍＡｑ

２ ０ｃ ｍ

スト レート シロッコファン考古資料館　 　 排風機Ｆ Ｅ－４

Ｆ Ｅ－１３

Ｆ Ｅ－１２

Ｆ Ｅ－１１

Ｆ Ｅ－１０

Ｆ Ｅ－９

Ｆ Ｅ－８

Ｆ Ｅ－７

Ｆ Ｅ－６

Ｆ Ｅ－５

天井扇 低騒音形男子便所　 　 　 排風機

和室　 水屋 　  排風機

倉庫    　 　 　 排風機

身障者便所　 　 排風機

排風機

低騒音形

低騒音形

天井扇

天井扇

低騒音形

天井扇

天井扇

女子便所　 　 　 排風機

器具庫　 　 　 　 排風機

湯沸室　 　 　 　 排風機

倉庫　 　 　 　 　 排風機

低騒音形

低騒音形

天井扇

天井扇

低騒音形天井扇

壁取付換気扇 羽根径

Ｆ Ｅ－３

Ｆ Ｅ－２

Ｆ Ｅ－１

料理教室　 排風機

排風機

ホール　 　 排風機

スト レート シロッコファン

スト レート シロッコファン

スト レート シロッコファン

考古収蔵庫天井内１消費電力： ０ ． １ ９ ５ ＫＷ３ φ２ ００ Ｖ

消費電力： ０ ． ０ ２ ８ ＫＷ

消費電力： ０ ． ０ １ 　 ＫＷ

消費電力： ０ ． ０ ６ ２ ＫＷ

消費電力： ０ ． ０ ４ ６ ＫＷ

消費電力： ０ ． ０ ８ ８ ＫＷ

消費電力： ０ ． ０ ８ ８ ＫＷ

消費電力： ０ ． ０ ２ ４ ＫＷ

消費電力： ０ ． ０ ５ 　 ＫＷ

消費電力： ０ ． ０ ２ ０ ５ＫＷ

１ φ１ ００ Ｖ

１ φ１ ００ Ｖ

１ φ１ ００ Ｖ

１ φ１ ００ Ｖ

１ φ１ ００ Ｖ

６ ００ ＣＭＨ排気量

１ φ１ ００ Ｖ

１ φ１ ００ Ｖ

１ φ１ ００ Ｖ

１ φ１ ００ Ｖ

１ 男子便所

和室１ , 事務室， 応接室、 収蔵庫

１

１

和室

倉庫

６

１

研修室１, ２

身障者便所

１

１

女子便所

器具庫

３

１

湯沸し室

倉庫　 壁

消費電力： ０ ． ０ ７ ３ ＫＷ

消費電力： １ ． ０ ７ ５ ＫＷ

消費電力： ０ ． ４ ９ 　 ＫＷ

３ φ２ ００ Ｖ

３ φ２ ００ Ｖ

３ φ２ ００ Ｖ

会議室、 和室２ 、 ロビー

ホール天井内

３

１ 料理教室

２

ＰＵＨＹ -ＲＰ５６０ ＳＤＭＧ５

ＰＥＦ Ｙ -Ｐ１４０ＭＧ５

ＰＬ Ｚ Ｘ -Ｚ ＲＰ２２ ４ Ｌ Ｍ

ＰＵＨＹ -ＲＰ４５０ ＳＤＭＧ５

ＰＦ Ｆ Ｙ -Ｐ２２４ＲＭＧ５

Ｃ： ４ ． ６ ＫＷ・ Ｆ ： ０． １ ５ｘ ２ＫＷ

Ｃ： 5. 1ｘ ２ＫＷ・ Ｆ ： 0. 46ｘ ２ＫＷ

Ｃ： 4. 0ｘ ２ＫＷ・ Ｆ ： 0. 35ｘ ２ＫＷ

作製年月日 平成 　 　年 　 　月 　 　 日

川合地区センター空調・ 屋根防水他改修工事

ベンドキャップ（ ＳＵＳ） １ ５０ φ

ベンドキャップ（ ＳＵＳ） １ ００ φ

ベンドキャップ（ ＳＵＳ） １ ５０ φ

ベンドキャップ（ ＳＵＳ） １ ５０ φ

ベンドキャップ（ ＳＵＳ） １ ５０ φ

φ

φ

φ φ

φ

φφ

φ

φ

φ

φ

φ

ｲﾝﾃﾘｱ形 １ ５０ φｘ ３ ５ ０ＣＭＨｘ １０ ｍｍＡｑ ベンドキャップ（ ＳＵＳ） １ ５０ φ

ベンドキャップ（ ＳＵＳ） １５ ０φ

＃１  ３ /４ 　 ｘ １ ， ４ ２ ０ ＣＭＨｘ １ ０ ｍｍＡｑ

＃１  ３ /４ 　 ｘ ２ ， ８ ９ ０ ＣＭＨｘ ２ ０ ｍｍＡｑ

消音形

消音形

消音形 ＃１  １ /４ 　 ｘ 　 ３ ５ ０ ＣＭＨｘ １ ０ ｍｍＡｑ

＃１  １ /２ 　 ｘ 　 ８ ０ ０ ＣＭＨｘ １ ０ ｍｍＡｑ消音形

＃１ ３ /４ 　 ｘ ３ ， ０ ０ ０ＣＭＨｘ １ ０ ｍｍＡｑ消音形



機　 器　 表（ 撤去）１

記　 　 号 名　 　 　 　 　 称 仕　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 様
電　 気　 容　 量

電　 　 源 容　 　 量
台数 取付場所 備　 　 考

型　 式 １ セット

屋上（ 陸屋根）室外機

室内機

１

２

（ 三菱電機）

ステージ

室内機

室外機

型　 式 １ セット

１

２

室外機

型　 式

室内機

室内機

室外機

型　 式 １ セット

１

２

型　 式

室外機

室内機 ２

２

２ セット

室内機

室外機

型　 式 １ セット

１

２

型　 式

室外機

室内機 ４

１

１ セット

室内機

室外機

型　 式 １ セット

１

２

室内機

室外機

型　 式 ２ セット

２

４

備　 　 考取付場所台数
容　 　 量電　 　 源

電　 気　 容　 量
仕　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 様名　 　 　 　 　 称記　 　 号

可　 　 児　 　 市　 　 役　 　 所

（ 株） 　 岐　 阜　 建　 築　 設　 備　 計　 画

機器表（ 撤去）

印印印

図面番号種　 別

縮　 尺

工事名

０６

室内機

室内機

１

２

室内機

２ セット

２

４

屋上（ 陸屋根）

研修室２

会議室

研修室１

型　 式

室外機

２ セット

２

２

屋上（ 陸屋根）

和　 室

Ｆ Ｅ－１ ホール　 　 排風機 ２

Ｆ Ｅ－２ 料理教室　 排風機 １

Ｆ Ｅ－３ 排風機 ３

Ｆ Ｅ－４ 考古資料館　 　 排風機 １

１２ ０ ｃ ｍ倉庫　 　 　 　 　 排風機Ｆ Ｅ－５

Ｆ Ｅ－６ 湯沸室　 　 　 　 排風機 ３

Ｆ Ｅ－７ 器具庫　 　 　 　 排風機 １

女子便所　 　 　 排風機Ｆ Ｅ－８ １

男子便所　 　 　 排風機Ｆ Ｅ－９ １

身障者便所　 　 排風機Ｆ Ｅ－１０ １

排風機Ｆ Ｅ－１１ ６

倉庫    　 　 　 排風機Ｆ Ｅ－１２ １

和室　 水屋 　  排風機Ｆ Ｅ－１３ １

書庫　 　 　 　 　 排風機Ｆ Ｅ－１５ １

Ｆ Ｓ－１ 料理教室　 　 　 送風機 １

エント ランス、 廊下

屋上（ 陸屋根）

屋外北　 室外機置場

考古資料室

屋上（ 陸屋根）

事務室、 応接室

屋上（ 陸屋根）

ロビー

屋上（ 陸屋根）

料理教室

（ 天埋２方向） 冷房能力　 ５ ． ６ＫＷ　 暖房能力　 ６． ３ＫＷ　 冷媒配管共

（ 埋込ダクト ） 冷房能力１４ ． ０ＫＷ　 暖房能力１ ６． ０ＫＷ　 冷媒配管共

（ 天埋２方向） 冷房能力　 ７ ． １ＫＷ　 暖房能力　 ８． ０ＫＷ　 冷媒配管共

冷房能力　 ４ ５． ０ＫＷ　 　 暖房能力　 ５０ ． ０ＫＷ　 　　 冷媒配管共

冷媒配管１系統タイプ（ １ ６． ０ ＨＰ相当） 冷暖切替標準タイプ

冷房能力　 １ ４． ０ＫＷ　 　 暖房能力　 １５ ． ０ＫＷ　 　　 冷媒配管共

冷房能力　 ２ ８． ０ＫＷ　 　 暖房能力　 ３１ ． ５ＫＷ　 　　 冷媒配管共

天井吊露出形（ 同時ツイン） （ １ ０ＨＰ相当）

（ 研修室、 会議室系統）

マルチエアコン

空冷ヒート ポンプ式

（ ステージ系統）

ツインエアコン

空冷ヒート ポンプ式

天埋２ 方向形（ 同時ツイン） （ １ ０ＨＰ相当）

冷房能力　 ２ ８． ０ＫＷ　 　 暖房能力　 ３１ ． ５ＫＷ　 　　 冷媒配管共

冷房能力　 １ ４． ０ＫＷ　 　 暖房能力　 １５ ． ０ＫＷ　 　　 冷媒配管共（ エント ランス系統）

ツインエアコン

空冷ヒート ポンプ式

冷房能力　 １ １． ２ＫＷ　 　 暖房能力　 １２ ． ５ＫＷ　 　　 冷媒配管共

冷房能力　 １ １． ２ＫＷ　 　 暖房能力　 １２ ． ５ＫＷ　 　　 冷媒配管共

天埋ダクト 形（ ペアタイプ） （ ４ ． ０ＨＰ相当）空冷ヒート ポンプ式

ペアエアコン

（ 和室系統）

天埋２ 方向形（ 同時ツイン） （ １ ０ＨＰ相当）

冷房能力　 ２ ８． ０ＫＷ　 　 暖房能力　 ３１ ． ５ＫＷ　 　　 冷媒配管共

冷房能力　 １ ４． ０ＫＷ　 　 暖房能力　 １５ ． ０ＫＷ　 　　 冷媒配管共（ 料理教室系統）

ツインエアコン

空冷ヒート ポンプ式

ＡＣＰ－４

ＡＣＰ－５

ＡＣＰ－３

ＡＣＰ－２

ＡＣＰ－１

ＡＣＰ－６

空冷ヒート ポンプ式

ペアエアコン

（ ロビー系統）

天埋ダクト 形（ ペアタイプ） （ ４ ． ０ＨＰ相当）

冷房能力　 １ １． ２ＫＷ　 　 暖房能力　 １２ ． ５ＫＷ　 　　 冷媒配管共

冷房能力　 １ １． ２ＫＷ　 　 暖房能力　 １２ ． ５ＫＷ　 　　 冷媒配管共

冷媒配管１系統タイプ（ 　 ６． ０ ＨＰ相当） 冷暖切替標準タイプ

冷房能力　 １ ６． ０ＫＷ　 　 暖房能力　 １７ ． ０ＫＷ　 　　 冷媒配管共

（ 天埋２方向） 冷房能力　 ８ ． ０ＫＷ　 暖房能力　 ９． ０ＫＷ　 冷媒配管共（ 事務室系統）

空冷ヒート ポンプ式

ＡＣＰ－７ マルチエアコン

ＡＣＰ－８

空冷ヒート ポンプ式

マルチエアコン

（ 考古資料室系統）

冷媒配管１系統タイプ（ ２ ０ＨＰ相当） 冷暖切替標準タイプ

冷房能力　 ５ ６． ０ＫＷ　 　 暖房能力　 ６３ ． ０ＫＷ　 　　 冷媒配管共

（ 埋込ダクト ） 冷房能力１４． ０ ＫＷ　 暖房能力１ ６． ０ＫＷ　冷媒配管共

天埋２ 方向形（ 同時ツイン） （ ８ ． ０ＨＰ相当）

冷房能力　 ２ ２． ４ＫＷ　 　 暖房能力　 ２５ ． ０ＫＷ　 　　 冷媒配管共

冷房能力　 １ １． ２ＫＷ　 　 暖房能力　 １２ ． ５ＫＷ　 　　 冷媒配管共（ 収蔵庫系統）

ツインエアコン

空冷ヒート ポンプ式

ＡＣＰ－９

ＡＣＰ－１ ０

空冷ヒート ポンプ式

ビルマルチエアコン

（ ホール系統）

冷媒配管１系統タイプ（ １ ６ＨＰ相当） 冷暖切替標準タイプ

冷房能力　 ４ ５． ０ＫＷ　 　 暖房能力　 ５０ ． ０ＫＷ　 　　 冷媒配管共

冷房能力　 ２ ２． ４ＫＷ　 　 暖房能力　 ２５ ． ０ＫＷ　 　　 冷媒配管共　

３ φ２ ００ Ｖ

３ φ２ ００ Ｖ

１ φ２ ００ Ｖ

３ φ２ ００ Ｖ

３ φ２ ００ Ｖ

３ φ２ ００ Ｖ

３ φ２ ００ Ｖ

３ φ２ ００ Ｖ

１ φ２ ００ Ｖ

１ φ２ ００ Ｖ

１ φ２ ００ Ｖ

３ φ２ ００ Ｖ

３ φ２ ００ Ｖ

Ｃ　 　 　： ７ ． ５　 　 ＫＷ

Ｆ （ 外） ： ０ ． ７　 　 ＫＷ

Ｆ （ 内） ： ０ ． １　 　 ＫＷ

Ｃ　 　 　： ４ ． ５　 　 ＫＷ

Ｆ （ 外） ： ０ ． １６５ ＫＷ

Ｆ （ 内） ： ０ ． １７　 ＫＷ

Ｆ （ 内） ： ０ ． ６６　 ＫＷ

Ｆ （ 内） ： ０ ． ２　 　 ＫＷ

Ｆ （ 外） ： ０ ． ７　 　 ＫＷ

Ｆ （ 内） ： ０ ． ０９　 ＫＷ

Ｃ　 　 　： ７ ． ５　 　 ＫＷ

Ｃ　 　 　： ７ ． ５　 　 ＫＷ

Ｆ （ 外） ： ０ ． １２　 ＫＷ

Ｆ （ 内） ： ０ ． ２４　 ＫＷ

Ｃ　 　 　： ７ ． ５　 　 ＫＷ

Ｆ （ 外） ： ０ ． ７　 　 ＫＷ

Ｆ （ 内） ： ０ ． １５　 ＫＷ

Ｆ （ 外） ： ０ ． １２　 ＫＷ

Ｆ （ 内） ： ０ ． ２４　 ＫＷ

Ｃ　 　 　： ３ ． ０　 　 ＫＷ

Ｆ （ 内） ： ０ ． ０９５ ＫＷ

Ｆ （ 外） ： ０ ． １２　 ＫＷ

Ｃ　 　 　： ４ ． ０　 　 ＫＷ

Ｃ　 ： （ ７ ． ５ｘ ４） ＫＷ

Ｆ （ 外） ： ０ ． ０５５ ＫＷ

Ｆ （ 内） ： ０ ． １　 　 ＫＷ

Ｃ　 　 　： ５ ． ５　 　 ＫＷ

Ｆ （ 内） ： ０ ． ０９　 ＫＷ

Ｆ （ 外） ： ０ ． ３５　 ＫＷ

Ｆ （ 外） ： １ ． １１　 ＫＷ

Ｃ： ７ ．５ ＋３． ７５ ＫＷ

Ｆ （ 内） ： ０ ． ９　 　 ＫＷ

屋外西　室外機置場

ホール

屋外北　室外機置場

収蔵庫

ＰＵＨ-Ｊ ２２ ４Ｆ Ａ（ Ｍ）

ＰＬ Ｈ-Ｊ １１ ２ＰＡ

ＰＵＨＹ -Ｊ ４５ ０ＢＭ-Ａ

ＰＦ Ｆ Ｙ -Ｊ ２２ ４ＲＭ－Ａ

ＰＥＦ Ｙ -Ｊ １４ ０Ｍ－Ａ

ＰＵＨＹ -Ｊ ５６ ０ＢＭ-Ａ

ＰＬ Ｆ Ｙ -Ｊ ８０ Ｌ ＭＤ－Ｂ

ＰＵＨＹ -Ｊ １６ ０Ｍ-Ａ

ＰＥＨ-Ｊ １１ ２Ｆ Ａ

ＰＵＨ-Ｊ １１ ２ＧＡ（ Ｍ）

ＰＵＨ-Ｊ ２８ ０Ｆ Ａ（ Ｍ）

ＰＬ Ｈ-Ｊ １４ ０ＰＡ

ＰＥＨ-Ｊ １１ ２Ｆ Ａ

ＰＵＨ-Ｊ １１ ２ＧＡ（ Ｍ）

ＰＬ Ａ-Ｊ １４ ０ＫＡ

ＰＵＨ-Ｊ ２８ ０Ｆ Ａ（ Ｍ）

ＰＥＦ Ｙ -Ｊ １４ ０Ｍ-Ａ

ＰＬ Ｆ Ｙ -Ｊ ７１ Ｌ ＭＤ-Ｂ

ＰＵＨ-Ｊ ４５ ０ＢＭ-Ａ

ＰＬ Ｆ Ｙ -Ｊ ５６ Ｌ ＭＤ-Ｂ

ＰＣＡ-Ｊ １４ ０ＧＡ

ＰＵＨ-Ｊ ２８ ０Ｆ Ａ（ Ｍ）

三菱

ＢＦ Ｓ－１２ ０Ｔ Ｕ三菱

会議室、 和室２、 ロビー

ＢＦ Ｓ－９０ Ｆ Ｕ

ホール天井内

料理教室

ＶＤ－２ ０Ｚ Ｂ４

ＶＤ－２ ３Ｚ Ｐ４

ＶＤ－１ ５Ｚ Ｐ４

ＶＤ－２ ３Ｚ Ｂ４

ＶＤ－２ ３Ｚ Ｂ４

ＶＤ－１ ０Ｚ ＳＪ ４

ＶＤ－１ ８Ｚ Ｂ４

ＶＤ－１ ８Ｚ Ｂ４

三菱

三菱

三菱

三菱

三菱

三菱

ＢＦ Ｓ－４０ Ｆ Ｕ三菱

三菱

三菱

三菱

三菱 ＢＦ Ｓ－３０ Ｆ Ｔ Ｕロビー天井

書庫

倉庫

和室

和室１, 事務所， 収蔵庫
研修室１, ２ 、 応接室

身障者便所

男子便所

器具庫

女子便所

湯沸し室

倉庫　 壁

考古収蔵庫天井内

消音形スト レート シロッコファン

スト レート シロッコファン

スト レート シロッコファン

スト レート シロッコファン消音形

消音形

消音形

６０ ０ＣＭＨ壁取付換気扇 排気量羽根径

低騒音形

低騒音形天井扇

天井扇

天井扇 低騒音形

低騒音形天井扇

天井扇

天井扇 ｲﾝﾃﾘｱ形

低騒音形

１φ１ ００Ｖ

１φ１ ００Ｖ

１φ１ ００Ｖ

１φ１ ００Ｖ

１φ１ ００Ｖ

１φ１ ００Ｖ

１φ１ ００Ｖ

３φ２ ００Ｖ

３φ２ ００Ｖ

３φ２ ００Ｖ

３φ２ ００Ｖ

消費電力： ０ ．４ ９　 ＫＷ

消費電力： １ ．０ ７５ ＫＷ

消費電力： ０ ．０ ７３ ＫＷ

消費電力： ０ ．１ ９５ ＫＷ

消費電力： ０ ．０ ５　 ＫＷ

消費電力： ０ ．０ ２４ ＫＷ

消費電力： ０ ．０ ８８ ＫＷ

消費電力： ０ ．０ ８８ ＫＷ

消費電力： ０ ．０ ４６ ＫＷ

消費電力： ０ ．０ ２０ ５ＫＷ

消費電力： ０ ．０ １　 ＫＷ

消費電力： ０ ．０ ６２ ＫＷ

消費電力： ０ ．０ ２８ ＫＷ

消費電力： ０ ．０ ２８ ＫＷ

消費電力： １ ．０ ７５ ＫＷ３φ２ ００Ｖ

１φ１ ００Ｖ

１φ１ ００Ｖ

１φ１ ００Ｖ

低騒音形天井扇

低騒音形天井扇

天井扇 低騒音形

スト レート シロッコファン消音形

１ ５ ０ φｘ ２ ０ ０ ＣＭＨｘ 　 ５ ｍｍＡ ｑ

＃１  ３ /４ 　 ｘ ３ ， ０ ０ ０ ＣＭＨｘ １ ０ ｍｍＡｑ

１ ５ ０ φｘ １ ０ ０ ＣＭＨｘ １ ０ ｍｍＡ ｑ

１ ０ ０ φｘ 　 ３ ０ ＣＭＨｘ １ ０ ｍｍＡ ｑ

１ ５ ０ φｘ ３ ５ ０ ＣＭＨｘ １ ０ ｍｍＡ ｑ

１ ５ ０ φｘ ４ ５ ０ ＣＭＨｘ １ ０ ｍｍＡ ｑ

１ ５ ０ φｘ １ ２ ０ ＣＭＨｘ １ ０ ｍｍＡ ｑ

１ ５ ０ φｘ ４ ５ ０ ＣＭＨｘ ８ ｍｍＡｑ

１ ０ ０ φｘ １ ７ ０ ＣＭＨｘ ５ ｍｍＡｑ

１ ５ ０ φｘ ５ １ ０ ＣＭＨｘ ８ ｍｍＡｑ

＃１  ３ /４ 　 ｘ １ ， ４ ２ ０ ＣＭＨｘ １ ０ ｍｍＡｑ

＃１  １ /４ 　 ｘ 　 ３ ５ ０ ＣＭＨｘ １ ０ ｍｍＡｑ

＃１  ３ /４ 　 ｘ ２ ， ８ ９ ０ ＣＭＨｘ ２ ０ ｍｍＡｑ

＃１  １ /２ 　 ｘ 　 ８ ０ ０ ＣＭＨｘ １ ０ ｍｍＡｑ

ベンド キャップ（ ＳＵＳ） １ ５ ０ φ

ベンド キャップ（ ＳＵＳ） １ ０ ０ φ

ベンド キャップ（ ＳＵＳ） １ ５ ０ φ

ベンド キャップ（ ＳＵＳ） １ ５ ０ φ

ベンド キャップ（ ＳＵＳ） １ ５ ０ φ

ベンド キャップ（ ＳＵＳ） １ ５ ０ φ

ベンド キャップ（ ＳＵＳ） １ ５ ０ φ

ＢＦ Ｓ－３０ Ｆ Ｔ Ｕ

三菱

三菱 ＶＤ－２ ０Ｚ Ｘ Ｐ４

ＶＤ－１ ５Ｚ Ｐ４

平成 　 　 年 　 　 月 　 　 日作製年月日

川合地区センター空調・ 屋根防水他改修工事



１

可　 　 児　 　 市　 　 役　 　 所

（ 株） 　 岐　 阜　 建　 築　 設　 備　 計　 画

印印印

図面番号種　 別

縮　 尺

工事名

２

４
，

０
０

０

ＲＦ Ｌ

１ Ｆ Ｌ

△

△

Ｆ Ｅ

７ ６

Ｆ Ｅ Ｆ Ｅ

５ １０

Ｆ Ｅ

８

Ｆ Ｅ Ｆ Ｅ

９ １ １

Ｆ Ｅ

１ １

Ｆ Ｅ

ＳＡ

Ｒ
Ａ

VD

Ｆ Ｅ

３

２６

ＡＣＰ

Ｆ Ｅ

１ ２ １３

Ｆ Ｅ

１４

Ｆ Ｅ

１ １

Ｆ Ｅ

４

ＡＣＰ

Ｒ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｒ
Ａ

VD

Ｏ
Ａ

VD

Ｓ
Ａ

Ｒ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｒ
Ａ

VD

VD

Ｅ
Ａ

Ｏ
Ａ

４

ＡＣＰ

３

Ｆ Ｅ Ｆ Ｅ

２

Ｆ Ｓ

１

Ｆ Ｅ

３

ＡＣＰ

６

ＡＣＰ

６ １１

Ｆ Ｅ

１ １

Ｆ Ｅ Ｆ Ｅ

６

Ｆ Ｅ

１ ５

Ｒ
Ａ

ＳＡ

ＳＡ

Ｆ Ｅ

１ １

VD

４

Ｆ Ｅ

Ｒ
Ａ

VD

ＶＣ

VD

ＳＡ

Ｏ
Ａ

Ｅ Ａ

ＯＡＧ

ＶＣ

ＶＣ

ＶＣ

ＶＣ

ＶＣ

ＥＡＧ ＥＡＧ ＯＡＧＯＡＧ

ＶＣ

ＶＣ

ＶＣ

ＥＡＧ

Ｖ Ｃ

８ａ

ＡＣＰ

ＡＣＰ

８ａ ×２ 台

×２ 台

×４ 台１ ０ａ

ＡＣＰ

Ｆ Ｅ

１

１

Ｆ Ｅ

Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ

ＲＦ Ｌ△

４
，

０
０

０

１ Ｆ Ｌ△

ＡＣＰ

１ ０

ＡＣＰ

１０

ＡＣＰ

１ ０ａ ×４ 台

ＡＣＰ

１ ３

ＡＣＰ

４

ＡＣＰ

４

ＡＣＰ ＡＣＰ

５

ＡＣＰ

６ ６

ＡＣＰ ＡＣＰ

２ ｃ ×２台 ×２ 台２ ａ

ＡＣＰ ＡＣＰ

２ ｂ

ＡＣＰ

３ ７ａ

ＡＣＰ

７ ａ

ＡＣＰ ＡＣＰ

８ ａ ×４台 ９

ＡＣＰ

ＡＣＰＡＣＰ

８ ９

ＡＣＰ

３

ＡＣＰ

７

ＡＣＰ ＡＣＰ

６ ２

ＡＣＰ ＡＣＰＡＣＰ

１ ４

ＡＣＰ

４ ３ ５

ＡＣＰ

６

ＡＣＰ

Ｒ Ｒ Ｒ
Ｒ

Ｒ
Ｒ

Ｒ
Ｒ

Ｒ

Ｒ

空調ダクト ・ 換気設備系統図

空調配管設備系統図

０ ７

ｘ ２

ステージ ホール 器具庫 湯沸し室 倉庫 身障者便所 女子便所 男子便所 研修室１ 研修室２ 会議室 倉庫 廊下 水屋 物置 和室１ 和室２ 料理教室

ホール

エント ランスロビー 事務室 応接室 湯沸し室 書庫 考古資料室 収蔵庫

ホール ステージ 廊下 和室１ 和室２ 料理教室 ロビー 研修室１ 研修室2 会議室 事務室 応接室 考古資料室 収蔵室エント ランス

　 　 　 ホール

作製年月日 平成 　 　年 　 　 月 　 　 日

空調ダクト ・ 換気・ 配管設備系統図

川合地区センター空調・ 屋根防水他改修工事



１

可　 　 児　 　 市　 　 役　 　 所

（ 株） 　 岐　 阜　 建　 築　 設　 備　 計　 画

印印印

図面番号種　 別

縮　 尺

工事名

１ ／２ ００

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｈ

Ｇ

Ｉ

Ｊ ’
Ｊ

Ｋ

１ 階平面図（ 機器配管設備）

１ ／２ ０ ０

風除室エント ランスホール廊下

和室２和室１

物置

料理教室

風除室

ロビー

エント ランス

サブ

考古資料室

収蔵庫

事務室 応接室

書庫

ステージ

倉庫

ホール

ピロティ ― 倉庫

湯沸室

器具庫

研修室１

１ ２ ３ ４ ５ ６

５ ’

７

７ ’

８

研修室２ 会議室

９ １ ０ １ １

ＡＣＰ

９

ツイン

８ａ

ＡＣＰ
×２

ＡＣＰ

８ ａ
×２

ＡＣＰ

７ ａ
×２

ＡＣＰ

３
×２

ツイン

２ｃ

ＡＣＰ
×２

２ ａ

ＡＣＰ
×２

２ ｂ

ＡＣＰ

ＡＣＰ

１

ツイン

１０ａ

ＡＣＰ
×４

４

ＡＣＰ ＡＣＰ

４

ＡＣＰ

５

ツイン

ＡＣＰ

６ ６

ＡＣＰ

１０

ＡＣＰ
×２

９

ＡＣＰＡＣＰ

８

Ｒ
１

Ｒ２
Ｒ１

Ｒ１

Ｒ
１

Ｒ
１

Ｒ１

Ｒ
２

Ｒ
１

Ｒ１

Ｒ５

Ｒ
１

Ｒ
１

Ｒ１

Ｒ１

Ｒ
５

Ｒ
５

Ｒ３Ｒ４

Ｒ２
Ｒ１

Ｒ１

Ｒ
３

Ｒ １

Ｒ３

Ｒ
３

Ｒ
６ Ｒ

３

40 40

25

25

25
Ｒ

４

Ｒ３

Ｒ３

記号 冷媒液管 冷媒ガス管 室外内機渡り配線

Ｒ１

Ｒ２

Ｒ３

Ｒ４

Ｒ５

Ｒ６

40

R
2Ｒ
1

Ｒ
1

Ｒ
2

Ｒ
1

Ｒ
4

Ｒ
1

R
2

Ｒ
1

Ｒ
2

１ 階平面図（ 機器、 配管設備） 注． １． 図面記載の空調機器を撤去し、 新しい機器に更新する。 配管は既設を再利用する。

０ ８

冷媒配管および連絡線一覧表

既設吊金具に取付

既設吊金具に取付

屋外露出冷媒配管の保温改修

屋外露出冷媒配管の保温改修冷媒

作製年月日 平成 　 　年 　 　 月 　 　 日

40

40

40

40

40

25

40

40

40

5
,
00

0
4
,
00

0

5
,
40

0

4
,
00

0

2,
90

0

5, 000 5, 000 5, 000 5, 000 5, 0002, 000 1, 200 4, 2005, 000 5, 400 5, 400 5, 400
6
,
00

0
1
,
00

0
5
,
40

0
5
,
40

0
5
,
40

0
4
,
20

0
8
,
00

0
4
,
60

0
4
,
60

0
4
,
60

0
4
,
60

0
1
,
50

0

7
5
0

９ ． ５ ２ φ

１ ５ ． ８ ８ φ

１ ２ ． ７ ０ φ

９ ． ５ ２ φ

１ ５ ． ８ ８ φ

１ ９ ． ０ ５ φ ３ ８ ． １ ０ φ

１ ５ ． ８ ８ φ

３ １ ． ７ ５ φ

２ ５ ． ４ ０ φ

２ ８ ． ５ ８ φ

１ ９ ． ０ ５ φ Ｖ ＣＴ ２ °ｘ ２ Ｃ

Ｖ ＣＴ ２ °ｘ ２ Ｃ

Ｖ ＣＴ ２ °ｘ ２ Ｃ

Ｖ ＣＴ ２ °ｘ ２ Ｃ

Ｖ ＣＴ ２ °ｘ ２ Ｃ

Ｖ ＣＴ ２ °ｘ ２ Ｃ

川合地区センター空調・ 屋根防水他改修工事



ホール（ 吹出口）

６

１

可　 　 児　 　 市　 　 役　 　 所

（ 株） 　 岐　 阜　 建　 築　 設　 備　 計　 画

印印印

図面番号種　 別

縮　 尺

工事名

１ ／２ ００

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｈ

Ｇ

Ｉ

Ｊ ’
Ｊ

Ｋ

１ 階平面図（ 換気ダクト 設備）

１ ／２ ０ ０

風除室エント ランスホール廊下

和室２和室１

物置

料理教室

風除室

ロビー

エント ランス

サブ

考古資料室

収蔵庫

事務室 応接室

書庫

倉庫

ホール

ピロティ ― 倉庫

湯沸室

器具庫

研修室１

１ ２ ３ ４ ５ ６

５ ’

７

７ ’

８

研修室２ 会議室

９ １ ０ １ １

Ｆ Ｅ

４

８ａ

ＡＣＰ
×２

ＡＣＰ

８ ａ
×２

１１

Ｆ Ｅ

ＡＣＰ

１

ツイン

１ ０ａ

ＡＣＰ
×４

４

ＡＣＰ ＡＣＰ

５

ツイン

ＡＣＰ

６ ６

ＡＣＰ

９

ＡＣＰＡＣＰ

８

２

２

１６

４

ホール（ 吸込口）

ステージ（ 吸込口）

２

２

２

２

和室１ ，２ （ 吹出口）

１

１

廊下（ ＯＡパス）

Ｆ 付

２

２

和室１ ，２ （ 吸込口）

Ｆ 付 ５

２

２

１

１

料理教室（ 吹出口）

２

２

ロビー（ 吹出口）

ロビー（ 吸込口）

１

１

１

１

会議室（ 吹出口）

会議室（ 吸込口）

１

１

１

１

３

３

１

１

考古資料室（ 吹出口）

１ １

２

２

１ １

考古資料室（ 吸込口）

４

４

１
１

２

１

１

１

１

２

１

１

３

６

１

１

５
１

１

４ ウェザーカバー
１

１

７
１

１

２

１ ２

１

２

２

１

３

１

５

Ｆ ＶＤ

１

Ｆ Ｓ

３

Ｆ Ｅ２

Ｆ ＥＦ Ｅ

３

ＡＣＰ

４

Ｆ Ｅ

５

１ ３

Ｆ Ｅ

１ １

Ｆ Ｅ Ｖ Ｄ

Ｆ ＶＤ

Ｆ Ｅ

１１ ６

Ｆ Ｅ

１ ５

Ｆ Ｅ

１１

Ｆ Ｅ

７

１１

Ｆ Ｅ

Ｖ Ｄ

１１

Ｆ Ｅ

３

Ｆ Ｅ

８

Ｆ Ｅ

９

Ｆ Ｅ

×２
Ｆ Ｅ

１ ７

Ｆ Ｅ

１０

Ｆ ＥＦ Ｅ

６

１ 階平面図（ 換気ダクト 設備） 注、 １． 図面記載の機器を撤去し、 新しい機器に更新する。 ダクト 類（ 吹出し、 吸込み口とも） は既設品を再使用し、 機器との接続にはキャンバス継手を使用のこと。

０ ９

Ｆ Ｅ

１２
×２

ＡＣＰ

２ ｂ

作製年月日 平成 　 　年 　 　 月 　 　 日

200x200

350x250

200x200

500x300

300x200

250x200

650x300

250x200

200x200

250x200

650x300

250x200

650x300

150φ

150φ, 150φ

150φ
150φ 150φ

300x150

150φ

300x150

450x200150φ

100φ

200x200 500x250 500x250200φ

500x300

500x250

150φ

150φ

150φ

300x300

300x200

300x200

500x250

150φ

150φ

500x250

500x250

300x200

200x200

500x250

200x200

600x350

600x350

450x250450x250

150φ

450x250 450x250

100φ
500x300

200φ

150x150

650x300 100φ

5
,
00

0

5
,
40

0
2,

90
0

4
,
00

0
4
,
00

0

5, 0005, 000 5, 000 5, 000 2, 000 5, 000 1, 200 4, 2005, 000 5, 400 5, 400 5, 400
1
,
00

0
6
,
0
0
0

5
,
40

0
5
,
40

0
4
,
20

0
5
,
4
0
0

8
,
00

0
4
,
60

0
4
,
60

0
4
,
60

0
4
,
60

0
1
,
50

0

7
5
0

５ ０ ０ ｘ ５ ０ ０ ｘ ３ ０ ０ＢＯＸ

Ｅ Ａ＝３ ９ ０ ＣＭＨ

３ ０ ０ ｘ ３ ０ ０ＨＳ

ＧＷ２ ５ t内張

２ ウエイノ ズル ４ ０ ０ φ

ＳＡ＝９ ６ ０ ＣＭＨ

消音ボッ クス付

５ ０ ０ ｘ ５ ０ ０

Ｅ Ａ＝１ ， ０ ２ ５ ＣＭＨ

ＨＳ

７ ０ ０ ｘ ７ ０ ０ ｘ ３ ０ ０ＢＯＸ

ＧＷ２ ５ t内張

ホール（ 吸込ガラリ）

ＲＡ＝３ ， ０ ９ ０ ＣＭＨ

ルーバーＳ付

ＥＡ ＝１ ， ９ ２ ０ ＣＭＨ

２ ， ０ ０ ０ ｘ ２ ５ ０

ＢＯＸ

ＨＳ

ＧＷチャンバー

ＧＷチャンバー

ＢＯＸ

ＳＡ ＝１ ， ９ ２ ０ ＣＭＨ

２ ， ０ ０ ０ Ｌ

ＧＷ２ ５ t内張

ＢＯＸ ７ ０ ０ ｘ ７ ０ ０ ｘ ５ ０ ０

ＯＡ ＝２ ， ６ ３ ０ ＣＭＨ

ＨＳ ７ ０ ０ ｘ ７ ０ ０

ＣＬ ＃４

２ ， ３ ０ ０ ｘ ３ ０ ０ ｘ ３ ０ ０

７ ０ ０ ｘ ７ ０ ０ＨＳ

ＯＡ ＝３ ， ０ ０ ０ ＣＭＨ

Ｆ 付

ＢＯＸ

料理教室（ 吸込口）

ＧＷ２ ５ t

２ ５ ０ ｘ ２ ５ ０ＨＳ

ＥＡ ＝２ ３ ０ ＣＭＨ

５ ０ ０ ｘ ５ ０ ０ ｘ ３ ０ ０

ＧＷ２ ５ t

ＢＯＸ

内張

４ ０ ０ ｘ ４ ０ ０

ＥＡ ＝４ ９ ０ ＣＭＨ

ＨＳ

ＢＯＸ ６ ５ ０ ｘ ６ ５ ０ ｘ ４ ０ ０

２ ， ０ ０ ０ ＬＣＬ ＃４

ＳＡ ＝１ ， ９ ２ ０ ＣＭＨ

ＧＷチャンバー

ＢＯＸ

ＨＳ Ｆ 付

ＧＷチャンバー

ＢＯＸ

ＨＳ

ＧＷチャンバー

ＢＯＸ

Ｆ 付

内張

1, 000ｘ 1, 000ｘ 500

2, 300ｘ 400ｘ 400

８ ０ ０ ｘ １ ， ２ ０ ０

ＲＡ＝４ ， ４ ５ ０ ＣＭＨ

１ ， ５ ０ ０ ｘ ２ ５ ０

Ｅ Ａ＝２ ， ２ ７ ０ ＣＭＨ

１ ， ５ ０ ０ ｘ ２ ５ ０

2, 200ｘ 300ｘ 300 1, 800ｘ 400ｘ 800

1, 800ｘ 400ｘ 800

１ ， ５ ０ ０ ＬＣＬ ＃５

ＳＡ＝６ ２ ０ ＣＭＨ

１ ， ８ ０ ０ ｘ ３ ０ ０ ｘ ３ ０ ０

ＧＷチャンバー

ＢＯＸ

１ ， ５ ０ ０ ｘ ３ ０ ０ Ｆ 付ＨＳ

ＳＡ＝１ ， ８ ６ ０ ＣＭＨ

１ ， ８ ０ ０ ｘ ４ ０ ０ ｘ ６ ０ ０

ＧＷチャンバー

ＢＯＸ

６ ０ ０ ｘ １ ５ ０

Ｅ Ａ＝３ ５ ０ ＣＭＨ

ＨＳ Ｆ 付

ＧＷ２ ５ t

ＢＯＸ

内張

８ ０ ０ ｘ ３ ０ ０ ｘ ３ ０ ０

６ ０ ０ ｘ ２ ０ ０

ＳＡ＝８ ０ ０ ＣＭＨ

ＶＨＳ

ＢＯＸ

ＧＷチャンバー

８ ０ ０ ｘ ５ ０ ０ ｘ ３ ０ ０

６ ０ ０ ｘ ３ ０ ０ＶＨＳ

ＯＡ＝８ ０ ０ ＣＭＨ

ＢＯＸ

内張 ＧＷ２ ５ t

ＲＡ＝４ ， ８ ０ ０ ＣＭＨ

３ ０ ０ ｘ ３ ０ ０

Ｅ Ａ＝４ ０ ０ ＣＭＨ

ＨＳ

ＢＯＸ

ＧＷ２ ５ t

６ ０ ０ ｘ ６ ０ ０ ｘ ３ ０ ０

内張

ＥＡ ＝４ ， ５ ９ ０ ＣＭＨ

３ ， ４ ０ ０ ｘ ５ ０ ０

ＯＡ ＝５ ， ５ ３ ０ ＣＭＨ

ＯＡ Ｇ （ 建具）

ＧＷ２ ５ t

ＢＯＸ

消音内貼

ＯＡ Ｇ

ＢＯＸ

消音内貼 ＧＷ２ ５ t

ＯＡ ＝１ ， １ ５ ０ ＣＭＨ

１ ， ０ ０ ０ ｘ ３ ５ ０（ 建具）

１ ， ０ ０ ０ ｘ ５ ０ ０ＥＡ Ｇ （ 建具）

ＥＡ ＝１ ， １ ５ ０ ＣＭＨ

ＢＯＸ

消音内貼

１ ， ３ ０ ０ ｘ ３ ０ ０ ｘ ６ ０ ０

ＧＷ２ ５ t

消音内貼

ＯＡ ＝２ ， ６ ３ ０ ＣＭＨ

ＧＷ２ ５ t

２ ， ３ ０ ０ ｘ ４ ０ ０ＯＡ Ｇ

ＢＯＸ

（ 建具）

ＧＷ２ ５ t

ＢＯＸ

消音内貼

ＥＡ ＝３ ， ４ ９ ０ ＣＭＨ

ＥＡ Ｇ （ 建具）

レターンチャンバー

１ ， ４ ０ ０ ｘ １ ， ０ ０ ０ ｘ ４ ５ ０

ＧＷ２ ５ t消音内貼

ガラスクロス押え

２ ， ０ ０ ０ ｘ ４ ５ ０

ＯＡ ＝２ ， ４ ４ ０ ＣＭＨ

ＯＡ Ｇ （ 建具）

ＧＷ２ ５ t

ＢＯＸ

消音内貼

１ ， ８ ０ ０ ｘ ４ ５ ０

サプライチャンバー

１ ， ６ ５ ０ ｘ ５ ０ ０ ｘ ６ ５ ０

ＧＷ２ ５ t

アルミ パンチング押え

消音内貼

ＳＵＳ 4, 000ｘ 500

3, 400ｘ 500ｘ 500

1, 300ｘ 300ｘ 600

防虫網付

2, 000ｘ 450ｘ 500

1, 800ｘ 450ｘ 500

2, 300ｘ 400ｘ 500

川合地区センター空調・ 屋根防水他改修工事
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Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｊ
Ｊ ’

１

Ｋ

２１

１ ／２ ００

３ ４ ５

５ ’

６ ７

７ ’

８ ９ １ ０ １ １

１ ／２０ ０

可　 　 児　 　 市　 　 役　 　 所

（ 株） 　 岐　 阜　 建　 築　 設　 備　 計　 画

縮　 尺

工事名

種　 別 屋根伏平面図（ 機器配管設備） 図面番号

印印印

屋根伏平面図（ 機器配管設備）

Ｒ５

Ｒ６

Ｒ４

冷媒液管記号

Ｒ３

Ｒ２

Ｒ１

室外内機渡り配線冷媒ガス管

R
4

R2

R2
R1

R1
R1

７

ＡＣＰＡＣＰ

２

ＡＣＰ ＡＣＰ

５ ６

ＡＣＰＡＣＰ

６ ３

ＡＣＰＡＣＰ

１ ４

ＡＣＰ ＡＣＰ

４ ３

Ｒ
1

Ｒ
1Ｒ

1

R
2

Ｒ
2

Ｒ
4

Ｒ
1

R
2

Ｒ
1

Ｒ
2

Ｒ１

冷媒配管および連絡線一覧表

注１ ． 図面記載の機器を撤去し、 新しい機器に更新する。 既設配管は再利用する（ ただし屋上露出配管の保温は改修する）

１ ０

９ ． ５ ２ φ

１ ５ ． ８ ８ φ

１ ２ ． ７ ０ φ

１ ５ ． ８ ８ φ

９ ． ５ ２ φ

１ ９ ． ０ ５ φ ３ ８ ． １ ０ φ

１ ５ ． ８ ８ φ

３ １ ． ７ ５ φ

２ ５ ． ４ ０ φ

２ ８ ． ５ ８ φ

１ ９ ． ０ ５ φ Ｖ ＣＴ ２ °ｘ ２ Ｃ

Ｖ ＣＴ ２ °ｘ ２ Ｃ

Ｖ ＣＴ ２ °ｘ ２ Ｃ

Ｖ ＣＴ ２ °ｘ ２ Ｃ

Ｖ ＣＴ ２ °ｘ ２ Ｃ

Ｖ ＣＴ ２ °ｘ ２ Ｃ

作製年月日 平成 　 　 年 　 　 月 　 　 日

5, 000 5, 000 5, 000 5, 000 2, 000 5, 000 1, 200 4, 2005, 000 5, 400 5, 400 5, 400
6
,
00

0
1
,
00

0
5
,
40

0
5
,
40

0
5
,
40

0
4
,
20

0
8
,
0
0
0

4
,
60

0
4
,
60

0
4
,
60

0
4
,
60

0
1
,
5
0
0

7
5
0 川合地区センター空調・ 屋根防水他改修工事



１

可　 　 児　 　 市　 　 役　 　 所

（ 株） 　 岐　 阜　 建　 築　 設　 備　 計　 画

印印印

図面番号種　 別

縮　 尺

工事名

１ ／５ ０

３ ４

５ ， ００ ０

３

４

５ ， ０ ００

３ホール南側機械室 ホール北側機械室

５ ， ４ ００

Ｊ Ｉ Ｇ

５ ， ４ ０ ０

Ｈホール西面南側機械室 ホール西面北側機械室

Ｒ

ドレン配管　 ４ ０Ａ

冷媒配管

木架台 １ ， ３００ ｘ ５０ ０ｘ ８０

ゴム製防振マット 取付

（ １２ ． ５φ， ２５． ７ φ）

キャンバス継手

（ ４３ ０ｘ ４ ３０）

給気ダクト

（ １， ０２ ０ ｘ ２ ５０ ）

ＡＣＰ

１ ０ ａ

給気ダクト

（ １， ０２ ０ｘ ２５ ０ ）

ゴム製防振マット 取付

１ ， ３００ ｘ ５０ ０ｘ ８０木架台

Ｒ

（ １２ ．５ φ， ２５ ． ７ φ）

冷媒配管

キャンバス継手

（ ４３ ０ｘ ４３ ０）

１ ０ａ

ＡＣＰ

給気ダクト

（ １， ０２ ０ ｘ ２ ５０ ）

ゴム製防振マット 取付

１ ， ３００ ｘ ５０ ０ｘ ８０木架台

Ｒ

（ １２ ． ５φ， ２５． ７ φ）

冷媒配管

ドレン配管　 ４０ Ａ

キャンバス継手

（ ４３ ０ｘ ４ ３０）

（ １， ０２ ０ｘ ２ ５０）

給気ダクト

木架台１ ， ３ ００ ｘ ５００ｘ ８ ０

ゴム製防振マット 取付

（ ４３ ０ｘ ４ ３０ ）

キャンバス継手

還気ダクト （ 外気、 還気混合）

（ ７５ ０ｘ ２５ ０）

Ｒ

（ １２． ５ φ， ２５ ． ７φ）

冷媒配管

ドレン配管　 ４０Ａ

ドレン配管　 ４０ Ａ

ＡＣＰ

１ ０ａ
１ ０ ａ

ＡＣＰ

ホール南側機械室側面図

ホール西面南側機械室側面図 １ ／５ ０ ホール西面北側機械室側面図３ １ ／５ ０

ホール北側機械室側面図２ １ ／５ ０

１ 階ホール機械室詳細図

１ ／５ ０

１ １

作製年月日 平成 　 　年 　 　 月 　 　 日

川合地区センター空調・ 屋根防水他改修工事



１

可　 　 児　 　 市　 　 役　 　 所

（ 株） 　 岐　 阜　 建　 築　 設　 備　 計　 画

印印印

図面番号種　 別

縮　 尺

工事名

１ ／１ ００

Ｅ

Ｆ

和室１ 和室２

料理教室

ロビー

廊下

１ ２ ３ ４ ５ ６５ ’ ７ ’ ７

機器搬出、 搬入用に取外し撤去改修

Ｄ

ＤＤ

Ｄ Ｄ

Ｒ ＲＲ Ｒ

Ｆ Ｅ

３ 更新機器更新機器４

ＡＣＰ

更新機器４

ＡＣＰ

更新機器６

ＡＣＰ ＡＣＰ

６ 更新機器

和室、 ロビー等屋根裏平面図
２ ． エアコン室内機（ 和室およびロビー系統） の更新にともない、 吹出し、 吸込みダクト （ ＧＷダクト ） および機器接続用配管の部分改修工事を行う。

１ ． 屋根裏機器撤去および新設機器搬入用開口部改修（ 排気フード、 チャンバー、 ダクト 改修）

１ /１０ ０

１ ２

作製年月日 平成 　 　年 　 　 月 　 　 日

5, 000 5, 000 5, 000 5, 000

8
,
00

0

1, 2005, 0005, 0002, 000

500ｘ 250

ＧＷダクト

ＧＷダクト
1100ｘ 350

ＧＷダクト
1100ｘ 250

ＧＷダクト

500ｘ 250

撤去後復旧

200φ， 100φ， 500ｘ 300

撤去後復旧

200φ， 100φ， 100φ

６ ００ ｘ ６ ００点検扉　

500ｘ 250

ＧＷダクト

ＧＷダクト
1100ｘ 350

ＧＷダクト
1100ｘ 250

ＧＷダクト

500ｘ 250

屋根裏平面詳細図

川合地区センター空調・ 屋根防水他改修工事



Ｅ

Ｆ

Ｇ

R2

Ｒ
1

R
2

Ｒ
1

Ｒ
2

Ｒ
1

Ｒ
1Ｒ

4

R
2

Ｒ
1

Ｒ
2

R
4

R2
R1

R1

R1

１ ／２ ００屋根伏平面図（ 改修機器配管設備）１

１

ＡＣＰ

１

ＡＣＰＡＣＰ

４

ＡＣＰ

４ ３ ６

ＡＣＰＡＣＰＡＣＰ

２ ５

ＡＣＰ

６

ＡＣＰ

３

ＡＣＰ

７

３２ ４ ６５ ５ ’ ７ ’ ８７

（ 株） 　 岐　 阜　 建　 築　 設　 備　 計　 画

可　 　 児　 　 市　 　 役　 　 所

屋根伏詳細図（ 機器配管設備）種　 別

１ ／１ ００縮　 尺

工事名

図面番号

印印印

Ｒ４

Ｒ６

Ｒ５

冷媒液管

Ｒ３

Ｒ１

Ｒ２

記号 冷媒ガス管 室外内機渡り配線

１ １ ／２ ００

ＡＣＰＡＣＰ

１

ＡＣＰＡＣＰ

４ ４

R1
R2

R1

R
4

R2
R1

３

ＡＣＰＡＣＰＡＣＰＡＣＰ

２ ５

ＡＣＰ

６ ６ ３

ＡＣＰ

７

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｒ
1

R
2Ｒ
1

Ｒ
1

Ｒ
2

R
2Ｒ
4

Ｒ
2

Ｒ
1

Ｒ
1

２ ３ ４ ５ ５ ’ ６ ７ ’ ７ ８１

冷媒配管および連絡線一覧表

Ｒ１

Ｒ５

Ｒ６

Ｒ３

Ｒ４

Ｒ２

冷媒配管および連絡線一覧表

記号 冷媒液管 室外内機渡り配線冷媒ガス管

屋根伏平面図（ 現況機器配管設備） 注 １ ． 本図記載の既設機器を撤去する。 既設配管は再利用する。 ただし、 屋上露出配管の保温は撤去。

注 １ ． 本図記載の機器に更新する。 既設配管は再利用する。 ただし、 屋上露出配管の保温は改修。

１ ３

作製年月日 平成 　 　年 　 　月 　 　 日

９ ． ５ ２ φ

１ ５ ． ８ ８ φ

１ ５ ． ８ ８ φ

１ ２ ． ７ ０ φ

９ ． ５ ２ φ

１ ９ ． ０ ５ φ ３ ８ ． １ ０ φ

１ ５ ． ８ ８ φ

３ １ ． ７ ５ φ

２ ５ ． ４ ０ φ

１ ９ ． ０ ５ φ

２ ８ ． ５ ８ φ

ＶＣＴ ２ °ｘ ２ Ｃ

ＶＣＴ ２ °ｘ ２ Ｃ

ＶＣＴ ２ °ｘ ２ Ｃ

ＶＣＴ ２ °ｘ ２ Ｃ

ＶＣＴ ２ °ｘ ２ Ｃ

ＶＣＴ ２ °ｘ ２ Ｃ

９ ． ５ ２ φ

１ ５ ． ８ ８ φ

１ ２ ． ７ ０ φ

１ ５ ． ８ ８ φ

９ ． ５ ２ φ

１ ９ ． ０ ５ φ

１ ５ ． ８ ８ φ

３ ８ ． １ ０ φ

３ １ ． ７ ５ φ

２ ５ ． ４ ０ φ

２ ８ ． ５ ８ φ

ＶＣＴ ２ °ｘ ２ Ｃ

ＶＣＴ ２ °ｘ ２ Ｃ

ＶＣＴ ２ °ｘ ２ Ｃ

ＶＣＴ ２ °ｘ ２ Ｃ

ＶＣＴ ２ °ｘ ２ Ｃ

ＶＣＴ ２ °ｘ ２ Ｃ

１ ９ ． ０ ５ φ

5, 000 5, 000 5, 000 5, 000 5, 000 5, 000 1, 200 4, 2002, 000

4
,
20

0
8
,
00

0
4
,
20

0
8
,
00

0

5, 000 5, 000 5, 000 5, 000 2, 000 5, 000 5, 000 4, 2001, 200

川合地区センター空調・ 屋根防水他改修工事



既設 撤去

収蔵庫

考古資料室

記号

Ｒ４

Ｒ６

Ｒ５

冷媒液管

Ｒ３

Ｒ２

Ｒ１

記号 室外内機渡り配線冷媒ガス管

考古資料館系統室外機置場平面図（ 現況）５

９８

既設 撤去既設 撤去

ＡＣＰ ＡＣＰ

９８

撤去動力負荷および配管配線

既設 撤去

ＡＣＰ ＡＣＰ

Ｒ
６
Ｒ

３

Ａ

１ ／１ ００

5, 400

９ １ ０

１ １

ＣＶＴ ６０°　 Ｅ２２°ＨＩ （ ５４ ）

Ｐ
回路

Ｒ
６
Ｒ

３

考古資料館系統室外機置場平面図（ 動力現況）

5, 400既設 キュービクルより
９

６

１ ０

１ ／１０ ０

（ 株） 　 岐　 阜　 建　 築　 設　 備　 計　 画

可　 　 児　 　 市　 　 役　 　 所
冷媒ガス管

Ｒ５

Ｒ６

Ｒ４

冷媒液管記号

Ｒ２

Ｒ３

Ｒ１

縮　 尺

室外内機渡り配線

種　 別

工事名

１ ／１ ００

印印印

屋外 室外機置場平面図 図面番号 １ ４

ホール系統室外機置場平面図（ 動力現況）

5
,
4
0
0

ｘ ２台

Ｒ
３

Ｒ３

１ ０

撤去

ＡＣＰ

動力負荷および配管配線 撤去

Ｉ

Ｒ
３

Ｒ３

１ ／１ ００

Ａ

既設 撤去

ホール系統室外機置場平面図（ 現況）７

１ ０

Ｊ

１ ０

８

5
,
4
0
0

ｘ ２台
１ ０

Ｉ

撤去

ＡＣＰ

Ｊ

回路

既設

１ ０

Ｐ

１ ／１ ００

Ｒ３

Ｒ５

Ｒ６

Ｒ４

冷媒液管

Ｒ２

Ｒ１

記号 室外内機渡り配線冷媒ガス管

ケーブル 保護管

ＡＣＰ

８

新設 

ＡＣＰ

９

新設 

動力負荷および配管配線 改修

ＡＣＰ

８

ＡＣＰ

９

考古資料館系統室外機置場平面図（ 改修）１

Ｒ
６
Ｒ

３

１ ０

１ ／１ ００

5, 400

９ １ ０

回路
Ｐ

Ｒ
６
Ｒ

３

考古資料館系統室外機置場平面図（ 動力改修）

5, 400
既設

１ １

９

２

１ ０

１ ／１０ ０

冷媒ガス管

Ｒ３

Ｒ６

Ｒ５

Ｒ４

Ｒ２

冷媒液管記号

Ｒ１

室外内機渡り配線

動力負荷および配管配線 改修

ｘ ２台

Ｒ
３

Ｒ３

１ ０

5
,
4
0
0

ＡＣＰ

新設 

Ｉ

Ｒ
３

Ｒ３

Ｉ

ｘ ２台
１ ０

5
,
4
0
0

ＡＣＰ

新設 

ホール系統室外機置場平面図（ 動力改修）１ ／１ ００

１ ０

新設 

ホール系統室外機置場平面図（ 改修）３

１ ０

新設 

Ｊ

１ ０

４

Ｊ

回路

既設

Ｐ

１ ０

１ ／１ ００

９ ． ５ ２ φ

１ ５ ． ８ ８ φ

１ ２ ． ７ ０ φ

１ ５ ． ８ ８ φ

９ ． ５ ２ φ

３ ８ ． １ ０ φ

１ ５ ． ８ ８ φ

３ １ ． ７ ５ φ

１ ９ ． ０ ５ φ

２ ５ ． ４ ０ φ

２ ８ ． ５ ８ φ

１ ９ ． ０ ５ φ Ｖ ＣＴ ２ °ｘ ２ Ｃ

Ｖ ＣＴ ２ °ｘ ２ Ｃ

Ｖ ＣＴ ２ °ｘ ２ Ｃ

Ｖ ＣＴ ２ °ｘ ２ Ｃ

Ｖ ＣＴ ２ °ｘ ２ Ｃ

Ｖ ＣＴ ２ °ｘ ２ Ｃ

９ ． ５ ２ φ

１ ５ ． ８ ８ φ

１ ５ ． ８ ８ φ

１ ２ ． ７ ０ φ

９ ． ５ ２ φ

１ ９ ． ０ ５ φ ３ ８ ． １ ０ φ

１ ５ ． ８ ８ φ

３ １ ． ７ ５ φ

２ ５ ． ４ ０ φ

２ ８ ． ５ ８ φ

１ ９ ． ０ ５ φ Ｖ ＣＴ ２ °ｘ ２ Ｃ

Ｖ ＣＴ ２ °ｘ ２ Ｃ

Ｖ ＣＴ ２ °ｘ ２ Ｃ

Ｖ ＣＴ ２ °ｘ ２ Ｃ

Ｖ ＣＴ ２ °ｘ ２ Ｃ

Ｖ ＣＴ ２ °ｘ ２ Ｃ

９ ． ５ ２ φ

１ ５ ． ８ ８ φ

１ ２ ． ７ ０ φ

９ ． ５ ２ φ

１ ５ ． ８ ８ φ

１ ９ ． ０ ５ φ

１ ５ ． ８ ８ φ

３ ８ ． １ ０ φ

３ １ ． ７ ５ φ

２ ５ ． ４ ０ φ

２ ８ ． ５ ８ φ

１ ９ ． ０ ５ φ Ｖ ＣＴ ２ °ｘ ２ Ｃ

Ｖ ＣＴ ２ °ｘ ２ Ｃ

Ｖ ＣＴ ２ °ｘ ２ Ｃ

Ｖ ＣＴ ２ °ｘ ２ Ｃ

Ｖ ＣＴ ２ °ｘ ２ Ｃ

Ｖ ＣＴ ２ °ｘ ２ Ｃ

９ ． ５ ２ φ

１ ５ ． ８ ８ φ

１ ２ ． ７ ０ φ

９ ． ５ ２ φ

１ ５ ． ８ ８ φ

１ ９ ． ０ ５ φ ３ ８ ． １ ０ φ

１ ５ ． ８ ８ φ

３ １ ． ７ ５ φ

２ ５ ． ４ ０ φ

２ ８ ． ５ ８ φ

１ ９ ． ０ ５ φ Ｖ ＣＴ ２ °ｘ ２ Ｃ

Ｖ ＣＴ ２ °ｘ ２ Ｃ

Ｖ ＣＴ ２ °ｘ ２ Ｃ

Ｖ ＣＴ ２ °ｘ ２ Ｃ

Ｖ ＣＴ ２ °ｘ ２ Ｃ

Ｖ ＣＴ ２ °ｘ ２ Ｃ

１６． ８２

　 ６． ３２ Ｅ５． ５

Ｅ１４ °ＣＥＴ ３８ °

ＣＥ８ °-３ Ｃ ＰＥ（ ２８ ）

ＰＥ（ ４２ ）

空調機器名称 電気容量

ＡＣＰ-８

ＡＣＰ-９ 記号 空調機器名称

ホール

電気容量

１２． ８９

ケーブル

ＣＥＴ ２２°

保護管

ＰＥ（ ３６ ）Ｅ８°

ＡＣＰ-８

ＡＣＰ-９

考古資料室

収蔵庫

２２． ４８

　 ８． １３

ＣＶ３ ８°-３ Ｃ

ＣＶ８ °-３ Ｃ Ｅ５ ． ５

Ｅ１４ ° ＨＩ （ ４２ ）

ＨＩ （ ３６ ）

電気容量空調機器名称記号 ｋ Ｗ ケーブル 保護管

ｋ Ｗ

ｋ Ｗ

ホール

空調機器名称

１８． ８０

ケーブル 保護管

ＨＩ （ ４２ ）Ｅ１４ °ＣＶ３ ８°-３ Ｃ

ｋ Ｗ電気容量記号

ＡＣＰ-10

ＡＣＰ-10

作製年月日 平成 　 　 年 　 　 月 　 　 日

ＣＶＴ ６ ０ °　 Ｅ ２ ２ °ＨＩ （ ５ ４ ）

. ＣＶＴ １０ ０ °　 Ｅ２ ２°ＨＩ （ ８４ ）

ＣＶＴ １０ ０ °　 Ｅ２ ２°ＨＩ （ ８４ ）

Ｐ－１１ Ｐ－１ １

Ｐ－１ ０

Ｐ－１０

Ｐ－１０

Ｐ－１ ０

Ｐ－１ １Ｐ－１ １

川合地区センター空調・ 屋根防水他改修工事



冷媒液管

Ｅ

4
,
2
0
0

8
,
0
0
0

Ｆ

Ｇ

R2

R
4

R2
R1

R1

R1

１ ／１ ００屋上屋根平面図（ 動力幹線改修）１

１

ＡＣＰ

１

ＡＣＰＡＣＰ

４

ＡＣＰ

４ ３ ６

ＡＣＰＡＣＰＡＣＰ

２ ５

ＡＣＰ

６

ＡＣＰ

３

ＡＣＰ

７

３２

5, 000 5, 000

４

5, 000 5, 000 1, 200

６５

5, 0002, 000 5, 000

５ ’ ７ ’ ８７

4, 200

（ 株） 　 岐　 阜　 建　 築　 設　 備　 計　 画

可　 　 児　 　 市　 　 役　 　 所

屋根伏平面図（ 動力幹線）種　 別

１ ／１ ００縮　 尺

工事名

図面番号

印印印

Ｒ４

Ｒ６

Ｒ５

Ｒ３

Ｒ１

Ｒ２

２ １ ／１ ００

ＡＣＰ

5, 000

8
,
0
0
0

4
,
2
0
0

5, 000 5, 000

ＡＣＰ

１

ＡＣＰＡＣＰ

４ ４

R1
R2

R1

R
4

R2
R1

4, 200

３

5, 000 2, 000

ＡＣＰ

5, 000

ＡＣＰＡＣＰＡＣＰ

２ ５

5, 000

ＡＣＰ

６ ６ ３

1, 200

ＡＣＰ

７

Ｅ

Ｆ

Ｇ

２ ３ ４ ５ ５ ’ ６ ７ ’ ７ ８１

動力負荷および配管配線 撤去

動力負荷および配管配線 新設

撤去

Ｆ Ｊ －（ ７６ ） ｘ ２

撤去

Ａ

Ａ

Ａ
Ｅ１ ４°

Ｅ１ ４°

Ａ

撤去

撤去

再利用

幹線ボックス内端末処理接続

屋上屋根平面図（ 動力幹線現況）

撤去

新設

１ ５

作製年月日 平成 　 　年 　 　月 　 　 日

ＣＥ Ｔ １ ０ ０ °Ｅ ３ ８ °

ＣＶ Ｔ １ ０ ０ °Ｅ ３ ８ °

ＣＶ Ｔ １ ０ ０ ° Ｅ３ ８ °

Ｐ －２ ０

Ｐ Ｅ（ ７ ０ ） 　 ｘ ２

（ ７ ５ ） 　 　 ｘ ２

ＶＥ （ ７ ０ ） 　 ｘ ２

ＡＣＰ-１

ＡＣＰ-４

ＡＣＰ-３

ＡＣＰ-４

ＡＣＰ-５

ＡＣＰ-６

ＡＣＰ-６

ＡＣＰ-２

ＡＣＰ-３

ＡＣＰ-７ 事務室

エント ランス

会議、 研修室

ロビー

ロビー

料理教室

エント ランス

和　 室

和　 室

ステージ １ ０ ． ４ ０

　 ２． ６ ３

　 ２． ６ ３

　 ８． ４ ４

　 ８． ４ ４

　 ２． ６ ３

　 ２． ６ ３

１ ２． ８ ９

　 ８． ４ ４

　 ４． ４ ３

Ｅ８

Ｅ２． ０

Ｅ２． ０

Ｅ８

Ｅ８

Ｅ２． ０

Ｅ２． ０

Ｅ１４ °

Ｅ８

Ｅ２． ０ ＰＥ（ ２２ ）

ＰＥ（ ２８ ）

ＰＥ（ ３６ ）

ＰＥ（ ２２ ）

ＰＥ（ ２２ ）

ＰＥ（ ２８ ）

ＰＥ（ ２８ ）

ＰＥ（ ２２ ）

ＰＥ（ ２２ ）

ＰＥ（ ２８ ）

ｋ Ｗ電気容量空調機器名称 ケーブル 保護管記号

ＡＣＰ-４

ＡＣＰ-５

ＡＣＰ-３

ＡＣＰ-４

ＡＣＰ-６

ＡＣＰ-６

ＡＣＰ-２

ＡＣＰ-７ 事務室

ＡＣＰ-３

会議、 研修室

ロビー

ロビー

エント ランス

和　 室

和　 室

料理教室

エント ランス

ステージＡＣＰ-１

電気容量 ｋ Ｗ

１ １． ０ ２

　 ４． ５ ５

　 ４． ５ ５

１ １． ２

１ １． ２

　 ４． ５ ５

　 ４． ５ ５

１ ８． ３ ７

１ １． ２

　 ５． ４ ４

Ｅ８

Ｅ２． ０

Ｅ２． ０

Ｅ８

Ｅ８

Ｅ２． ０

Ｅ２． ０

Ｅ１４ °

Ｅ８

Ｅ２． ０ ＨＩ （ ２ ８ ）

ＨＩ （ ３６ ）

ＨＩ （ ４２ ）

ＨＩ （ ２８ ）

ＨＩ （ ２８ ）

ＨＩ （ ３６ ）

ＨＩ （ ３６ ）

ＨＩ （ ２８ ）

ＨＩ （ ２８ ）

ＨＩ （ ３６ ）

保護管ケーブル空調機器名称記号

９ ． ５ ２ φ

１ ５ ． ８ ８ φ

１ ２ ． ７ ０ φ

１ ５ ． ８ ８ φ

９ ． ５ ２ φ

１ ９ ． ０ ５ φ ３ ８ ． １ ０ φ

１ ５ ． ８ ８ φ

２ ５ ． ４ ０ φ

１ ９ ． ０ ５ φ

３ １ ． ７ ５ φ

２ ８ ． ５ ８ φ ＶＣＴ ２ °ｘ ２ Ｃ

ＶＣＴ ２ °ｘ ２ Ｃ

ＶＣＴ ２ °ｘ ２ Ｃ

ＶＣＴ ２ °ｘ ２ Ｃ

ＶＣＴ ２ °ｘ ２ Ｃ

ＶＣＴ ２ °ｘ ２ Ｃ

室外内機渡り配線冷媒ガス管記号

ＣＶ ３ ８ °－３ Ｃ

ＣＶ １ ４ °-3Ｃ

ＣＶ ５ ． ５ °－３ Ｃ

ＣＶ １ ４ °－３ Ｃ

ＣＶ ５ ． ５ °－３ Ｃ

ＣＶ ５ ． ５ °－３ Ｃ

Ｅ ８ °

Ｅ １ ４ °

ＣＶ ５ ． ５ °-３ Ｃ

ＣＶ １ ４ °-３ Ｃ

ＣＶ ５ ． ５ °-３ Ｃ

ＣＶ １ ４ °-３ Ｃ

ＣＶ １ ４ °-３ Ｃ

ＣＶ ５ ． ５ °-３ Ｃ

ＣＶ ５ ． ５ °-３ Ｃ

ＣＶ ３ ８ °-３ Ｃ

ＣＶ １ ４ °-３ Ｃ

ＣＶ ５ ． ５ °-３ Ｃ

ＣＥ Ｔ １ ４ °

ＣＥ ５ ． ５ °-３ Ｃ

ＣＥ ５ ． ５ °-３ Ｃ

ＣＥ Ｔ １ ４ °

ＣＥ Ｔ １ ４ °

ＣＥ ５ ． ５ °-３ Ｃ

ＣＥ ５ ． ５ °-３ Ｃ

ＣＥ Ｔ ２ ２ °

ＣＥ Ｔ １ ４ °

ＣＥ ５ ． ５ °-３ Ｃ

ＶＥ （ ７ ０ ）

ＶＥ （ ７ ０ ）

ＰＥ （ ７ ０ ）

ＰＥ （ ７ ０ ）

ＣＥ ５ ． ５ °－３ Ｃ

ＣＥ Ｔ １ ４ °

ＣＥ Ｔ ２ ２ °

ＣＥ Ｔ １ ４ °

ＣＥ ５ ． ５ °－３ Ｃ

ＣＥ ５ ． ５ °－３ Ｃ

Ｐ ． Ｂ
５ ０ ０ ｘ ５ ０ ０ ｘ ３ ０ ０

ＳＵＳ ＷＰ

ＷＰＳＵＳＰ． Ｂ
４ ０ ０ ｘ ４ ０ ０ ｘ ２ ０ ０

５ ０ ０ ｘ ５ ０ ０ ｘ ３ ０ ０
Ｐ． Ｂ

Ｖ Ｅ
３ ５ ０ ｘ ３ ５ ０ ｘ ２ ０ ０

ＷＰＰ ． Ｂ

Ｐ －２ ０

川合地区センター空調・ 屋根防水他改修工事



１

可　 　 児　 　 市　 　 役　 　 所

（ 株） 　 岐　 阜　 建　 築　 設　 備　 計　 画

印印印

図面番号種　 別

縮　 尺

工事名

―新設動力盤結線図

動力盤改修図

―

盤　 名　 称

幹線

備考

ＳＵＳ

ＷＰ

１ ０

Ｐ
１

１

１

ＳＵＳ

ＷＰ
Ｐ

１ １

ＳＵＳ

ＷＰ
Ｐ

２ ０

Ｂ

Ｐ

２ １

３

３

３

３

３

　 ５０

結線図

２ １

Ｐ

ＷＰ

ＳＵＳ
Ｐ

２ ０

ＳＵＳ

ＷＰ
Ｐ

１ １

１ ００ °

記号

４ ０． ７ＳＵＳ

ＷＰ
Ｐ

１ ０

盤　 名　 称

配線用遮断器電圧計表示灯

主　 　 幹

台数負　 荷　 名　 称負荷記号
電圧相数ｋ Ｗ

容量 電気方式

結線図極数種別

配線用遮断器

ＡＦ ＡＴ

保護

リレー （ μＦ ）

コンデンサー

制御図

展開図 備考

既設動力盤結線図（ 撤去）１ ―

Ａ 電源供給

負荷 負荷

電源供給Ｂ

（ 電流計付）

既設

既設

既設

既設

１ ６

注１ ． 盤下部に配線接続用スペース（ 配線ダクト 　 ３０ ０ ｍｍＨ取付け）

A

総容量 Ｎｏ 電圧計 表示灯 結線図 相数

電気方式
台数

電圧 種別 極数 ＡＦ ＡＴ

配線用遮断器 保護

リレー 結線図

展開図

制御図 （ μＦ ）

コンデンサー
負　 荷　名　 称負荷記号

容量

ｋ Ｗ

主　 　 幹

記号 （ ｋ Ｗ） 幹線ｻｲｽ゙ 配線用遮断器

Ｐ-１ ０

Ｐ-１ １

Ｐ-２ ０ Ｐ-２ ０

Ｐ-１ １

Ｐ-１ ０

１ ２． ８９

１ ２． ８９

　 ８． １

３

３

３ ２０ ０

２ ００

２ ００ ＥＬ Ｂ

ＥＬ Ｂ

ＭＣＢ ３

３

３ １ ００

１ ００ 　 ７ ５

　 ７５

　 ５０　 ５０

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｌ -１ ０

ＡＣＰ-１ ０

ＡＣＰ-１ ０

ＡＣＰ-８

ＡＣＰ-９ 空調機

空調機

空調機

空調機

送り

１ ６． ４２

　 　 ６ ． ３３ ３

３ ２０ ０

２ ００ ＥＬ Ｂ１

１ ＥＬ Ｂ

３

３ １ ００

　 ５０

１００

　 ５０

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ３０５ ０

５０

７５

５ ０ ３０

３０５ ０３

３

３

３

３

３ 　 ５０

５ ０

５ ０

５ ０

５ ０ ５０

５０

３０

３０

　 ５０ＥＬ Ｂ

ＥＬ Ｂ

ＥＬ Ｂ

２ ００

２ ００

　 ８． ４４

３

３

３

３

３

２ ００

２ ００

２ ００

２ ００

２ ００

２ ００

２ ００

２ ００ １

１

１

１

１ ＥＬ Ｂ

ＥＬ Ｂ

ＥＬ Ｂ

ＥＬ Ｂ

ＥＬ Ｂ ３

３

３

３

１ ００

ＥＬ Ｂ

ＥＬ Ｂ

１

１

１

１

１　 ８． ４４

１ ０． ４０

　 ２． ６３

　 ２． ６３

２． ６ ３

　 ２． ６３

１ ２． ８９

　 ８． ４４

４ ．４ ３空調機

空調機

空調機

空調機

空調機

空調機

空調機

空調機

空調機

空調機ＡＣＰ-１

ＡＣＰ-４

ＡＣＰ-４

ＡＣＰ-３

ＡＣＰ-５

ＡＣＰ-６

ＡＣＰ-６

ＡＣＰ-２

ＡＣＰ-３

ＡＣＰ-７

ＡＣＰ-１ ０

ＡＣＰ-１ ０

空調機

空調機

　 ８． １送りＬ -１０

１ ８．８

１ ８．８

３

３

３ ２ ０ ０

２ ００

２ ００ １

１

１ ＥＬ Ｂ

ＥＬ Ｂ

ＭＣＢ ３

３

３ ２２ ５

２ ２５ １２ ５

１ ２５

Ｂ

Ｂ

Ａ　 ５０　 ５０

ＡＣＰ-８ 空調機

空調機ＡＣＰ-９

２ ２． ４８

　 　 ８ ． １３ ３

３ ２ ０ ０

２ ００ １

１ ＥＬ Ｂ

ＥＬ Ｂ ３

３ ２２ ５

　 ５０ 　 ５ ０

１ ２５ Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

７ ５

３ ０

３ ０

　 ７５

７ ５

Ｂ１ ００

１ ００

５ ０

１ ００３

５ ０３

３

３

３１

ＥＬ Ｂ

ＥＬ Ｂ

ＥＬ Ｂ

ＥＬ Ｂ

ＥＬ Ｂ１

１

１

１

２ ００

２ ００

２ ００

２ ００

２ ００３

３

３

３

３１ １． ２

１ １． ２

　 ４． ５５

　 ４． ５５

１ １． ０２空調機

空調機

空調機

空調機

空調機ＡＣＰ-５

ＡＣＰ-３

ＡＣＰ-４

ＡＣＰ-４

ＡＣＰ-１

ＡＣＰ-６

ＡＣＰ-５

ＡＣＰ-２

ＡＣＰ-３

ＡＣＰ-７ 空調機

空調機

空調機

空調機

空調機 ４ ． ５５

１１． ２

１ ８． ３７

１１． ２

５ ． ４ ４ ２０ ０

２ ００

２ ００

２ ００

２ ００３

３

３

３

３ １

１

１

１

１ ＥＬ Ｂ

ＥＬ Ｂ

ＥＬ Ｂ

ＥＬ Ｂ

ＥＬ Ｂ ３

３

３

３

３ ５ ０

１ ００

２ ２５

１ ００

５ ０ ３０

７ ５

１ ２５

７ ５

３ ０ Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

５ ０． ７６

４ ２． ５４

３０． ６１

１００ °

１００ °

　 ６０ °

３ ３． ８８

２ ２． ７５

３ ２． ５４

３ １． ０２ １０ ０ °

１００ °

　 ６０ °

１００ °

作製年月日 平成 　 　年 　 　 月 　 　 日

川合地区センター空調・ 屋根防水他改修工事

総容量
（ ｋ Ｗ）

幹線
Ｎｏ

幹線ｻｲｽ゙



Ｂ

Ａ

Ｃ

Ｄ

４

ＡＣＰ ＡＣＰ

４

Ｅ

Ｆ

Ｇ

和室１ 和室２

物置

収蔵庫

ＡＣＰ ＡＣＰ

８ ９

９

ＡＣＰ
ツイン

ＡＣＰ

５

ツイン

６

ＡＣＰ

ＡＣＰ

８ａ
×２

６

ＡＣＰ

風除室

エント ランス

サブ

料理教室

倉庫

廊下

ロビー

考古資料室
ＡＣＰ

８ ａ
×２

風除室

書庫

集中リモコン

事務室 応接室

エント ランスホール

ＡＣＰ

７ ａ
×２

ＡＣＰ

３

ツイン
×２

ホール

Ｊ ’

１

Ｈ

Ｉ

ＡＣＰ
ツイン

ステージ

Ｊ

Ｋ

ピロティ ―

１

１ 階平面図（ 計装）１

３２

１ ／２ ０ ０

２ ｃ

湯沸室

器具庫

研修室１

倉庫

ＡＣＰ

１ ０ａ
×４ ×２

１ ０

ＡＣＰ

ＡＣＰ
×２

２ ａ ２ ｂ

研修室２ 会議室

ＡＣＰ
×２

ＡＣＰ

５４

５ ’

７ ８６

７ ’

１ ０９ １ １

Ａ

Ｂ

１ 階平面、 屋根伏図（ 計装）

（ 株） 　 岐　 阜　 建　 築　 設　 備　 計　 画

可　 　 児　 　 市　 　 役　 　 所

縮　 尺 １ ／２ ００

工事名

種　 別

印印印

１ ７図面番号

Ｅ

Ｃ

Ｄ

Ｆ

Ｇ

ＡＣＰ

Ｈ

Ｉ

ＡＣＰＡＣＰ

１ ４ ４

Ｊ ’
Ｊ

Ｋ

ＡＣＰ

３

ＡＣＰ

２

ＡＣＰ

５ ６

ＡＣＰＡＣＰ

６

ＡＣＰ

３

ＡＣＰ

７

３

屋根伏図（ 計装）２

１ ２

１ ／２ ００

４ ５ ６ ７

５ ’ ７ ’

作製年月日 平成 　 　 年 　 　 月 　 　 日

ＣＥ ＥＳ１ ． ２ ５ °－３ Ｃ

手元リモコン

集中リモコン

保護管　 ＰＦ ２ ２

注１ ． ｹー ﾌ゙ ﾙは、 天井ｺﾛｶ゙ ｼとし、 壁立下り部は既設保護管を再利用。

　 ２ ． 既設ｹー ﾌ゙ ﾙ（ ＣＶ Ｖ Ｓ１ ． ２ ５ °‐ ３ Ｃ） は撤去。

　 ３ ． 室外機間の渡り連絡ｹー ﾌ゙ ﾙ（ 冷媒管に取付） は既設再利用。
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川合地区センター空調・ 屋根防水他改修工事



１

可　 　 児　 　 市　 　 役　 　 所

（ 株） 　 岐　 阜　 建　 築　 設　 備　 計　 画

印印印

図面番号種　 別

縮　 尺

工事名

１ ／２ ００

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｈ

Ｇ

Ｉ

Ｊ ’
Ｊ

Ｋ

天井伏図

１ ／２ ０ ０

風除室エント ランスホール廊下

和室２和室１

物置

料理教室

風除室

エント ランス

サブ

考古資料室

収蔵庫

事務室 応接室

書庫

ステージ

倉庫

ホール

ピロティ ―

倉庫

湯沸室

器具庫

研修室１

１ ２ ３ ４ ５ ６

５ ’

７

７ ’

８

研修室２
会議室

９ １ ０ １ １

ロビー

記号

１

天井仕上

ＰＢ下地 t＝９． ５岩綿吸音板貼

t＝９． ５ＰＢ下地 岩綿吸音板貼２

３ t＝９． ５ＰＢ下地 ビニルクロス貼

４ t＝９ ． ５化粧石膏ボード貼

５ t＝１ ４硬質木毛セメント 板（ リブ）

６ 合板型枠打放し

７ t＝６珪酸カルシュウム板 目スカシ貼

８ フッ素鋼板パネル

キューブ

ＡＥＰ吹付

屋内用吹付け仕上

天井伏図

１

２

２

１

３

６

６

７

４

４

３ ３ ３

３

７ ７

１ １

３

７

１

６

４ 杉板 ４ 杉板

４
３ ３ 踏込水屋

３ ３

７

１

４

７
１

３

３ ３

３

３

１

１

１ １

１ ２

２

２

７

７

４

３

４湯沸室
４

７

７

ＡＣＰ-４ 　 室内機　

屋根裏スラブ上部に設置

屋根裏スラブ上部に設置

ＡＣＰ-４ 　 室内機　

屋根裏スラブ上部に設置

ＡＣＰ-６ 　 室内機　

凡例

天井吊カセット 型室内機を示す

天井改修範囲を示す

１ ８

空調・ 換気設備機器更新にともなう既設天井取付器具の

取外し再取付は下記による｡

会議室　

１ 個

１ 個

２ 個

２ 個

１ 個

３ 個

２ 個

１ １個

２ 個

４ 個

３ 個

考古資料室

２ ７個

１ 個

２ 個

注１． クロス貼仕上の天井（ 会議室および考古資料室） は仕上げ材の全面改修を施工のこと。

作製年月日 平成 　 　年 　 　 月 　 　 日
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照明器具： 埋込形 Ｆ ＰＬ ９ ６ Ｗｘ ４

照明器具： 非常照明埋込形 Ｊ １ ３ Ｗ

スピーカー： 天井埋込形

火災感知器（ ｽﾎ゚ ｯﾄ、 定温）

吹出口： ＣＬ #５ 　 １ , ５ ０ ０Ｌ

吸込口： ＨＳ－１ , ５ ０ ０ ｘ ３ ０ ０

照明器具： ダウンライト  Ｆ ＰＬ ２ ７ Ｗ

照明器具： 非常照明埋込形 Ｊ １ ３ Ｗ

スピーカー： 天井埋込形

火災感知器（ ｽﾎ゚ ｯﾄ、 定温）

吹出口： ＶＨＳ－６ ０ ０ ｘ ３ ０ ０

吹出口： ＶＨＳ－６ ０ ０ ｘ ２ ０ ０

吸込口： ＨＳ　 －３ ０ ０ ｘ ３ ０ ０

アルミ ルーﾊ゙ ：ー ２ , ５ ０ ０ ｘ ５ ０ ０

川合地区センター空調・ 屋根防水他改修工事



工事名称 図面番号

図面名

可児市役所 川合地区センター空調・屋根防水他改修工事

19建設部施設住宅課 屋根伏せ図(防水改修)

①

a

③

④

13.5m

5.2m

1.65m

4.65m

4.8m
1.65m

4.05m

4.55m
1.97m

1.97m

5.4m

4.05m

脱気筒設置 4か所
改修用ドレン設置 縦φ100 4か所

脱気筒設置 2か所
改修用ドレン設置 縦φ100 1か所

脱気筒設置 1か所
改修用ドレン設置 縦φ100 1か所

脱気筒設置 1か所
改修用ドレン設置 縦φ100 1か所

・既存アスファルト防水不具合部補修

・高圧洗浄

・アスファルト活性剤塗布(平場のみ)
・平場： ウレタン塗膜防水 X-1
・立上り：ウレタン塗膜防水 X-2
・配管用ブロック撤去・再取付け

②

a´

ｂ

b´

ｃ´ｃ

ｄ´ｄ

e

e´

g

g

f´f

(ア)

(イ)

（エ）（ウ）



250

400

250

600

800

600

a-a´

4,050

b-b´

4,050

c-c´

4,050 1,970

(ア)、(イ)

350

350

1,7004,050

350 150

図面番号

図面名

年月日

縮尺

工事名称

1/30

1,4
00

200

7,500

200
1,4

00

(ウ) 

(エ) 

1/30、60

d-d´

4,800

防水層端部シーリング撤去

防水層端部シーリング撤去

防水層端部シーリング撤去
防水層端部シーリング撤去

防水層端部シーリング撤去

既存瓦、アルミ笠木撤去・復旧
押え金物撤去

1,300

川合地区センター空調・屋根防水他改修工事

現況屋上断面図、設備基礎
２０

押え金物撤去
既存瓦、アルミ笠木撤去・復旧

立上がり既存防水層撤去 300

350 350

5,200

300

e-e´

立上がり既存防水層撤去

押え金物撤去
既存アルミ笠木撤去・復旧

既存アルミ笠木撤去・復旧
押え金物撤去

300

300 300

1,650

立上がり既存防水層撤去

立上がり既存防水層撤去

f-f´

300

1,650

300 300

立上がり既存防水層撤去

立上がり既存防水層撤去

既存アルミ笠木撤去・復旧
押え金物撤去

g-g´

防水層端部シーリング撤去

防水層端部シーリング撤去

1,700

600



c-c´
ウレタン塗膜防水X-1
アスファルト活性剤塗布
既存アスファルト防水不具合部補修

図面番号

図面名

年月日

縮尺

工事名称

1/30

1,4
00

200

7,500

200
1,4

00

(ウ) 

(エ) 

1/30、60

d-d´

4,800

既存瓦、アルミ笠木撤去・復旧

150350

4,050 1,700

350

350

(ア)、(イ)

1,9704,050

4,050

b-b´

4,050

a-a´

600

800

600

500

400

250

防水層端部シーリング打ち

樹脂モルタル塗り

ウレタン塗膜防水X-2

樹脂モルタル塗り(2回)

既存アスファルト防水不具合部補修
アスファルト活性剤塗布
ウレタン塗膜防水X-1

防水層端部シーリング打ち

樹脂モルタル塗り

ウレタン塗膜防水X-2

樹脂モルタル塗り(2回)

防水層端部シーリング打ち

樹脂モルタル塗り

ウレタン塗膜防水X-2

樹脂モルタル塗り(2回)

既存アスファルト防水不具合部補修
アスファルト活性剤塗布
ウレタン塗膜防水X-1 防水層端部シーリング打ち

樹脂モルタル塗り

ウレタン塗膜防水X-2

樹脂モルタル塗り(2回)

防水層端部シーリング打ち

樹脂モルタル塗り

ウレタン塗膜防水X-2

樹脂モルタル塗り(2回)

既存アスファルト防水不具合部補修
アスファルト活性剤塗布
ウレタン塗膜防水X-1

ウレタン塗膜防水X-2

樹脂モルタル塗り樹脂モルタル塗り(2回)

ウレタン塗膜防水X-1
アスファルト活性剤塗布
既存アスファルト防水不具合部補修

ウレタン塗膜防水X-2

樹脂モルタル塗り

ウレタン塗膜防水X-2

樹脂モルタル塗り

ウレタン塗膜防水X-2

樹脂モルタル塗り

ウレタン塗膜防水X-2

防水層端部シーリング打ち

樹脂モルタル塗り樹脂モルタル塗り(2回)

1,300

川合地区センター空調・屋根防水他改修工事

改修屋上断面図、設備基礎

２１

300

350 350

5,200

300

ウレタン塗膜防水X-1
アスファルト活性剤塗布
既存アスファルト防水不具合部補修

ウレタン塗膜防水X-2

樹脂モルタル塗り

ウレタン塗膜防水X-2

樹脂モルタル塗り

300 300

300

ウレタン塗膜防水X-1
アスファルト活性剤塗布
既存アスファルト防水不具合部補修

ウレタン塗膜防水X-2

樹脂モルタル塗り

ウレタン塗膜防水X-2

樹脂モルタル塗り

1,650

f-f´e-e´

300 300

300

1,650

ウレタン塗膜防水X-1
アスファルト活性剤塗布
既存アスファルト防水不具合部補修

ウレタン塗膜防水X-2

樹脂モルタル塗り

ウレタン塗膜防水X-2

樹脂モルタル塗り

g-g´

ウレタン塗膜防水X-1

ウレタン塗膜防水X-1

1,700

600



工事名称 図面番号

図面名

可児市役所 川合地区センター空調・屋根防水他改修工事

22建設部施設住宅課 屋根伏せ図(屋根改修)

ｖ

※1 ※1
※1

※1

※1

※1
※1

ｖ
ｖ ｖ

※1

ｖ

凡例

落口(塩ビ100φ)、竪樋一部(エルボ・竪ソケット含む)(SUS105φ)取付

落口(塩ビ100φ)、竪樋一部 (エルボ含む)(VU100φ)取付

落口(塩ビ75φ)、竪樋一部(エルボ・竪ソケット含む)(SUS80φ)取付

落口(塩ビ75φ)、竪樋一部(エルボ含む)(VU75φ)

落口(塩ビ75φ)、竪樋(エルボ・スライドエルボ含む)(VU75φ)、竪金物取付

※1※1



c

d

q

ｔ

工事名称 図面番号

図面名

落口75～100φ(塩ビ)、竪樋一部(ＳＵＳ80～105φ)取付け　※屋上竪樋は、VU75～100φ

既設破風板(木製130×40 2段)の上に鋼板ｔ0.4取付け

落口75φ(塩ビ)、竪樋(VU75φ)、竪金物取付け

※竪樋は軒樋より1.0ｍ程度下を撤去・新設とする。(VU75φを除く)

※上記取付けによる既設材は、撤去・処分とする。

可児市役所 川合地区センター空調・屋根防水他改修工事

23建設部施設住宅課 北・東立面図

軒樋(前高130角 、曲がり）軒金物(＠800SUS)取換え
既設破風板(木製130×40 2段)の上に鋼板(ｔ0.4)、角納め取付け

既設仕上表

改修 仕上表

ｔ ｔ ｔ

ｃ ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｄ

ｄ

ｄｄ

q

q



c

d

q

工事名称 図面番号

図面名

可児市役所 川合地区センター空調・屋根防水他改修工事

24建設部施設住宅課 南・西立面図

軒樋(前高130角 、曲がり）軒金物(＠800SUS)取換え
既設破風板(木製130×40 2段)の上に鋼板(ｔ0.4)、角納め取付け

落口75～100φ(塩ビ)、竪樋一部(ＳＵＳ80～105φ)取付け　※屋上竪樋は、VU75～100φ

既設破風板(木製130×40 2段)の上に鋼板ｔ0.4取付け

※竪樋は軒樋より1.0ｍ程度下を撤去・新設とする。(VU75φを除く)

※上記取付けによる既設材は、撤去・処分とする。

改修 仕上

ｃ

q

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

ｃ


